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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が残されています。

それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解するの

に欠くことのできない資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将来にわたっ

て大切に保存 し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和 も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、岩手県盛岡市の盛岡南新都市土地区画整理事業に関連 して平成21年度に実施した盛

岡市細谷地遺跡と向中野館遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では古代の竪穴住居跡が

検出され、これまでの調査成果と合わせて集落の広がりがより詳しく明らかになりました。また、中

世に属する可能性の高い堀跡が確認され、「向中野館」の広がりが明らかになり、地域の歴史を探る

上で、貴重な資料を提供することができました。

本書が広 く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、荻育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました独立

行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所、盛岡市都市整備部盛岡南整備課、盛岡市教育委員会をは

じめとする関係各位に対して、深く感謝の意を表します。

平成23年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長  池 田 克 典



例   言

1 本報告書は、岩手県盛岡市向中野字野原27ほ かに所在する細谷地遺跡第24。 25次調査、及び岩

手県盛岡市飯岡新田2地害J133-2ほかに所在する向中野館遺跡第12・ 13次調査の発掘調査成果を

収録したものである。

2 本報告書掲載の遣跡の調査は、盛岡南新都市土地区画整理事業に関わる事前の緊急発掘調査であ

る。調査は独立行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所及び盛岡市都市整備部盛岡南整備課と岩

手県教育委員会事務局生涯学習文化課との協議を経て、 (財 )岩手県文化振興事業国埋蔵文化財セ

ンターが委託を受け、受託事業として実施した。

3 各遺跡の所在地、岩手県遺跡台帳の遺跡番号、遺跡略号、調査原因者は以下のとおりである。

遺跡名 所在地 遺跡番号 遺跡略号 原因者

細谷地遺跡第24次 盛岡市向中野字野原27-3ほ か L E26-0214 OHY-09-24 盛岡市

細谷地遺跡第25次 盛岡市向中野字野原9-5ほ か L E26-0214 OHY-09-25 都市機構

向中野館遺跡第12次 盛岡市飯岡新田2地割133-21ま か L E26-0205 OMN-09-12 盛岡市

向中野館遺跡第13次 盛岡市飯岡新田2地割133-2ほ か L E26-0205 OMN-09-13 都市機構

4 各遺跡・調査次の野外調査面積及び調査期間、室内整理期間は以下の通りである。

遺跡名 調査面積 野外調査期間 室内整理期間

細谷地遺跡第24次 1,224ポ 平成21年 5月 18日 ～ 6月 19日 平成21年 ■月 1日 ～22年 1月 15日

平成22年 3月 1日 ～3月 31日

細谷地遺跡第25次 946だ 平成21年 6月 15日 ～ 9月 11日 平成21年 11月 1日 ～11月 30日

平成22年 1月 16日 ～ 2月 29日

向中野館遺跡第12次 633ポ 平成21年 6月 16日 ～ 9月 11日 平成22年 1月 16日 ～ 2月 29日

向中野館遺跡第13次 615ピ 平成21年 6月 16日 ～ 9月 H日 平成21年 12月 1日 ～22年 1月 15日

5 野外調査・室内整理担当者は以下のとお りである。

遺跡名 野外調査 室内整理

細谷地遺跡第24・ 25次 羽柴直人・本多準一郎 。田中美穂 羽柴・田中

向中野館遺跡第12・ 13次 羽柴直人・田中美穂 羽柴・田中

6 各種鑑定・分析等は以下の機関に委託 した。

航空写真撮影 ……・東邦航空株式会社

7 本報告書の執筆は、羽柴と田中が各担当部分を分担 して執筆 した。

8 本遺跡から出上 した遺物及び調査に関わる資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 し

ている。
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調査に至る経過

盛岡南新都市土地区画整理事業は、盛岡市が21世紀に向けて、経済 。文化などに対する各機能を

兼ね備えた北東北の拠点都市として発展していくことを目指し、両者が有機的に結びついた軸状都市

を形成するために策定された事業である。平成 3年度から平成22年度までの20年間を事業予定とし

て対象面積313haに及ぶ土地区画整理事業が進められている。

この間、事業の対象地域に係わる埋蔵文化財の取扱いについても協議が重ねられ、盛岡市教育委員

会が試掘調査を行い、調査を必要とする範囲を確定し、本調査は (財 )岩手県文化振興事業団の受諾

事業として実施することとなった。

細谷地遺跡第24・ 25次調査および、向中野館遺跡第12・ 13次調査については岩手県教育委員会が

盛岡市と協議の結果、平成21年度の事業として確立した。その内訳は、細谷地遺跡第24次調査が盛

岡市都市整備部盛岡南整備課委託分の宅地用地内1,224ポ を平成21年 5月 18日 から6月 19日 まで、

細谷地遺跡第25次調査が独立行政法人都市再生機構委託分の都市計画道路及び公園用地内946だ を

6月 15日 から9月 11日 まで、向中野館遺跡第12次調査が盛岡市都市整備部盛岡南整備課委託分の宅

地用地内1,224だ を平成21年 6月 16日 から9月 11日 まで、向中野館遺跡第13次調査が都市再生機構

委託分の都市計画道路及び公園用地内615ポを6月 16日 から9月 H日 までとなっている。

遺跡の位置と環境

1 遺跡 の位置 と立地

細谷地遺跡は盛岡市向中野地内、向中野館遺跡は盛岡市飯岡新田地内に所在する。平成 4年の合併

以前は、細谷地遺跡が盛岡市、向中野館遺跡は都南村に属しており、現在までの所在地の区分に反映

されている。このように所在地の表示区分は異なるが、両遺跡の遺跡範囲は連続した広がりを有して

おり、特に土師器を出土する集落は両者が一体のものと捉えられ、一連の遺跡として扱うことが可能

であり、ここでは、一括して位置と環境について記述する。

細谷地遺跡及び向中野館遺跡は、東日本旅客鉄道仙北町駅から南西約1,3kmの 盛岡市市街地の南西

部に所在する。今回の調査区域は東経141度 08分21秒、北緯39度40分 36～ 39秒 に位置する。

両遺跡の調査区は、雫石川右岸に形成された低位段丘上に立地する。標高は122m前後、調査前は、

道路、工場敷地、住宅地として使用されていた。

今回の調査区は細谷地遺跡第24次調査区が細谷地遺跡の南西隅付近、細谷地第25次調査区が細谷

地遺跡の中央部分の北部、向中野館遺跡第12次調査区が向中野館遺跡の南西部付近、向中野館第13

次調査区が向中野館遺跡の南西隅部分に相当する。細谷地第25次、向中野館第12次、第13次調査区

が互いに接しており、細谷地遺跡第24次調査区がこれらより約50～ 100m南側に離れて位置している。

そして細谷地第24次調査区は、さらに北側と南側の 2箇所に調査区が分れる配置である。
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1 遺跡の位置と立地

東北自動車道 東北本線

第 1図 遺跡周辺地形分類図

2周 辺 の 遺 跡

周辺の遺跡については第2図に位置を、第 1表に概要をまとめている。遺跡分布状況の概観につい

ては細谷地第19。 20次調査発掘調査報告書 ((財)岩手県文化振興事業団2010 第556集 )、 向中野

館遺跡第10。 11次発掘調査報告書 ((財 )岩手県文化振興事業国2010 第557集)に詳細に記されて

いる。
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2 周辺の遺跡

第 1表 周辺の遺跡

土師器、竪穴住居跡

土師器、竪穴住居跡

古代 (奈良・平安 )

物跡、建物住居跡

土器、掘立柱建物跡、門跡、築地、
・古代 (平安 )

土師器・須恵器

師器、竪穴住居跡

石器、土師器、竪

※同じ範囲内に複数の じ番号を付している
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

第 3図 遺構配置図 (1)
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Ⅲ 調査の概要と整理方法

1 これ までの調査

細谷地遺跡は本報告書で報告する第24・ 25次調査より前に、第23次にわたる調査が、向中野館遺

跡は、本報告書で報告する第12・ 13次調査より前に第H次にわたる発掘調査がおこなわれている。

これらの各調査次の位置については第 4図 に示し、細谷地遺跡各調査次の概要は第 2表に、向中野館

遺跡各調査次の概要は第 3表にまとめている。

2調 査 の 経 過

平成21年 4月 下旬に細谷地遺跡、向中野館遺跡の調査地の確認、プレハブ用地の選定をおこなっ

ている。5月 15日 (金 )に盛岡市玉山区武道遺跡の発掘調査事務所から発掘調査機材を積み込みし、

細谷地 。向中野館遺跡事務所に機材を搬入した。 5月 18日 (月 )よ り細谷地遺跡第24次調査を開始した。

重機による表土除去後、人力により検出作業をおこなったが、遺構は竪穴住居 1棟と少なく、他には

果樹痕と推測される近代以降の掘 り込みが多数検出された状況であった。この状況を受け、当初の終

了期日は6月 30日 (火 )の予定であったが、6月 19日 (金 )に は県生涯学習文化課他関係機関の立ち会

いのもと、終了確認がおこなわれ、同日に細谷地第24次調査を終了することとした。

この間、細谷地第25次調査区等のコンクリート基礎、道路の路盤材等の除去作業がおこなわれ、

調査開始が可能な状況となり、細谷地第25次は6月 15日 (月 )よ り、向中野館遺跡第12・ 13次は6月

16日 (火 )よ り調査を開始した。細谷地遺跡第25次 と向中野館遺跡13次調査区の西側部分、及び向中

野館12次調査区の北側部分は住宅地造成の都合により、早期の調査終了が要望され、当該部分の調

査を先行することとなった。この範囲については7月 30日 (木 )に部分終了確認をおこない、同日に

調査終了とした。これ以後、細谷地遺跡第25次、向中野館遺跡第12・ 13次の未了範囲の調査を行う

こととし、お盆期間の8月 13日 (木 )か ら8月 18日 (火 )の 6日 間の中断を挟みながら調査を進めた。

8月 末には細谷地第25次調査区の旧道路南側部分の現用水道管が存在するため調査不能箇所の取扱

いについて、委託者より方針が示され、都市計画道路部分のみ調査することとし、非該当部分280ポ

については21年度調査より除外することとなった。これにより細谷地第25次の調査面積は当初予定

の1,226ポ から946ポヘと変更になった。

9月 上旬には全体の調査終了の目途が付き、9月 10日 (木 )|こ 東邦航空株式会社に委託して航空写

真の撮影をおこなった。9月 11日 (金 )イよ細谷地遺跡第25次、向中野館遺跡第12・ 13次全体について

関係機関の立ち会いにより終了確認がおこなわれ、調査を終了することとなった。同日終了確認後、

機材を埋蔵文化財センター及び、台太郎遺跡に搬送し、平成21年度の細谷地遺跡第24・ 25次、向中

野館遺跡第12・ 13次調査の野外調査の全てを終了した。

-6-



・い

罰

ィ
ー
イ
幾
酎
判
駐

Ⅲ 調査の概要と整理方法

向中野館遺跡

‐‐
二

，中

●
１
１

，
１
１

，
卜
＝

＝
‐

戸
~韻

第11次調査

幹
二軋転

静鴫
第 4図 細谷地遺跡・向中野館遺跡調査位置図

-7-



2 調査の経過

第 2表 これまでの調査一覧 (細谷地遺跡 )

調査

次数
委託者 種類 調査期間 調査主体 報告書 検出遺構 出土遺物

1 個 人 試掘 860721 盛岡市教育委員会 土坑 1基 (平安)

盛岡市 試掘 960422 盛岡市教育委員会 竪穴住居跡 土坑 溝跡

不 明 盛岡市教育委員会

盛岡市 本調査
000614～
1108

(財 )岩手県文化
振興事業団埋蔵

文化財センター
岩手県文化振興事業団
埋蔵文化財調査報告書
第414集

竪穴住居跡39棟 (平安)掘立柱建
物跡 6棟 (平安4 近世2)竪 穴
状遺構 5基 (平安)土 坑■2基

陥し穴状土坑23基 (縄文)焼土遺

構 1基 (平安)溝 跡22条 (平安
近世)井 戸跡 2基 (近世)カ マ

ド状遺構 2基 畝間状遺構 1基
(平安)柱 穴状ピット238基

縄文土器 (後晩期)・ 剥片石器・

土師器・須恵器・あかやき土器
鉄製品(刀子・釘・鉄鏃 手鎌
足金具)・ 石製品 (砥石・磨石・

台石 石錘)土製品 (羽 口・土
錘・紡錘車)。 近世陶磁器 古
銭 (寛永通宝)・ 木製品(曲 げ物 I

杭)

5 盛岡市
010416-―
0731

同上

6 公 団
010522^―
0605

同上 同 第397集 井戸状遺構 1基 (近世 ) 角材・木抗

7 公 団
031001～
1031“

同上 同 第455集 な し 土師器

8 盛岡市
030701～
1107 同上 同 第454集

竪穴住居跡16棟 (平安)畠状遺構
2箇所 (平安)柱 列 l条 (平安)

土器焼成土坑 4基 (平安)土坑13

基 (平安)

土師器・須恵器・鉄製品(鉄鎌
刀子・餃具・鉄鏃)

9 都市機構
050412～
1118 同上

同 第500集

焼土遺構 l基 (弥生)竪穴住居跡
57棟 (縄文 1 奈良■ 平安45)

掘立柱建物跡 2棟 (平安 1 近世
1)土 抗70基 墓壌 2基 (平安)

貯蔵穴 5基 (平安)溝 跡21条

焼土遺構 カマ ド状遺構 畝間状
遺構 l箇所 柱穴群

縄文土器 (後晩期)・ 弥生土器・

礫石器・剥片土器・土師器・須
恵器・焼成粘土塊・鉄製品 (鉄

斧・釘・刀子・鉄鏃・穂摘具・

鉄鐸 釣針 小刀・鉄津)・ 石
製品 (砥石・鉄砧石 凹石・磨
石・台石)・ 土製品(羽口・土錘・

紡錘車・瓦・支脚)。 近世陶磁器・

古銭 (永楽通宝・寛永通宝)

盛 岡市 同上 同上

盛岡市

都市機構

050411ヽ
0520

学び館 未刊

竪穴住居跡 4棟 (平安)柱列 1条

(平安)濤跡 5条 (平安)土抗10

基 (平安)畑畝間(平安)柱 穴状
ピット

国土交通省
060410～
0615

(財)岩手県文化
振興事業国埋蔵
文化財センター

同 第508集

陥し穴状遺構■基 (縄文)掘立柱
建物跡 9棟 (近世)墓 羨18基 (近

世)土 抗38基 (近世)井 戸跡 1

基 柱穴状ピット

陶磁器・漆器・鉄釘 ,古銭 (寛永
通宝)・ 煙管・和鏡・砥石

都市機構
060703～
1127

同上

同 第513集

竪穴住居跡38棟 (奈良8 平安30)

掘立柱建物跡 2棟 (平安)柱穴列
l条 (平安)上抗65基 竪穴状遺

構 4基 (平安3 不明1)溝跡20

条 桂穴群

弥生土器・土師器 須恵器・ガ
ラス玉・土玉・焼成粘土塊・鉄
製品・鍛造剥片・炭化種実・煙
管・鉄釘・古銭 (寛永通宝)・ 銅
鏡・近世陶磁器(大窯4期鉄釉皿)

盛岡市
060410～
1127

同上

盛岡市
061016～
1212 同上 同 第514集

竪穴住居跡 9棟 (平安)掘 立柱建

物跡 l棟 (平安)土 坑25基 (平安)

土師器・須恵器・石製品(砥石
磨石)・ 土錘 。フイゴ羽口・鉄
鏃 琥珀

盛岡市
070501～
l129

同上

同 第535集

竪穴住居跡18棟 (奈良 l 平安17)

掘立柱建物跡 3棟 (平安)土坑62

基 (奈良1 平安22 古代 9 近
世4 不明26)柱穴列 2条 (平安)

墓壊 1基 (平安)竪 穴状遺構 2基
(平安)焼 土遺樽 3基 (平安)

溝跡 5条 (平安 l 近世 1 不明3)

畝間状遺構 3箇所 (平安)

土師器 須恵器・鉄釘・古銭
(寛永通宝)。 近世陶磁器

都市機構
070411ヽ
1129

同上

国土交通省
070717～
0824

同上 同 第524集 墓羨 1基 (中世)土 坑 4基 自然遺物 (人骨)・ 土製品

盛 岡市
080716～
1007

同上

同 第556集

竪穴住居跡 7棟 (平安)掘立柱建

物跡 2棟 (平安)土 坑36基 (平安
16 近世13 不明7)柱穴状ピッ

ト30基 (平安22 不明8)溝 跡
1条 焼土遺構 1基 旧沢跡 孔箇

所 (古代 )

土師器・須恵器・墨書土器・刻
書土器・石製品(磨 石・砥石)・

鉄鏃・近世陶磁器 泥面子
都市機構

080801～
1007

同上

盛岡市
030422～
0519 学び館 未刊 土坑 7基 濤跡 1条

盛岡市
081114^ヤ
1120 学び館 未刊 溝跡 1条

盛 岡市
081105-
1212

学び館 未刊 土坑 4基 溝跡 l条
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第 3表 これまでの調査一覧 (向中野館遺跡 )

査

数
調
次 委託者 種類 調査期間 調査主体 報告書 検出遺構 出土遺物

l 盛岡市 試掘 950926～0929 盛岡市教育委員会 住居 ほか

盛岡市 試掘 96■ 14～ ■ 15 盛岡市教育委員会 住居ほか

盛 岡市 本調査
980521～
0831

(財 )岩手県文化
振興事業国埋蔵
文化財センター

岩手県文化振興事業団
理蔵文化財調査報告書
第338集

竪穴住居跡10棟 (平安)土坑 9

基 (中世)堀跡 3条 (中 世)

溝状遺構 5条 (中 世)

縄文土器片・土師器・須恵器・

陶磁器・古銭 (寛永通宝)・ 石鏃 .

土製人形

公 団
980701～
0904

同上 同 第321集 竪穴住居跡 5棟 (平安)土坑 3

基 (中世)溝 堀跡 4条 (中世)

土師器・須恵器・陶磁器・石鏃・

古銭

都市機構
040715～
1008 同上

同 第503集

包含層 1箇所 (平安)溝跡 上条
土師器・須恵器・石器 陶磁器・

木製品・自然遺物 (種子・昆虫)

盛岡市
040607-
1008 同上

土坑 1基 (平安)包合層 1箇所
(平 安)遺物集中部 2箇所 (平

安)帯状礫密集部 1箇所 (平安)

堀跡 1条 (中世)柱穴群 1箇所
(中 世)不 明遺構 3基

土師器・須恵器・陶磁器・漆器
墨書上器・刻書土器・封絨木簡
石器・鉄製品9ヽ刀 刀子 飽
煙管)・ 木製品 (箸 ・曲げ物)

土製品・磁器製品・古銭 (寛永
通宝)自然遺物 (種子・昆虫)

都市機構
050715～
1115

同上

同 第504集

竪
坑
６
群
世
安
条

剥片石器 石器磨敵器類・黒色
土器・刻書上器・土師器・須恵
器・砥石・鉄製品(刀子・不明)・

木・木製品 (箆 )・ 古銭 (寛永通
宝・永楽通宝)。 自然遺物 (種実
昆虫)・ 円盤状石製品

盛岡市
050715～
1115 同上

盛岡市
060616～
0810 同上 同 第516集

竪穴住居跡 2棟 (平安)竪穴建

物跡 3基 (中世)掘立柱建物跡

8棟 (中 世2 近世6)堀 跡 l

条 (中 世)井戸跡 2基 (近世)

土師器・須恵器片 。中世陶磁器・

近世陶磁器・鏡

盛岡市
080501-
1110

同上

同 第557集

竪穴住居跡18棟 (奈ミ 1 平安
15 古代 1 中世 1)掘 立柱

建物跡 5棟 (平安 3 近代 1

不明1)上坑44基 (古墳 l 奈

良2 平安16 古代■ 近代 9

不明5)土 坑墓10基 (近 世)

墓娠 1基 (平安)竪穴状遺構 3

基 (平安 1 古代 1 不明 1)

曲輪 1箇所 (中世)土塁 l条

(中世)堀跡 2条 (中 世)溝跡

5条 (近代 3 不明2)柱穴列
l条 (近代)焼土遺構 5基 (近

代)十日1可道の遺物集中区1箇所

(平安)

土師器・須恵器・墨書土器・刻
書土器・陶磁器・古銭 (洪武通
宝・永楽通宝)

都市機構
080411ヽ
1110 同上

Ⅲ 調査の概要と整理方法

野外調査の方法

グリッドの設定

グリッドはこれまで細谷地遺跡、向中野館遺跡で用いられてきたものと共通の設定を用いている。

グリッドは平面直角座標のX系 (世界測地系)に沿って設定している。座標値は第 5図 に示すとおり

である。大グリッドは一辺50mと し、東西は西から東に向かって大グリッド毎にA～ Fと アルファ

ベットの大文字を50m毎 に付し、南北は北から南へ向かって1～ 5と 算用数字を50m毎に付している。

大グリッドの呼称は南北ラインの算用数字と東西ラインのアルファベットの大文字との組み合わせで

「lB」 、「 4D」 というように表す。大グリッドはさらに内部を一辺 2mの小グリッドに細分して

いる。小グリッドは西から東に向かって a～ yと アルファベットの小文字で付し、北から南に1～ 25

とアラビア数字を付す。グリッドの呼称は大グリッドと小グリッドの組み合わせで「 lA3c」 「 4

D7a」 とういうように示す。本報告の遺跡は、細谷地遺跡第24次調査区が大グリッド4K、 4L、

5K、 5L付近、細谷地遺跡第25次調査区は大グリッド3K、 2K付近、向中野館遺跡第12次調査

区は大グリッド1」 、2J付近、向中野館遺跡第13次調査区は大グリッド2K、 2L付近に相当する。
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3 野外調査の方法
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Ⅲ 調査の概要と整理方法

遺構の名称

遺構の名称は盛岡市教育委員会の指定により、以下の略号を用いた。RA(竪穴住居跡)、 RB(掘
立柱建物跡)、 RD(土坑)、 RG(堀・溝)、 SK(土坑)である。

これらの略号の後に検出順に数字を付し、「R A 039」 というように遺構名を付 した。また掘立柱

建物、竪穴住居跡の柱穴についてはppの略号を用いている。

遺構名の番号は、遺跡毎に以前の調査次から連番で付すように指定されたが、野外調査次にはそれ

が煩雑であるため、使宜的に遺構名を付して調査をおこなった。調査時の遺構名と正式な遺構名の対

照関係は第 4・ 5表に示す。以下、本報告書では遺構名は正式名称で表示していくが、遺物の注記、

遺物を収納した袋、実測原図には旧遺構名を付している場合もある。また、野外調査次に細谷地遺跡

第25次 と向中野館遺跡第13次の調査範囲の一部取 り違えがあり、向中野館遺跡第13次調査の遺構に

「細谷地第25次」の名称を付したものがある。

第 4表 細谷地遺跡第24・ 25次遺構名対照表

正式遺構名 旧遺構名 所属調査次

竪穴住居跡

R A175 25次  RA2 細谷地遺跡第20次・25次

R A180 24次 RAl 細谷地遺跡第24次

R A181 25次  RAl 細谷地遺跡第25次

R A182 25次  RA3 細谷地遺跡第25次

R A183 25次 RA6 細谷地遺跡第25次

R A184 25次  RA8 細谷地遺跡第25次

R A185 25次  RA9 細谷地遺跡第25次

R A186 25次 R A10 細谷地遺跡第25次

掘立柱建物跡

R B 025 25次 RBl 細谷地遺跡第25次

土坑

R D478 25次 RD2 細谷地遺跡第25次

R D479 25:久  RD3 細谷地遺跡第25次

R D480 25次 RD4 細谷地遺跡第25次

第 5表 向中野館遺跡第12・ 13次遺構名対照表

正式遺構名 旧遺構名 所属調査次

竪穴住居跡

R A021 12次  RAl 向中野館遺跡第10次 。12次

R A030 12次  RA6 向中野館遺跡第10次・12次

R A036 12次  RA2 向中野館遺跡第12次

R A037 12次  RA3 向中野館遺跡第12次

R A038 12次  RA4 向中野館遺跡第12次

R A039 12次 RA5 向中野館遺跡第12次

R A040 12次 RA7 向中野館遺跡第12次
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3 野外調査の方法

粗掘 り。遺構検出

雑物撤去後に トレンチを設定 し、遺物の包含状況、遺構の確認面を把握 した。その後、遺構確認面

まで重機を用いて表土を除去 した。遺物を多 く包含する層に関しては人力によって表上の除去をした。

遺構の確認は表土を除去 した面をジョレン、両刃鎌で平滑にし、プランを確認するようにした。

遺構の精査

検出した遺構は、土層を観察するベル トを設定 して掘 り下げることを基本 とした。

遺物の取り上げ

遺構外の遺物はグリッド毎に取 り上げた。遺構内の遺物は必要と思われる場合、地点とレベルを記

録 した。またそれ以外では可能な限り埋土の層位ごとに取 り上げるように努めた。

実測 。写真撮影

平面実測は電子平板 (株式会社CUBIC 遺構実測支援システム)を使用 して行った。また断面実

測については、従来どお りの手法による実測を主体 として行った。

写真撮影は一限レフデジタルカメラを主に使用 した。撮影は埋土堆積状態や遺物の出土状況、遺構

の完掘状況などについて行った。

R A041 細谷地25次 RA4 向中野館遺跡第13次

R A042 細谷地25次 RA7 向中野館遺跡第13次

R A043 細谷地25次 RA5 向中野館遺跡第13次

掘立柱建物跡

R B014 121久  RBl 向中野館遺跡第12次

R B 015 121朱  RB2 向中野館遺跡第12次

R B016 121久  RB3 向中野館遺跡第13次

土坑

R D082 122た  RDl 向中野館遺跡第12次

R D088 121久  RD2 向中野館遺跡第12次

R D084 121久  RD3 向中野館遺跡第12次

R D085 122足  RD4 向中野館遺跡第13次

R D086 12次  RD5 向中野館遺跡第12次

R D087 12次 RD6 向中野館遺跡第12次

R D088 細谷地遺跡25次 RDl 向中野館遺跡第13次

溝・堀跡

R G012 1号堀跡
向中野館遺跡第10,12・ 13次

細谷地遣跡第25次

R G016 12次  RGl 向中野館遺跡第12次

R G017 12次  RG2 向中野館遺跡第12次

R G018 121久  RG3 向中野館遺跡第12次

R G019 12次  RG4 向中野館遺跡第13次
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Ⅲ 調査の概要と整理方法

4 室内整理 の方法

出土遺物は水洗注記を行い、必用なものは接合、復元作業を実施した。これらの作業終了後、報告

書掲載遺物を選び出し、登録を行った。

遺物実測は原則として実寸で行った。また、電子平板で実測した遺構データは点検を行い、断面図

の合成等を経て図版としての体裁を整えた。

野外調査で撮影したデジタル写真は台帳の作成を行い、データごとにフォルダ整理を行った。また、

報告書掲載分の遺物撮影もデジタルカメラで行い、データごとに整理を行った。そして、これらのデ

ジタル写真データから報告書掲載写真を選択し、写真図版版下を作成した。

これらの作業の終了後、原稿の執筆を行い、報告書を編集した。

5基 本 土 層

本報告書掲載の細谷地第25次、向中野館遺跡第12・ 13次調査区は、調査前には道路や、自動車修

理工場敷地として使用されており、ほとんどの範囲が、通常の遺構検出面よりも深く掘削されている

状況であり、良好な基本土層を観察することが不可能であつた。よつて、本報告書の調査区に隣接す

る向中野館遺跡第10次調査区の基本土層を示すことによって、細谷地遺跡、向中野館遺跡の本調査

次の基本土層の提示とする。

卜    L=123.700m 引

Ⅱ層

I層 黒褐色シル ト(10YR2/2)表 土 。現代の耕作土・盛土

粘性、しまりなし 小礫 1～ 2%
層厚 15～ 30clll 円礫のみの客土の部分もある

黒色シル ト(10YRl.7/1)粘 性ややあり しまりあり

部分的にTo― aテ フラを 3%程度含む

上面及び中位が古代の遺構検出面 層厚 5～ 25clll

本層は土塁直下では残存状況がよく、その部分では

以下のように細分される

Ⅱa層  10YR2/1黒  粘性、しま りあり 土塁構築時の旧表土か

Ⅱb層  10YRl.7/1黒  粘性ややあり しまりあり

黒褐色シル ト(10YR2/2)～暗褐色シル ト 粘性、しまりあり

Ⅳ層への漸移層 Ⅱ層の削平されている箇所では遺構検出面

層厚 5～ 15clll

にぶい黄褐色シル ト(10YR4/3)粘性、しまりあり

層厚 8～ 20clll 遺構最終検出面

褐色砂 (10YR4/3)粘性なし しま りあり 層厚 10～ 40clll

黒褐色砂礫層 (10YR2/2)層厚 5～ 10clll

褐色砂礫 (10YR2/2)層厚 20clll

第 6図 基本土層

Ⅲ層

醒
　
暉
岬
醒
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Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

1調 査 区 概 観

今回の細谷地遺跡の調査は、第24次調査と第25次調査の 2次分に分かれる。細谷地第24次調査区

は細谷地遺跡全体の広が りの南西隅部分に相当する。第24次調査区は北側調査区と南側調査区の 2

箇所に分かれ、合計面積は1,224だ となる。北側調査区と南側調査区は約25m離れており、両地点と

も標高は約122m、 調査前は宅地として使用されていた。北側調査区では平安時代前半の竪穴住居跡

1棟 (R A180)力S検出された。第24次調査区で検出された竪穴住居跡はこの 1棟のみである。この

他に北側調査区では、平安時代前半には埋没が完了していた沢跡 1条が検出された。沢跡は第14次

調査で検出された沢跡に連続するものである。出土遺物、遺構の切 り合いはなかったが、第14次調

査等の知見から8世紀以前には埋没したものと判断されている。

南側調査区では果樹の植栽痕と推測される穴が等間隔で検出されたが、出土遺物から20世紀中葉

以降の所産と判断された。このように第24次調査区の遺構密度は非常に低いことが明らかになった。

これまでの遺跡全体の遣構配置の状況から、本調査区は平安時代の集落の南端部に相当すると予測さ

れていたが、その予想に合致する調査結果であった。

細谷地遺跡第25次調査区は細谷地遺跡全体の中の北端部の中央付近に相当する。調査区域の大半

は「農免道路」の路線として使用されており、道路構築により遺構検出面が削平され、遺構の残存状

況は非常に不良であった。調査面積は946ポ となる。検出遺構は竪穴住居跡 7棟 (R A175。 181・

182・ 183・ 184・ 185・ 186)、 土坑 2基 (R D478・ 480)、 馬の埋葬墓 l基 (R D479)、 中世以

降の掘立柱建物跡 1棟 (R B025)が検出された。また、細谷地遺跡第25次調査範囲内において、細

谷地遺跡の北東部に接する向中野館遺跡を囲む堀跡 (向中野館遺跡R G012)の一部が検出されたが、

この堀については、便宜的に向中野館遺跡に含まれるものとして扱い、ここでは検出遺構にカウント

しないこととする。なお、竪穴住居R A175は 第20次調査で既に約半分が調査されたものである。

出土遺物は細谷地遺跡第24次調査分と第25次調査区分の合計で、土師器、須恵器類が総重量で23,91

7.2g、 近世陶磁器類が4,158.g、 鉄鋼 1点 (278.7g)、 砥石 1点 (267.3g)が出上している。こ

の他に埋葬されていた馬骨が一頭分出土している。骨の残存状況は不良である。

細谷地遺跡第25次調査で検出された竪穴住居跡はいずれも出土遺物から9世紀以降に属するもの

である。道路敷や水道管、排水溝で者しく攪乱を受けている住居が多く、カマ ド位置が不明のものも

ある。カマド位置が明らかなものは、北壁が 1棟、西壁が 2棟、東壁が 1棟である。調査区最南端で

検出された竪穴住居跡 RA1811よ 一辺約 8mの大規模な建物である。掘立柱建物跡R B025は 竪穴住

居 R A185と 重複しており、R B 025が新 しい。 3間 ×5間で西側に庇が付 く。形態等から中世以降

の建物と判断されるが、確実に共伴する陶磁器がなく、詳細な時期は不明である。馬の埋葬墓は時期

不詳であるが、近世以降の所産と推測される。また、近世陶磁器が調査区北西隅の攪乱部分からまと

まって出上した。このr■
l乱は用水路のヒューム管設置の際のもので、近世の用水路に起因する出土状

況と推測される。
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Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査
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第 7図 遺構配置図 (2)細谷地還跡第24次調査区
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Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

2竪 穴 住 居 跡

R A175竪穴住居跡 (第 9～ 12図、写真図版 5～ 7・ 25。 26)

〔位置〕3K5h～ i、 3K6h～ i、 3K7h～ iに位置する。南西約半分は第20次調査で検出、

精査が行われている。

〔重複〕攪乱 (道路側溝)に より北東コーナー付近が壊されている。他の遺構との重複はない。

〔形態〕東西約555clll、 南北約505clllの 方形プランである。床面積は約28.03だ である。床面は概ね

平坦である。賄床は薄く施されているが、掘方が基本土層Ⅵ層相当の砂礫層上端面まで掘 り込まれ、

砂礫層の凹凸を充填する形での施工である。確認面から床面までの深さは約 1 8cIIl、 床面の標高は約

121.71mで ある。壁はやや斜めに立つ。柱穴は検出されなかった。床面北西部にpp 2と した掘 り込

みが存在したが、形状から柱穴とは認定できない。他に第20次調査部分を含めても、柱穴と認定で

きるピットは存在しない。また壁溝は存在しない。

〔カマ ド〕南東壁中央に新旧関係を有するカマ ドが 2基検出された。またこれらとは別に、第20次

調査範囲の南西壁西側にカマ ド煙道と推測される突出が存在する。これについては第20次調査報告

書において報告が行われている。南東壁の新しいカマド (以下、新カマド)は、掘込み式の煙道であ

る。煙出部分は煙道部分よりも膨隆している。ソデは礫を芯材にして明黄褐色土を塗り込んで構築し

ている。煙道入り口にも礫が落ちており、カマド天丼部も礫を芯材にして構築したと推測される。火

床面は約54× 39cmの広がりで、明赤褐色の色調を呈している。熱変化は深さ約 4 cmに達している。

右ソデの芯材の礫の下から内外面黒色処理が施された土師質の幸瓶 (第 H図 13)が出土している。

出土位置から判断して、新カマド構築時に意図的に置き、カマドに塗り込んだ可能性が推測される。

南東壁の旧カマドは新カマドの、向かって左側に位置する。煙道が新カマドの煙出しに切られており、

新旧関係は明瞭である。旧カマドの煙道は掘込み式で、平面形は真っ直ぐではなく、右側に向かって

湾曲している。煙道入り口付近が顕者に焼けている。火床面は約53× 52clllの広がりで明赤褐色の色

調を呈している。ソデ部、天丼部は新カマド構築の際に取り除かれ、痕跡は残存していない。また火

床面の西端から約26clllの 部分に僅かな段差が存在している。この段差の存在と旧カマ ドの火床面、

煙道の入り国の位置から判断して、新カマ ド構築時に壁面を南西側に約40cm拡 幅したことが推測さ

才とる。

〔埋土〕埋土は2層 に分けられる。自然堆積と推測されるが、層序が単調で確実な判断は難しい。平

面図に焼土の分布を示しているが、この焼土は1層 中に包含されていたもので、床面に直接のつてい

たものではない。また2層 はカマド構築土に由来する上である。

〔出土遺物〕床面、カマド及び埋土中から土師器、須恵器が総量で3,641.6g出土した。この中で図

示した土師器、須恵器は18点で、重量合計は1,157.4gで ある。 1の上師器は形態から蓋と想定した。

ロクロ調整で内面は黒色処理が施される。 2～ 8は ロクロ調整の内面黒色処理の上師器杯である。 2・

3は底辺部に再調整が施されず、 4～ 8は底辺部と外底面に回転ヘラケズリが施されている。 9は内

面黒色処理のロクロ土師器杯である。外面に墨書が施されるが文字が久損しており解読することがで

きない。10は 高台付きのロクロ土師器杯である。内面は黒色処理が施されている。Hは酸化炎焼成

のロクロ土師器杯である。内面に調整黒色処理は施されていない。121よ須恵器杯である。切り離し

は回転糸切である。13は 土師質の華瓶である。外面全面と内面口縁部にヘラミガキがあり、黒色処

理が施されている。14は ロクロ不使用の小型の上師器長胴奏である。外面はヘラナデ、内面にはハケメ

-17-



2 竪穴住居跡

A . L=122 600m

B 
・ L=122.600m

募痒

RA175 A― A´ ・ 8-B″
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3 10YR3/2黒褐色± 10YR6/8明 黄褐色土まだらに多量混入頓占床)
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0         1:50       2m
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第 9図  R A175竪穴住居跡 (1)



R A175 カマ ド

か
一二と―・ L=122.100m

R A175カ マ ド a― a′ ・ b‐ b´

ち ぱ辞くな,2暴鍮皐主ヒ
21:穏

:チ:岳曇箔巷皆圭曇5看今ク 2 5YR6/8橙色焼土ブロック多量に混入
3 10YR6/8明黄褐色ローム 炭化物粒 10YR2/3黒褐色土粒少量混入
4 10YR3/2黒褐色± 10YR6/8明 黄褐色ローム粒状に多量混入
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Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査
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第10図  R A175竪穴住居跡 (2)
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2 竪穴住居跡

雁 13
0                               10cm

¨

種別 器 種 出上位置
法量 (cm)

色 調 逮量(J 調整 備 考H径 器 高 底径

土師器 蓋 ? RA175カ マ ド覆土 10YR6/4に ぶい黄橙色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理 器高が低 く蓋 と想定

土師器 不 RA175カ マド付近埋上 10YR6/3に ぶい黄橙色 ロクロ ヘラ ガ キ 内面黒色処理 回転糸切

3 土師器 不 R A175埋土 (48) (621 10YR3/6黄 橙色 ロクロ ヘラ ガ キ 内面黒色処理 回転糸切

土師器 摯 R A175カ マ ド付近理 土 (49) (56 10YR7/4に ぶい黄橙色 ロクロ 回転
^ラ

ケズヅ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転ヘラクズ リ

上師器 蕉A175カマドンデの中 (41) (621 IOYR7/3に ぶい黄橙色 576 ロクロ 回転
^ラ

ケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面糸切 りの後回転ベラケズヅ

上師器 斥 くA175カマ ド付近埋土 (3 2) (60 7 5YR7/6橙 色 ロクロ 回転ヘラケズリ ベラミガキ 内面黒色処理 底面回転ヘラケズ ヅ

土師器 算 蕉A175カ マ ド覆土 (38) 10YR7/4に が い貢橙 色 ロクロ 回転本ラケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転ヘラケズ リ

8 土師器 邦 RA175カ マ ド覆土 (2 6) (7 0) 10YR6/4に ぶい黄橙色 ロクロ 回転かラクズリ ヘラミガキ 内面黒色処理がなされていない 底面回転ヘラケズ)

上師器 イ 記A175カマド付近埋土 (38〕 10YR7/4に ぶい黄橙色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理 外面に墨書

土師器 高台付JTN R A175埋土 (ベル ト中) (18 (70) 7 5YR7/6橙色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理

土師器 妬 ミA175カ マ ド付近埋土 5YR7/6橙色 ロクロ 硬質な焼成

須恵器 然 К A 175埋土 (ベル ト中) (58) 7 6YS/2灰 オ リーブ色 ロクロ 破断面赤褐色を呈する

土師器 箸瓶 ミA175カマ ド右 ノデ の■ (35) 75Y2/1黒 色 ヘラミガキ 内外面黒色処理

-20-

第11図  R A175竪穴住居跡出土遺物 (1) (1～ 13)



Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

0                            10c皿

No 種別 器種 出上位置
法量 (cm)

色調 重量(g 調整 備 考
口径 器 高 底径

土師器 長胴範 75埋 土 5YR5/6明赤褐色 ヨヨナデ ヘラナデ ハケメ 外面炭化物付着

15 土師器 長胴疑 RA 75カ マド煙道埋土 10VR6/3に ぶい黄橙色 ヘラケズリ ヘラナデ 底面ヘラケズリカ

上師器 長胴霊 75カ マ ド煙道埋土 (78 7 5VR5/4に ぶい褐色 ヨヨナデ ヘラナデ ハケメ 内面炭化物刊着

17 須恵器 疑 75カ マ ド付近埋土 (79 N7/O灰 自色 内面額部に自然釉付着

須恵器 夫獲 RA 76カ マ ド付近埋土
`56

5Y3/1オ リーブ黒色 タタキロ アテ具 破断面明赤褐色

第12図  R A175竪穴住居跡出土遺物 (2) (14～ 18)
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2 竪穴住居跡

が施される。15,16は ロクロ不使用の大型の土師器長胴甕である。15の外底面は残存部が僅かで調

整がはっきりしないがヘラケズリと推測される。17は須恵器の甕である。体部上半部の破片で、ロ

クロ下地のタタキロは確認できない。18は須恵器大奏の頚部破片である。外面にはタタキロ、内面

にはアテ具痕が施されている。内外の表面はオリーブ黒色であるが破断面は明赤掲色を呈する。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の形態から9世紀代の構築、使用と推測する。十和田a火山灰との

時間的な関係は、十和田a火山灰の包含がなく不明である。

R A180堅穴住居跡 (第 13・ 14図、写真図版 8。 9,26)

〔位置〕4L25e・ f、 5Lle・ fに位置する。

〔重複〕攪乱 (水道埋設)に より煙道先端部が壊されている。他の遺構との重複はない。また周囲が

削平されており、遺構の残存状況は非常に悪い。

〔形態〕周辺の削平が著しく、平面プランが不明瞭な部分が多いが、東西約230cm、 南北約232cmの

方形プランと推測される。床面積は約5.33ポ と推測され、非常に小規模な住居である。床面は削平に

より失われている範囲があるが、概ね平坦である。カマド周辺には貼床が施されており、硬化が著し

い。確認面から床面までの深さは約1 0cm、 床面の標高は約121.90mで ある。壁はやや斜めに立つ。

柱穴、壁溝は検出されなかった。

〔カマド〕北壁中央にカマドが検出された。煙道は掘込みである。先端部が攪乱により壊されており、

その全長は不明である。ソデは明確には検出されなかった。後世の削平により失われたと推測される。

周囲に礫、土師器が散在しカマド構築の芯材等の可能性も考えられる。火床面は約35× 28cmの広が

りで、橙色の色調を呈している。熱変化は深さ約 4 cmに 達している。

〔埋土〕埋土は1層 に分けられる。埋上の残存状態が不良で、自然堆積、人為堆積の別は判断が難し

ヤヽ。

〔出土遺物〕床面、カマ ド中及び埋土中から土師器、須恵器が総量で744.7g出土した。この内、図

示した土師器、須恵器は5点、合計重量430gである。19イよロクロ成型の杯である。硬質な焼成で火

欅が付 くが、明責褐色を呈しており、ここでは土師器に分類している。20は土師器壷である。外面

と内面口縁部に入念なヘラミガキが施され、光沢を放っている状況である。体部内面はハケメが施さ

れる。21は ロクロ不使用の上師器小型長胴甕である。底部と体部以上が接合しなかったが、図上で

合成した実浪j図 を掲載している。底面には木葉痕がみられる。22は ロクロ不使用の上師器長胴甕の

回縁部片である。口径から小型の長胴甕と推測される。23は須恵器長頚壼の口縁部片である。内面

に灰を被 り、破断面は暗赤褐色を呈する。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出上した土師器・須恵器の形態から9世紀代の構築、使用と推測する。十和田 a降下火山灰

との時間的な関係は、十和田a降下火山灰の包含がなく不明である。
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Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査
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第13図  R A180堅穴住居跡
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2 竪穴住居跡

23

0                            10cm

R A181竪穴住居跡 (第 15～ 20図、写真図版10～ 12・ 26・ 29)

〔位置〕 3K17p～ r、 3K18p～ r、 3K19o～ S、 3K20p～ S、 3K21q～ sに位置する。

南東隅コーナー付近は今次の調査範囲外に延びると推測される。

〔重複〕他の遺構との重複はないが、多数の攪乱により遺構が損なわれている。またプラン中央南側

には電柱が坦設されており、電柱を保持する必用があり周囲約 lm四方は調査不能であった。

〔形態〕南北約802cm、 東西は検出された分で最大約770cmを 測る。検出された分の床面積は約52.3

2ポである。プランを方形と想定すると床面積は約64.32ピ となり、かなりの規模の大きい住居跡で

ある。床面は概ね平坦で、貼床は施されていない。確認面から床面までの深さは約18～ 25cm、 床面

の標高は約121,76mである。壁は概ね垂直に立ち、壁溝は存在 しない。柱穴はpp l～ 3の 3個が検

出された。配置からもう1個の存在が想定されるが、現行の水道管埋設により調査不能の位置に存在

したと判断される。pp l～ 3の床面からの深さは75～ 80cmと 概ね均―で、柱痕跡の径も20～ 25cmと

均―である。pp lと pp 2の柱間寸法は約501cm(心々距離)で、pp lと pp 2の柱間寸法も同じく約

種別 器種 出上位置
法量 (cn)

色調 重量(g) 調整 備 考
口径 器 高 底径

土師器 80床 面直上 44 10YR7/6明 黄褐色 43 6 外面に火欅 硬質な焼成 回転糸切

土師器 一霊 80床面直上 6YR6/8橙色 ヨヨナデ ヘラミガキ ハクメ 外面光沢を放つ 内面炭化物少量付着

土師器 長月同蓬 80床 面直上 5YR5/6明 赤褐色 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラナデ 底面木葉痕

土師器 長月同甕 30床 面直上 (47) 5YR5/6明赤褐色 ヨヨナデ ヘラナデ 外面ヨヨナデの後にヘラナデ
須恵器 長頚壷 80床 面直上 10YR3/1黒 褐色 ロクロ 内面に灰付着 破断面暗赤褐色を呈する

第14図  R A180竪穴住居跡出土遺物 (19～ 23)
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Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

50 1cIIl(心々距離)であり、規則性が読み取れる配置である。また、カマ ド右の北東コーナー付近に

は床面から掘り込まれた土坑が存在する (住居内土坑 1)。 深さは床面から20clll程度の浅いもので、

壁は斜めになだらかに立ち上がる形状である。埋土中からほぼ完形の上師器杯が出土している。

〔カマ ド〕北壁の中央やや東寄りにカマドが検出された (以下、新カマド)。 またこのカマドの西側

に煙道に類似する壁から延びる掘 り込みが検出され、これを旧カマ ドとして報告する。新カマドは掘

込み式の煙道である。煙道の埋土中からは礫や土師器長胴甕の大型破片が出上し、煙道部の天丼を覆

う構築材であったと推測される。ソデは明黄褐色土により構築されている。明確ではないが、ソデの

中から礫、土師器長胴奏片が出上し、芯材として使用された可能性も考えられる。火床面は約61×

59cmの広がりで、赤褐色の色調を呈している。熱変化は深さ約 5 cmに 達している。旧カマ ドは、形

状が煙道に類似することから「カマド」として扱っているが、被熱した部分や、それに伴う火床面も

なく、カマドとするには疑問も残るものである。埋土中から土師器長胴甕片が出土している。

〔埋土〕埋土は2層 に分けられる。自然堆積と推測されるが、層序が単調で埋土の残存状況も不良で

確実な判断は難しい。 1層 中には微量ながら十和田 a降下火山灰が粒状に包含されている。

〔出土遺物〕床面、カマド中及び埋土中から土師器、須恵器が総量で11,076.5g出上した。この内、

図示した土師器、須恵器は24点、合計重量3,987.2gで ある。24～ 28は内面黒色処理のロクロ土師器

郭である。24・ 25は底辺部と底面に回転ヘラケズリが施されている。241よ 回転ヘラケズリ前の回転

糸切痕を視認できる。27・ 28は底面～底辺部に再調整がない個体である。291よ 内タト面ヘラミガキ黒

色の上師器高台付杯である。高台部と口縁部が欠損している。胎土には金雲母が顕著に混入している。

30～ 35は 内外面ロクロ調整のみの上師器杯である。切 り離しはいずれも回転糸切である。32は底面

に墨書がある。「寸」とも読み取れるが、遺存状況が悪く詳細は不明である。36イよロクロ調整のみ

の上師器高台付杯である。高台部は貼付で貼付前の回転糸切らしき痕跡が確認できる。37は ロクロ

調整の小型土師器長胴甕である。口縁部と底部は接合しなかったが、同一個体と判別できる状況で、

図上で器高を想定した。底部は回転糸切で底辺部に再調整は施されていない。口縁部の内面には炭化

物が横位に帯状に付着している。381よ ロクロ不使用の上師器小型長胴甕である。底面には木葉痕が

付く。39・ 40は ロクロ不使用の上師器長胴甕の底辺部～底部片である。39の底面には木葉痕が付き、

胎土には金雲母が顕者に混入している。401ま底面にヘラナデとヘラケズリが施され、棒状の工具で

3条程のほどのひっ掻いた痕跡が付く。41～43ロ クロ不使用の上師器長胴奏の口縁部～体部片である。

いずれも口縁部はヨコナデで、体部外面はヘラナデないしヘラケズリ、体部内面はハケメないしはヘ

ラナデが施されている。44～ 46は須恵器奏である。45。 46イま外面に緑色の自然釉が付着している。

いずれもロクロ下地のタタキロは視認できなかった。47・ 481ま須恵器大甕片である。47は肩部の破

片で外面には重複するタタキロが施され内面にはアテ具痕がみられる。481ま体部片で外面にはタタ

キロ、内面にはヘラナデが施され、アテ具痕は視認できない。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。大規模な建物であり、集落内でも中核的な住居と推測される。

〔年代〕出上した土師器・須恵器の形態と、埋土に十和田a降下火山灰を包含することから、 9世紀

代の構築、使用と推測する。
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2 竪穴住居跡
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電柱により調査不能

-26-

第15図  R A181竪穴住居跡 (1)
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2 竪穴住居跡
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第17図  R A181竪穴住居跡 (3)



Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

:

癬
―

＼
を::::::::!三二Ξ三::く〔

`;36鞠
0                            10cm

種別 器 種 出上位置
法量 (cm)

色調 調整 備 考
日径 器高 底径

土師器 杯 RA 81カ マ ド覆上 (1 10VR7/4に ぶい黄橙色 ロクロ 回転ヘラクズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転ヘラクズ リ

土師器 必 81カ マ ド覆上 (32 7 5YR6/4に ぶい橙色 57 8 ロクロ 回転ベラケズリ ヘラミガキ 内而黒色処理 底面回転ヘラクズ リ

土師器 必 RA 81Q l埋 土 161 7 5YR7/6橙 色 ロクロ 回転かラケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転ベラケズ リ

土師器 郷 81日 カマ ド煙道埋土 10YR5/4に ぶい黄褐色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転糸切

土師器 杯 RA 81カ マ ド覆土 7 5YR6/6橙 色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転糸切

上師器 高台付郭 RA 床面直上 (24) 10YR1 7/1黒 色 ロクロ ヘラミガキ 内外面黒色処理 高台欠損 胎土に金雲母顕著に混入

上師器 不 床面直上 62 7 5YR7/6 橙 色 ロクロ 底面回転糸切

上師器 RA 上坑 1埋土 18 2 5YR7/3橙色 底面回転糸切

土師器 邦 Ql埋 上 10YR3/6黄 橙色 底面回転糸切 底面に墨書あ り

上師器 芥 RA 床面直上 14 4 6YR7/8橙色 底面回転糸切

土師器 邦 カマ ド覆上 7 5YR7/8黄 橙色 ロクロ 底面回転糸切

土師器 郵 床 面 直上 5YR6/6橙色 ロクロ 底面回転糸切

土師器 高台付杯 埋 土 (18) 7 5YR7/6桂 色 ロクロ 底面回転糸切 と思われる

第18図  R A181竪穴住居跡出土遺物 (1) (24～36)
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2 竪穴住居跡
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第19図  R A181竪穴住居跡出土遺物 (2)(37～ 42)



Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

0                            10cm

|

電どヨこう〕逆鶏螢《

種別 器種 出上位置
法量 (cm)

色調 雹豊(g 調 整 備 考
口径 器 高 底径

土師器 長胴甕 Q2埋 土 (150 10YR5/?灰 黄褐色 図は 2彼片から合成  日縁部内面炭化物付着

土師器 長胴甕 A18 カマドンデ中 (11 5YR3/4暗赤褐色 ヘラケズリ ヘラナデ 底面木案痕 二次被熱 している

土師器 長胴変 土坑 1埋土 (55 IOYR4/3に ぶい黄褐色 ヘラナデ 底面木葉痕 】台上に金雲母顕著にrFt入

土師器 長胴甕 旧カマ ド煙道 理 土 127 10VR5/4に がい黄褐色 ヘラケズリ ヘラナデ 底面ヘラナデ ヘラケズ リ

上師器 長胴甕 R A18 カマ ド煙道埋士 (248 5YR4/6赤褐色 378 5 ヨナデ ヘラケズリ ハケメ 外面に酸化鉄分付着

土師器 長胴甕 カマ ド煙道埋土 5YR2/2黒褐色 ヨヨナデ ヘラナデ ヘラケズリ 外面炭化物付着

上含市器 民胴甕 旧カマ ド煙道埋土 (38 5YR5/6明赤褐色 ヨヨナデ ヘラナデ ハケメ 二次被熱 している

買恵器 甕 3掘方 (33 5Y5/1灰色 破断面も6Y5/1灰色を呈する

須恵器 甕 Q3埋 土 165 (751 25Y2/1黒 色 84 4 ロクロ 外面に自然釉付着 内面に繊維状のもの付着

須恵器 縄 床面直上 (2631 10YR5/1褐 灰色 ロクロ ベラケズリ ヘラナデ 外面に自然釉付着

須恵器 大甕 埋土ベル ト中 (20 25V7/2灰 黄色 タタキロ アテ具痕 外面に灰付着

須恵器 大整 Ql埋土 (481 10YR4/2灰 黄褐色 タタキロ ベラナデ 破断面にぶい橙色

第20図  R A181竪穴住居跡出土遺物 (3) (43～48)

-31-



2 竪穴住居跡

R A182竪穴住居跡 (第 21～ 23図、写真図版13・ 14。 29,30)

〔位置〕2K17c～ e、 2K18b～ e、 2K19c～ dに位置する。

〔重複〕他の遺構との重複はないが、道路側溝や水道管埋設による攪乱で遺構が損なわれている。ま

たカマド煙出と重複して電柱が埋設されており、電柱を保持する必用があり、煙出の掘 り下げ調査は

不可能であった。

〔形態〕南北約462cm、 東西は約458cmを 測る。北東コーナーはやや不整に膨らむが411ね方形のプラ

ンである。床面積は約21.20だである。床面は概ね平坦で、貼床は施されていない。確認面から床面

までの深さは約11～ 28cm、 床面の標高は約121.46mで ある。壁は概ね垂直に立ち、壁溝は存在しな

い。南壁際に柱穴に類似する規模の窪みが2ケ 所存在するが、全く浅いものであり、柱穴とは認定で

きないものである。

〔カマ ド〕西壁の中央にカマドが検出された。煙道は天丼部の大部分が崩落していたが、煙出部分の

状況から、到り貫き式の煙道と推測される。ソデは明黄褐色土により構築されている。ソデ部の上部

に礫が乗つており、ソデの芯材か天丼部の芯材と推測される。火床面は攪乱により東端が失われてい

るが、検出した範囲では約51× 3 1clllの 広がりを有し、明赤褐色の色調を呈している。熱変化は深さ

約 4 cmに 達している。

〔埋土〕埋土は4層 に分けられる。自然堆積と推測されるが、層序が単調で埋上の残存状況も不良で

確実な判断は難しい。 1層 中には十和田 a降下火山灰と推測される粒子が微量に包含されている。ま

た4層 は二次堆積の焼上である。床面に接する位置に堆積しており、平面分布は南西コーナー付近に

まとまりがみられる。

〔出土遺物〕床面、カマド中及び埋土中から土師器、須恵器が総量で3362.8g出 上した。この内図

示した土師器、須恵器は11点、合計1,406.9gで ある。この他に床面直上から砥石 1点 267.3gが出

土している。49は 内外面ヘラミガキ、黒色処理の上師器郭である。下半部が欠損しており高台の有

無は不明である。口縁部が端反になっている。50～ 52は 内面ヘラミガキ黒色処理の土師器杯である。

切 り離しはいずれも回転糸切である。501よ外面口縁部に横位のヘラナデ、底辺部に回転ヘラケズリ

が施される。また、墨書が認められるが、器面が剥離している部分があり、文字を読み取ることがで

きない。51は外面に再調整等は存在しない。52は底面に「キ」の線刻が施されている。焼成前に施

されたものである。53・ 54は 内外面ロクロ調整のみの土師器ネである。どちらも切 り離しは回転糸

切である。53は底径が広い個体である。55・ 56は須恵器杯である。55は器高が高い個体で、底面に

は回転糸切痕と、すのこ状の圧痕が付 く。破断面の色調はにぶい赤褐色を呈している。57・ 58は ロ

クロ不使用の小型土師器長胴甕である。57は底辺にヘラケズリが施され、底面にもヘラナデが施さ

れる。59は ロクロ不使用の土師器長胴甕の底辺部～底部片である。底面には砂粒が付着する「砂底」

である。60は砥石である。石質は凝灰岩であり、浅黄色の色調を呈する。使用面は4面存在する。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出上した土師器・須恵器の形態と、埋土に十和田a降下火山灰を包含することから、 9世紀

代の構築、使用と推測する。
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Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査
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第21図  R A182竪穴住居跡 (1)
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2 竪穴住居跡
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第22図  R A182竪穴住居跡 (2)



Ⅳ 細谷地遺跡第24,25次調査

森
団

`轡

種別 器種 出土位置
法量 (cm)

亀調 重畳(g 調整 備 考
口径 器 高 底 径

土師器 不 R A182埋上 (23 7 5YR1 7/1黒 色 ヘラミガキ 内外面黒色処理 器面光沢を放つ

土師器 R A182床 面直上 7 5YR6/6橙色 184 4 ロクロ 回転本ラクズリ ヘラミガキ 回転糸切 塁書の痕跡あるが判読不能

土師器 R A182Q 3埋 土 10YR7/4に ぶい黄橙色 ロクロ ヘラミガキ 回転糸切 内面黒色処理

土師器 lTN R A 182床 面直上 (23 7 5YR7/6橙色 ロクロ ヘラミガキ 回転糸切 内面黒色処理 底面に線刻「キJ

土師器 邦 R A182床 面直上 10YR8/4浅 黄橙色 回転糸切

土師器 イ R A182Q 3埋 土 138 7 5YR7/8黄橙色 回転糸切

須恵器 イ R A182床 面直上 5CY4/1暗オリーブ灰色 203 4 ロクロ 回転糸切 破断面にぶい赤褐色を呈する

須恵器 不 R A182床 面直上 5Y6/1灰色 ロクロ 破断面灰色を呈する

土師器 長胴霊 R A182カ マ ド火床面覆上 15 1 5YR5/8吻赤褐色 ヨヨナデ ヘラナデ ヘラケズリ ハケメ 底面ベラナデ ロ縁部内面炭化物付着

土師器 長胴甕 R A182カ マ ド火床面覆土 (94 2 5YR5/6明 赤褐色 ヨヨナデ ヘラナデ ハケメ 内面に酸化鉄分付着

土師器 昆胴甕 R A182カ マ ド火床面覆土 (62 5YR3/2暗赤褐色 ヘラナデ 底面砂粒付着

砥 石 R A192床 面直上 25Y7/4浅 黄色 267 3 四面使用 石質は疑灰岩

第23図  R A182竪穴住居跡出土遺物 (49～ 60)
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2 竪穴住居跡

R A183竪穴住居跡 (第 24・ 25図、写真図版15。 30)

〔位置〕2K12e～ g、 2K13e～ g、 2K14e～ g、 2K15e～ gに位置する。

〔重複〕R A186竪 穴住居と重複するが、本住居跡が新しい。また、道路側溝やコンクリート基礎に

よる攪乱によって、遺構が著しく損なわれている。

〔形態〕攪乱により損なわれている範囲が多いが、南北約478clll、 東西は約506cmの 方形プランが想

定される。想定プランの床面積は約24.19ポである。床面は概ね平坦で、薄い貼床が施されている。

確認面から床面までの深さは約49cm、 床面の標高は約121.79mで ある。壁はやや斜めに立ち、壁溝

は存在しない。柱穴は床面が残存している範囲からは検出されなかった。プランの南東部と北西部に

柱穴に類似するプランが図示されているが、これは柱穴ではなく、近代～現代の攪乱である。

〔カマ ド〕残存している範囲からは明確なカマ ドは検出されなかった。南壁中央の壁際に約44× 36

cmの広がりの現地性焼上が検出されている。煙道部に相当する部位は攪乱により損なわれており、確

定はできないが、カマドの残存部の可能性が考えられる。しかしこの焼土に伴う明確なソデ等の痕跡

がなく、カマ ドの造替えの旧カマドである可能性も考えられる。この場合、新カマドは攪乱で損なわ

れた位置に存在したことになる。

〔埋土〕層序は7層 に分層したが、 6層 は現地性焼上が熱変化したもの、 7層 は貼床の上であり、住

居の純粋な埋土は5層 に分けられる。自然堆積と推測される。十和田 a降下火山灰の包含は確認され

なかった。

〔出土遺物〕床面、カマ ド中及び埋土中から土師器、須恵器が総量で1,365.2g出上した。この内、

図示した土師器、須恵器は7点、合計重量632.4gで ある。611ま 内外面ヘラミガキ黒色処理の高台付

杯である。高台は貼付高台であるが、貼り付け部分から剥がれている。胎上には金雲母が顕著に混入

する。621よ 内外面ロクロ調整のみの土師器杯である。口縁部は外反する器形である。63は ロクロ成

型の上師器長胴奏である。底辺部にヘラケズリ等の再調整はなく、底面には回転糸切痕がある。64

は土師器長胴甕の底部～底辺部片である。ロクロ長胴甕の底部片と推測される。65は土師器ロクロ

長胴甕の上半部片である。ロクロ下地のタタキロは視認できない。66は須恵器長頚壼の頚部片である。

頚部にはリング状の凸帯が巡る。破断面は暗赤褐色を呈する。67は須恵器大甕の体部片である。外

面には格子目状のタタキ、内面にはアテ具痕がみられる。内外の表面は黒褐色、破断面は暗赤褐色を

呈する。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出上した土師器・須恵器の形態から、 9世紀代～10世紀前半の構築、使用と推測する。
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RA183

塩 15o

RA183 A― A′ ・ B‐ B´

1 10YR2/1黒色± 10YR4/3に ぶい黄褐色上まだらに多量混入
2 10YR4/3にぶい黄褐色± 10YR2/1黒 色土まだらに少量混入
3 10YR3/1黒褐色± 10YR4/3に ぶい黄褐色土まだらに少量混入

: 常韓シ:4ぞ毘酷望:々:≒:;:!彗屠をとag三壱常ョョ暮辱;予壌,t暴

混ヌ、

Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

0         1:50        2m
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第24図  R A183竪穴住居跡
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2 竪穴住居跡

＼
Ⅷ

I墜

宅飩
軸

0                            10cm

種 別 器種 出上位置
法量 (cm)

色調 重量(g 調整 備 考口径 器 高 底径

土師器 高台付郷 83埋 土 (ベル ト中) (1 25Y2/1黒 色 29 〔 ロクロ ヘラミガキ 高台部欠損 胎土に金雲母顕著に付着
上師器 83床 面直上 10YR3/4浅黄橙色 ロクロ 回転糸切 口縁都外面に油煙 ?わずかに付着
土師器 長胴甕 88床 面直上 15 2 75 7 5YR6/6橙色 377 3 ロクロ 回転糸切 外面上半に炭化物付着
土師器 長胴甕 83埋 土 7 5VR5/4にぶい褐色 ＼ラケズリ ハケメ 底面に砂粒付着 ロクロ長胴甕の底辺部の破片
上師器 長胴甕 83埋土 7 5YR3/4浅黄橙色 ロクロ ベラクズリ 外面に炭化物付着

須恵器 長頚壷 83埋 土 583/1暗青灰色 156 7 破断面暗赤褐色を呈する

須恵器 大巽 83埋 土 (53 10VR3/1黒褐色 タタキロ アテ具痕 破断面暗赤褐色を呈する

第25図  R A183竪穴住居跡出土遺物 (61～67)
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Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

R A184竪穴住居跡 (第 26・ 27図、写真図版 16・ 30)

〔位置〕 2」 13～ 15y、 2K13～ 14aに位置する。

〔重複〕他の遺構との重複はないが、用水路のヒューム管及び、集水のコンクリート枡の設置によっ

て、遺構が著しく損なわれている。

〔形態〕攪乱により損なわれている範囲が多いが、南北約328cm、 東西は約354clllの方形プランが想

定される。想定プランの床面積は約■.61ピ である。床面は概ね平坦で、貼床は施されていない。確

認面から床面までの深さは約29cIII、 床面の標高は約121,99mで ある。壁はやや斜めに立ち、壁溝は

存在しない。柱穴は床面が残存している範囲からは検出されなかった。住居の南東隅に160× 120cm

程の掘 り込みがあり、住居内土坑 1と した。埋土中には二次焼土が包含されている。

〔カマ ド〕残存している範囲からは明確なカマ ドは検出されなかった。残存部位から推測すると西壁

か北壁にカマドが設置されていた可能性が高い。

〔埋土〕埋土は2層 に分層した。おそらく自然堆積と推測されるが、土層が残存している部位が僅か

で確実な判断は難しい。

〔出土遺物〕床面、及び埋土中から土師器、須恵器が656.2g出上し、これら全てを図示した。図示

した土師器、須恵器は2点である。68は 内面ヘラミガキ黒色処理のロクロ成型の上師器杯である。

底辺部に手持ちヘラケズリが施される。また、底面の回転糸切痕は回転速度が非常に遅いものである。

69は須恵器甕の上半部片である。外面口縁部にはロクロ下地のタタキロが明瞭に視認できる。内外

表面は掲灰色、破断面は暗赤褐色を呈する。また、掲載番号84の遺構外出上の須恵器長頚重は本住

居の東偵1に連続するヒューム管設置によって生じた攪乱中から出上しており、元来本住居に属する遺

物であったと推測されれる。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の形態から、 9世紀代の構築、使用と推測する。

R A185竪穴住居跡 (第 28～ 30図、写真図版17・ 18・ 30。 31)

〔位置〕2K22j～ 1、 2K23j～ k、 2K24j～ 1に位置する。

〔重複〕掘立柱建物R B25の柱穴pp12と 重複するが本遺構が古い。また、道路側溝の攪乱により、

プランを斜めに横切る形に遺構が損なわれている。

〔形態〕南北約398cm、 東西約398cmの 方形プランである。東壁中央付近に突出を有している。床面

積は約15.83ポ である。床面は概ね平坦で、黒褐色土と黄掲色上の混土の貼床が施されている。確認

面から床面までの深さは約 5～ 9 cm、 床面の標高は約122.19mで ある。道路の路盤材により住居の

埋土の残存状況は非常に不良であった。壁は概ね垂直に立ち、壁溝は存在しない。また、柱穴は存在

しない。住居プランの中央には床面からの深さ約1 0cmの掘 り込みが存在し住居内土坑 1と した。平

面プランの南側は攪乱により壊されているが、短軸約80clll、 長軸80clll以 上の楕円形プランと推測さ

れる。また、東壁中央の壁際に約65× 55cm、 深さ16clllの 掘り込みがあり、住居内土坑 2と した。

〔カマ ド〕西壁の中央にカマドが検出された。煙道は掘り込み式で埋土中から礫や土師器片が少量出

上した。カマドのソデは明確に検出できなかった。もともとソデが存在しないのではなく、埋上の残

存状況の悪さにより認識が不能になったものと考えられる。火床面は約25× 2 1 cIIlの 広がりで、にぶ

い赤褐色の色調を呈している。熱変化は深さ約 3皿に達している。

〔埋土〕埋土は2層 に分けられる。埋上の残存状況が不良であり、自然堆積、人為堆積の別の判断は

難 しい。
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2 竪穴住居跡

R A184

B 
・ L=122.300m

RA184 A‐ A′ ・ B― B´

1 10YR2/2黒褐色± 10YR6/8明 黄褐色上まだらに少量混入
2 10YR3/3暗褐色± 10YR6/8明 黄褐色土まだらに多量混入
3 19YR1 7/1黒 色上 炭化物粒、焼土塊多量混入

10YR6/8明 黄褐色上まだらに多量混入 (住居内土坑 1)

0         1150       2m

篤
〇
〇
∞
．『［
州＝
コ
　
・‐引「―，

-40-

第26図  R A184竪穴住居跡



Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

0                            10cm

〔出土遺物〕床面、カマ ド中及び埋土中から土師器、須恵器が総量で1,521.2g出 上した。この内、

図示した土師器、須恵器はH点、合計重量772.Ogで ある。701よ 内面ヘラミガキ黒色処理の土師器イ

である。底面は回転糸切の後に回転ヘラケズリが施されている。さらに墨書もあるが、欠損しており

解読することができない。71～ 75は ロクロ調整のみの上師器杯である。いずれも切 り離しは回転糸

切 りである。751ま 軟質に焼成された須恵器である可能性も高い。76イまロクロ不使用の上師器小型長

胴甕の体部下半～底部片である。底面は木葉痕が付 く。77は ロクロ成型の上師器小型長胴甕である。

口縁部片と体部下半片が接合しないが、同一個体と判断して図上で器形を合成した。底辺部には回転

ヘラケズリが施され、底面は回転糸切である。78は須恵器長頚壼の体部下半片である。外面にはヘ

ラケズリとカキメが、内面はハケメが施されている。破断面の色調は暗赤褐色を呈している。79は

須恵器甕の体郡片である。頚部内面に粘土の継目がみられる。80は須恵器大甕の体部片である。外

面にはタタキロ、内面にはアテ具痕がみられる。破断面の色調は暗赤褐色を呈する。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の形態から、 9世紀代の構築、使用と推測する。

種別 器種 出上位置
法 量 (cШ )

色調 fvq整 備考
口径 器 高 底径

土師器 不 くA184埋 土 (ln
「

5YR6/6橙色 ロクロ 手持ちヘラケズリ ベラミガキ 回転糸切 肉面黒色処理

須恵器 甕 129) タタキロ ロクロ 破断面賠赤IIB色  ロクロの下地にタタキロ

第27図 RA184竪穴住居跡出土遺物 (68・ 69)
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2 竪穴住居跡

R A185

‐‐‐、匡‐・　
い
＝
μ］］
・ヽ
〇
〇ヨ

RA185 A― A′ ・ B― B′

を 撚‡ξ:チζ量摺雹蓋鰹 §握を聯 爺臭∫こ多量混入

C・
L=122.400m。 二 ―⊇L・ L=122.400m

1

RA185住居内土坑 l C― C´

と i]子 S:チ4羅梱色圭嬢多饗撞笑量混入

D´

R A185住居内土坑 2 D― D″

1 10YR2/1黒色土 土器片・酸化した上が
部分的にみられる

0         1:50        2m
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第28図  R A185竪穴住居跡 (1)



R A185 カマ ド

Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

0         1125        1m

R A185カ マ ド a― a′ ・ b― b´

1 10YR2/3黒褐色上 焼上粒少量 黄褐色土粒状に少量混入

: ど1専:′:邑昌再ヨ鰈 最嫁
亀a煙健談

「 か2黒褐色上まだらに混入

6 10YR2/3黒褐色土 黄褐色上まだらに多量混入

第29図  R A185竪穴住居跡 (2)
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2 竪穴住居跡

守茸総

種 別 器 種 出上位置
法量 (cm)

色 RIB 巨豊(ζ 調 整 備考
口径 器高 底径

上師器 邦 R A185埋 土 (23) 10YR7/4に ぶい黄橙在 ロクロ 回撼
^ラ

ケズリ ヘラミガキ 回転糸切 内面黒色処理 底面に墨書

土師器 第 R A185カ マ ド煙道埋土 7 5YR7/4に ぶい橙色 ロクロ 図は2● t片 から合成 回転糸切
土師器 不 RA185埋 土 (ベル ト中 ) 64 5YR7/6橙色 回転糸切

上師器 イ R A185床 面直上 (31) 7 5WR7/6橙色 73 G 回転糸切 内外面駿化鉄分付着

土師器 R A185カ マ ド煙道埋上 (21) 7 5VR6/6橙色 ロクロ 回転糸切

士師器 必 R A185カ マ ド煙道理土 (21) 5YS/3淡黄色 回転糸切 軟質な焼成な須忠器か

土師器 長胴疑 R A 185床 面 181) 10YR4/4褐 色 ヘラケズリ ベラナデ 底面木葉痕

上師器 長胴誕 R A 135床 面直と (13 0 75 うYR5/6明赤褐色 ロクロ 回転ヘラケズ リ 回転糸切 酸化鉄分顕著に付着

須恵器 疑 R A185土 坑 1埋土 10VR3/1黒 褐色 ,43 6 ヘラクズリ カキメ ハケメ 破断面暗赤褐色を呈する

須忘器 記 R A 185カ マ ド煙道埋上 76Y2/1黒 色 ロクロ ヘラケズリ 破断面灰 白色を呈する

須恵器 姿 R A136埋 土 (35 2 5YR1 7/1赤 黒色 タタキロ アテ具痕 破断面暗赤褐色を呈する

-44-

第30図 R A185竪穴住居跡出土遺物 (70～ 80)



RA186

R A186 A― A′

1 10YR2/3黒掲色土 黄褐色上粒状に少量混入
2 10YR2/2黒掲色上 黄褐色土粒状に中量混入
3 5 YR3/3暗赤褐色土 (焼土)

4 10YR6/8明黄褐色土と10YR2/2黒褐色上の互層 しまりあり(貝占床)

B  
・ L=122 200m

RA186 ppl B― B´

1 10YR2/2黒褐色土 黄褐色土粒状に少量混入
2 10YR3/4暗褐色土 黄褐色土粒状に少量混入

Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

0         1:50        2m

に
医
・
甲
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ヨ

た

。
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第31図  R A186竪穴住居跡
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2 竪穴住居跡

R A186竪穴住居跡 (第31。 32図、写真図版 19・ 31)

〔位置〕 2K12i～ j、 2K13i～ j、 2Kh～ iに位置する。

〔重複〕R A184竪穴住居と重複するが、本住居跡が古い。また、道路側溝やコンクリート基礎によ

る攪乱によって、遺構が著しく損なわれている範囲が多い。

(形態〕攪乱により損なわれている範囲が多 く、南北壁は約190cm、 東西壁は約102cm分のみ検出さ

れている。平面プランは方形と推測されるが、面積等は不明である。床面は概ね平坦で、貼床が施さ

れている。確認面から床面までの深さは約1 lcm、 床面の標高は約121.91mで ある。壁はやや斜めに

立ち、壁溝は存在 しない。柱穴は南西部分にpp lが検出されたが、柱痕等が明瞭ではなく、柱穴か

否か不明である。

〔カマ ド〕残存している範囲からはカマ ドは検出されなかった。

〔埋土〕層序は3層 に分層 した。自然堆積と推測されるが、残存している部位が少なく明確な判断は

難しい。 3層 は二次堆積の焼上である。

〔出土遺物〕床面、及び埋土中から土師器、須恵器が総量で141,9kg出土した。この内、図示した土

師器、須恵器は3点、合計重量は80.2gで ある。81・ 821ま 内面ヘラミガキ黒色処理の土師器杯である。

82は外面に墨書があるが欠損しており解読することができない。83は須恵器杯である。胎土の色調

は灰白色を呈する。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の形態から、 9世紀代～10世紀前半の構築、使用と推測する。

0                               10cm

No 種別 器 種 出上位置
法 量 (cm)

色調 三畳(g 調整 備考口径 器 高 底径

土師器 杯 7 5YR7/6橙色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理

土師器 不 R A186埋土 13 8 7 5YR6/6橙色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理 外面に墨書あ り

須恵器 不 ミA186埋土 5Y7/2灰 自色 ロクロ 破断面灰 白色を呈する

第32図  R A186竪穴住居跡出土遺物 (81～ 83)
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Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

3 掘 立 柱 建 物 跡

R B025掘立桂建物 (第 33・ 34図、写真図版20～ 22)

〔位置〕2K17i～ 1、 2K18i～ 1、 2K19i～ 1、 2K20i～ 1、 2K21i～ 1に位置する。

〔重複〕R A185竪穴住居跡と本建物のpp12が重複するが本建物が新しい。また、柱穴が想定され

る位置に攪乱が存在し、確認不可能な状況が複数箇所みられる。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは969.6cIIl、 梁間は614.lcmで ある。梁間と桁行の総長の比

は 1:1.58で ある。面積は59.54∬ (18,0坪)である。使用した柱穴は19個である。pp19は他の柱

間寸法とずれる位置にあるが、周囲に組み合う柱穴が全くなく、本建物に属する柱穴と推測した。

平面形は南面に約半間 (3.2尺)の下屋が付 く。北面では下屋柱が想定される位置を丹念に探した

が検出されず、北面には下屋柱は存在しないと推測される。しかしながら、全体の柱穴の浅さから、

構築面から検出面までの削平が著しいことが想定され、北側の下屋柱は、完全に削平され、失われて

しまった可能性も考えられる。また、北から2列 目の梁間の通りにpp 3、 pp 2、 pp18の柱穴が配さ

れ、間仕切りの存在が想定される。この間仕切 りによって北側と南側が2:3の面積比に分割される

ことになる。

〔柱穴〕検出面が道路構築や、工場敷地の造成によって著しく削平を被っており、検出面からの柱穴

の深さは著しく浅い。しかし、上屋柱の深さは30cm大に対して、下屋柱の深さは5～ 10cm程であり、

この状況でも上屋柱と下屋柱の深さに差があることは確認できた。掘方の平面プランも上屋柱と下屋

柱のでは規模の違いが認識できる状況である。また幾つかの柱穴では柱痕と推測される痕跡を認識で

きたが、ほとんどの柱穴では不明瞭であった。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-5°一Eである。

〔桂間寸法〕桁行では6.4尺 (193.9cm)を使用している。梁間でも6.4尺 (193.9clll)が基準寸法と判

断される。下屋の出の3.2尺 (97.Oclll)は 6.4尺 の1/2、 東端の4.266尺 (129.3clll)は 6.4尺 の2/3

に当てはまる。

基準寸法の6.4尺 (193.9cIII)を 6で割ると32.3cmに なる。この32.3clllを 本建物の建築の際の 1尺 と

想定すると、下屋の出の (97.Ocm)イ よ3尺、梁間の東端の129。 3clllは 4尺 ということになる。本建物

の建築の際には曲尺の 1尺 (30.3clll)で はなく、便宜的に32.3cmを 1尺 として設計、構築したと推測

される。この想定寸法での全体プランは梁間19尺、桁行30尺の建物ということになる。

〔出土遺物〕pp 3か ら土師器の微細片が 2片、pp 6と pp 8か ら土師器の微細片がそれぞれ l片出土

したのみである。いずれも長胴甕の破片と推測される。合計重量は30gで ある。また周辺は削平が

著しく、本建物に伴う可能性のある状況での陶磁器等の出土はなかった。

〔建物の性格〕ある程度の規模を有しており、付属小屋等ではない主屋的な建物と推測されるが、時

期や、他に共伴する建物が不明であり、性格は不明とせざるを得ない。

〔年代〕 9世紀代頃の竪穴住居よりも新しく、また平面プランから中世以降の建物と推測される。し

かし明確な出土遺物がなく詳細は不明である。
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4 土坑

4土  坑

R D478土坑 (第35図、写真図版23)

〔位置〕3K9m～ 1に位置する。

〔重複〕なし。

〔形態〕平面形は約105× 約102cIIlの隅九方形に近い形状を呈する。底面は概ね平坦である。壁はや

や斜めに立ち上がる。確認面からの深さは16cmである。底面の標高は121.69mである。

〔埋土〕3層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋± 1層 中から、土師器ロクロ内黒杯 1片、土師器ロクロ非内黒杯1片、土師器長胴甕

片 2片、須恵器長頚壺 ?l片が出土した。いずれも微～小破片で、図化は困難であつた。合計重量は

42.4gである。

〔性格〕不明である。

〔年代〕埋土出土の上師器、須恵器片から、周囲の竪穴住居跡と同時期の9世紀頃の年代が想定され

る。しかし、遺物は埋土上部からの出土で、年代決定の絶対根拠にはならない。

R D479土坑 (第 35図、写真図版23・ 33)

〔位置〕2K15a～ bに位置する。

〔重複〕R A184竪穴住居と接するが、切り合い関係はない。

〔形態〕平面形は長軸 (南北)約 160cm、 短軸 (東西)約 102cmの 楕円形を呈する。底面は概ね平坦

である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。確認面からの深さは38cmである。底面の標高は121.72mである。

〔埋土〕上部では2層 に分けられた。明確な人為堆積である。

〔出土遺物〕馬が埋葬された土坑であり、馬の骨が一体分出土した。骨の残存状態は悪く、頭骨と四

肢骨が辛うじて形状を保っている状況であった。頭骨は南側にあり、後頭部を上に、鼻先が下を向く

状況で出土した。体部は四肢骨の状況から背を東側、足先を西側に向けた横向きの状態と判断される。

体を横向きにし、首を曲げた姿勢で埋葬されたと推測される。馬の骨以外には土師器の微細片が4片

出土したが、直接埋葬時期に関わるものとは考えられない。土師器片の合計重量は15.8gで ある。

〔性格〕馬の遺体を埋葬したものである。

〔年代〕年代を裏付ける出土遺物がなく、詳細は不明である。推測であるが、近世～近代の可能性が

高いと思われる。
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R D478

R D479

R D480

A

―聖L―・ L=122.300m

A . L=122.100m

A . L=122.500m

Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

RD478 A― A′

1 10YR2/3黒 褐色±10YR6/8明 黄褐色上多量、小礫混入 上器片含む
2  111YR2/1 黒色土
3 10YR3/2黒褐色± loYR6/8明 黄褐色土多量混入

RD479 A― A´

1 10YR2/1黒色± loYR6/8明 黄褐色土まだらに多量混入 (人為的に埋めた上)

2 10YR3/2黒褐色上 10YR6/8明 黄褐色土ブロック少豊混入

RD480 A― A′

1 10YR2/3黒褐色土 黄掲色土まだらに多量混入
2 10YR5/8黄褐色砂質土 礫多量に混入

0         1:50        2m

Ｓ
ギ

A´

A´

討

A´

骨

第35図  R D478～480土坑
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4 土坑

R D480土坑 (第 35図、写真図版23)

〔位置〕2K17e～ fに位置する。

〔重複〕R A182竪穴住居と接するが、切り合い関係はない。

〔形態〕平面形は約158× 約1 52clllの 九形に近い形状を呈する。底面はには多少の凹凸がある。壁は

概ね垂直に立ち上がる。確認面からの深さは2 1clllで ある。底面の標高は122.14mである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別の判断は難しいが、堆積状況から人為堆積の可

能性が高い。

〔出土遺物〕埋土中から、土師器甕 ?が 4片出上した。いずれも微細片で、摩耗も著しく、図化は不

可能であった。合計重量は15.4gで ある。

〔性格〕不明である。

〔年代〕埋土出土の土師器片から、周囲の竪穴住居跡と同時期の9世紀頃の年代が想定される。しか

し、遺物は埋土からの出上の微細片であり、年代決定の絶対根拠にはならない。

5 その他の遺構 (沢跡 )

沢跡 (第 36図、写真図版24)

〔位置〕人為的な遺構ではないが、細谷地第24次調査区の北区北端部において、自然地形の沢跡が

検出された。グリッドでは、2K区北東部から2L区北西部に位置する。細谷地遺跡第14次調査等

で検出された埋没沢に連続するものである。

〔重複〕他の人為的な遺構とは重複関係はない。

〔形態〕北西部から南西部への流路である。検出された部分は沢の南西岸に相当し、検出された幅は

約10mである。検出された範囲は土砂により埋没した部分ではなく、沢の縁辺部に相当する。沢の

狭義の流路は、調査区境の北側に位置すると理解される。

〔埋土〕検出面で色調が黒ずんだ範囲があり、断ち割ってみたが、土砂が堆積したものではなく、地

下水脈により地山が変色したものと判断された。

〔出土遺物〕なし。

〔年代〕本次の所見からは年代を知る手がかりはないが、第14次調査等の所見では、 9世紀以降の

上師器住居の構築段階では完全に埋没していたことが確認されている。
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沢跡 断面図

―」L―・ L=122.000m

沢跡 A― A´

ち i]縄チ:藩糧9帰下純檀聟許誓所畿像層)

3 10YR4/6褐色砂 粘性弱 締まり弱 (砂層)

4 10YR4/6褐 色シル ト粘性弱 締まり弱 (礫層)

Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

0         1:50        2m

〇
〇
〇
．〇
い
い
〇
［
Ｈ
【

細谷地遺跡第24次調査区

X=-36200.000

第36図 沢跡
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5 その他の遺構

1硼勢箭

ブ

ｎ
Ｈ

Ｈ
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つ

|

種別 器 種 出上位置
法量 (cm)

重量(g 調整・XIHな ど 産 地 年代 備 考日径 器高 底径

須恵器 長頚壺 2K13c付 近攪乱 (150) 回転ヘ ラケズ リ カ キ メ 不 明 本来はR A134に 伴 う可能性が高い

磁器 筒型碗 2K13c付 近授乱 (32) 21 4 染付 一刷 18C後半～19C初 割 菊文

磁器 売 RA184付近 の機 乱 (21) 染付 青磁釉 ? 一副 焼継が施されている 底面に記号

磁器 廃蓋 R A184付 近の攪乱 102 (24) 染付 肥 前 18C後半～19C初 内面に酸化鉄分付着

磁器 皿 RA184付近の攪乱 (1 0 染付 肥前か 1730-1860 胎土から肥前か否か不明僚

磁器 曳重 R A184付 近の攪乱 染付 色絵 (赤・緑 ) 月巴前 口唇部無釉

陶器 本 R A184付 近の攪乱 鉄釉 深緑色の釉 在 地 肥前産に似 るが在地産の可能性が高い

陶器 雷鉢 2K13c付 近攪乱 150 鉄釉 在 地 破断面暗灰色を呈する
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第37図 細谷地第25次調査区遺構外出土遺物 (1) (84～ 91)



Ⅳ 細谷地遺跡第24・ 25次調査

6 遺構外 出土遺物 (第 37・ 38図、写真図版31・ 32)

第24次調査区においては、遺構外及び近代以降の攪乱内部から少量の近世陶磁器の微細片や、近

代以降の陶磁器やガラス瓶が出土したが、これらについては掲載、図示をしていない。

第25次調査区は、ほとんどの範囲が道路として使用されており、道路の路盤工事のために、遺物

を包含する自然堆積の上層は残存しておらず、この状況によって遺構外出土遺物は寡少である。遺構

外、攪乱中から出土した土師器、須恵器片は1,598.Og、 近代 。近代の陶磁器、その他の出土品の重

量は2,663.lgで ある。

掲載番号841ま 須恵器長頚壷である。 2K13c付近の攪乱からの出上である。破片がバラバラの状

態で出土したが、首部以外の大半は接合できた状況であつた。この出上場所の攪乱は農業用水路改良

のヒューム管敷設の際の掘 り込みと推測され、この同じ工事の際に破壊されたR A184竪穴住居跡に

包含されていた遺物と推測される。体部外面下半には回転ヘラケズリが施され、内面には回転力を用

いた調整であるカキメが施されている。破断面の色調は暗赤褐色を呈する。

掲載番号85～ 91は近世の陶磁器である。調査区各所の攪乱中から出土した。これらの攪乱からは

近代以降の物品も出土しているが、ここでの掲載は近世に属するものに留めた。それぞれの陶磁器の

属性は観察表に示してある。85は肥前産磁器の筒型碗である。割菊文の染付が施される。86は肥前

産の磁器碗である。外面は青磁釉が施されていたと推測されるが、焼継ぎの際の加熱により変色して

いる。外底面には焼継ぎの際の記号がみとめられる。87は肥前産磁器の碗蓋である。18世紀後半か

ら19世紀前半の所産である。881よ磁器皿である。胎土が一般的な肥前産のものとは異なり、産地は

不明である。891よ 肥前産の段重である。染付に加え、赤色と緑色の上絵が施されている。口唇部は

無釉であり、蓋が付 くと理解される。90は 陶器の鉢である。鉄釉の上に深緑色の釉が流掛けられて

いる。胎土は肥前産陶器に似るが、在地産陶器の可能性も高い。911ま 陶器悟鉢である。内外面に鉄

釉が施され、破断面は暗灰色の色調を呈する。東北地方在地産の悟鉢である。

掲載番号92は鉄鋼である。近世陶磁器が多 く出土 した攪乱から出上しており、本鉄鋼も近世の所

産の可能性もある。吊耳式の鋼で耳には孔が 5つ穿たれている。日径は約30cmで いわゆる一尺鍋で

ある。

D                            10cm

種別 器種 出上位置
法 量 (cm)

ζ量(g 調整 釉など 産 地 年 代 備 考
口径 器 高 底径

鉄製品 鍋 RA184付 近の攪乱 (145) ワ78 7 不 明 近世 か 品耳の穴 5個  日径一尺の鍋

第38図 細谷地第25次調査区遺構外出土遺物 (2)(92)
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V 向中野館遺跡第 12・ 13次調査

1調 査 区 概 観

向中野館遺跡第12次調査区は向中野館遺跡の南端部に相当する位置にある。道路予定事業地の存

在により第13次調査区が間に入り、第12次調査区は西側と東側に分断された形になっている。西側

の調査区の北側は第10次において調査予定であったが、神社の移設とエゾエノキの伐採の都合により、

今次の調査になったものである。調査面積は633だ となる。第12次調査では竪穴住居跡 7棟 (RA
021・ 030・ 036・ 037・ 038。 039。 040)、 掘立柱建物跡 2棟 (R B 014,015)、 土坑 5基 (RD
082・ 083・ 085・ 086・ 087)、 溝 3条 (R D016,017・ 018)、 堀跡 1基 (R G012)、 低地跡 1

箇所が検出された。竪穴住居跡のR A021と R A0301ま 向中野館遺跡第10次調査で一部分がすでに調

査されている。竪穴住居の内、出土遺物からR A036、 R A038、 R A039の 3棟は8世紀以前に属し、

他は9世紀以降に属すると判断される。掘立柱建物 2棟は時期特定が難しいが中世から近世に属する

ものと推測される。土坑はR D083と R D086は 古代に属すると推測され、R D082は 出土遺物から

近世後半以降、R D085・ 087は近代以降に属すると判断される。溝は3条 ともに時期特定が困難で

あるが、R G018が古代、R G016・ 017が向中野館の構築時期のものと推測される。堀R G012は 向

中野館を囲む大規模な堀であり、向中野館遺跡第10次調査区から連続し第13次調査区を通り、第12

次調査区へ抜けていく形状である。第12次調査区分はその南辺に相当する。低地跡は自然地形であり、

第13次調査区の範囲から連続するものである。最上部に十和田 a降下火山灰が包含され、竪穴住居

跡との切 り合い関係から、 9～ 10世紀代には埋没が完了していた状況と判断できる。また、堀で囲

まれた向中野館の存続年代を示す可能性のある資料としては、第12次調査区の遺構外から癒着して

出上した永楽通費の模鋳銭 4枚 (掲載番号301～ 304)がある。この他には、第13次調査区を含め今

回の向中野館遺跡の調査では、中世に属する可能性のある遺物は出上していない。

向中野館遺跡第13次調査区は向中野館遺跡の南西隅に付近に相当する。調査区の大半は向中野館

を囲む堀の外部に位置する。また、道路予定用地の関係で向中野館遺跡第12次調査区に挟まれた第

13次調査区の飛地が存在する。第13次調査区の全体面積は615だ となる。第13次調査区では竪穴住

居跡 3棟 (R A041・ 042・ 043)、 掘立柱建物跡 1棟 (R B 016)、 土坑 2基 (R D084・ 088)溝

l条 (R G019)が検出されている。この他にプランが第12次調査区と連続する遺構として、堀 1条

(R G012)、 と低地跡 1箇所が13次調査区分でも検出されている。古代の竪穴住居は3棟とも9世

紀以降のもので、カマ ド方位の明らかな2棟 (R A041・ 043)は 西壁にカマ ドが付 く。また、RA
043は向中野館を囲む堀 R G012に よって東壁が壊されている。掘立柱建物 R B016は 2× 2間の総

柱プランで古代に属する建物と判断される。上坑は時期特定が難しいが 2基とも古代に属する可能性

が考えられる。溝 R G019イ よ近世以降の農業用水路と推測される。またの堀 R G012の 第13次調査区

検出分は向中野館を囲む堀の南西コーナー付近に相当する。

出土遺物は向中野館遺跡第12次 と第13次調査区の双方を合わせて、土師器・須恵器35,996.Og、

陶磁器6,421.2g、 鉄製品 1点 (6.lg)、 永楽通費 4枚 (合計重量5。9g)である。
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2 竪穴住居跡

竪 穴 住 居 跡

R A021竪穴住居跡 (第 40～ 42図、写真図版86～ 38・ 68)

〔位置〕 l K21a～ c、 l K22a～ c、 l K23a～ cに位置する。北東隅部分は第10次調査で検出、

精査がおこなわれている。

〔重複〕北東コーナー付近でR D083土坑と重複するが、本住居が新しい。また、攪乱 (排水管)に

よリカマドの煙道から北壁にかけて壊されている。

〔形態〕東西約448cm、 南北約465cmの方形プランである。床面積は約20.83ポである。床面は概ね

平坦で、貼床が薄く施されている。住居の中心部分に床面が著しく硬化している範囲が存在する。確

認面から床面までの深さは約42cm、 床面の標高は約121.18mで ある。壁はやや斜めに立つ。柱穴は

4個検出された。pp 2・ pp 4は東壁の際に寄って位置している。いずれの柱穴からも柱痕が確認され、

柱痕の径は18～ 25cmで ある。柱穴の床面からの深さは38～ 52cmで、底面標高はいずれも121.74m前

後で均―である。柱間寸法は東西、南北いずれにおいても心々距離で約284cm(約 9尺 3寸)を測り、

正方形の柱配置が想定される。また壁滞は存在しない。

〔カマ ド〕西壁中央にカマドが検出された。煙道は攪乱によつて大きく損なわれているが、掘込み式

の煙道であることが確認できた。右側のソデは攪乱により痕跡を留めないが、左ソデは明責褐色上で

構築されている。ソデ上面に礫が載り、カマド構築材の一部と推測される。火床面も攪乱で一部損な

われているが、70× 50clllの広がりを有すると推測される。色調は赤褐色を呈する。熱変化は深さ約

7 cmに 達している。

〔埋土〕埋土は5層 に分けられる。自然堆積と推測される。第 4層 は十和田 a降下火山灰と黒褐色が

混じりあつた層である。平面図に焼土 (埋± 5層 に相当)の分布を示しているが、この焼土は床面に

直接のる二次堆積の焼土である。

〔出土遺物〕床面、カマ ド中及び埋土中から土師器、須恵器が総量で1,406.9g出土した。この内、

図示した土師器、須恵器は5点、合計重量901.lgである。101～ 103は内面黒色処理のロクロ土師器

杯である。101は底辺部と底面に回転ヘラケズリが施されている。102と 103は それぞれ外面に墨書

が施されているが欠損しており解読は不明である。104は須恵器郭である切り離しは回転糸切である。

105は須恵器長頚壷の体部～底部片である。外面は縦位のヘラケズリの後に回転ヘラケズリが施され

ている。内面には部分的にカキメが施されている。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の形態と、埋土上部に十和田 a降下火山灰を包合することから、 9

世紀代の構築、使用と推測する。
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R A021

C 
・ L=122 500m

‐」に‐・　
けＨ
ド］
〕
。
ＮＯＯヨ

B  
・ L=122.700m

RA021 A― A′ ・ 8-8′

1 10YR2/2黒褐色± 10YR6/8明 黄褐色ロームまだらに少量混入
2 10YR3/2黒 褐色± 10YR6/5 明黄褐色ロームまだらに多量混入
3 10YR3/1黒 褐色± 10YR6/8 明黄褐色ロームまだらに少量混入
4 10YR3/2灰 白色火山灰 (十和田a)10YR2/2黒褐色土多量混入
5 5YR6/8橙色焼± 10YR3/1黒 褐色土多量混入 (二次堆積の焼土)

6 10YR6/8明 黄褐色± 10YR2/2黒 褐色土粒状に多量混入 (貼床)c´

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

R A021 pp l～ pp 4 C― C´ ・ D‐ D′

1 10YR2/2 黒褐色土 (柱痕)

2 10YR5/4にぶい黄褐色砂礫
多量混入 (掘方)

0         1:50        2m

ざ

ヴ
。

第10次調査区

第40図  R A021堅穴住居跡 (1)
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2 竪穴住居跡

R A021 カマ ド

a 
・ L=122.600m

―些L―・ L=122.600m

や、

b´

R A021カ マ ド a‐ a′ ・ b‐ b´

あ う!き手ヽなテ

`極

畳長」:IIと :ヽチ患謁婁輻色圭重怒割こ多畳(昆灸化物粒4少 量混入
3 10YR4/3に ぶい黄褐色± 10YR2/2黒 褐色土まだらに多量混入
4 10YR4/3にぶい黄褐色± 10YR2/2黒褐色上まだらに少量混入
5 10YR6/8明 黄褐色土 焼土粒少量混入 (カ マ ドツデ)

6 5YR4/6赤 褐色焼土(火床面)

7 10YR6/8明 黄褐色± 10YR2/2黒 褐色土粒状に多量混入●占床) 0         1:25 lm

第10次調査区
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第41図  R A021竪穴住居跡 (2)



第42図  R A021竪穴住居跡出土遺物 (101～ 105)

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

_~_(準 ＼
τ =＼ ｀

■
一‐      

―

  ＼＼

＼ 一＼＼ ＼→
、一  ミ ｀ 一ヽ

＼_=

種別 器 種 出上位置
法量 (cm)

色調 巨量(g 調整 hI考
口径 器高 底径

土師器 不 R A021床面直上 57 5YR5/6明赤褐色 ロクロ ヘラケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転ヘラケズリ

土師器 杯 R A021Q 4埋土 (31) 10YR7/4に ぶい黄橙色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理 墨書あり

土師器 芥 モA021Q l埋土 7 5YR6/6経色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理 墨書あり

須恵器 然 ミA021Q l埋土 (16) 50 25Y5/1黄灰色 ロクロ 内面黒色処理 色調一部にぶい赤褐色を呈する

須恵器 長頚壷 R A021床 面直上 137) 5Y7/2灰 自色 ロクロ 回転ヘラケズリ カキメ 破断面淡黄色を呈する 外面下地に縦位のベラクズリあり
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2 竪穴住居跡

R A030竪穴住居跡 (第 43～ 45図、写真図版39～ 41・ 68。 69)

〔位置〕2K25c～ d、 2Llb～ d、 2L2b～ d、 2L3c～ dに位置する。北側約半分は第10

次調査で検出、精査がおこなわれている。

〔重複〕他の遺構との重複はない。地形の浸食によリプランの東側約半分は失われている。

〔形態〕南北約549cIIl、 東西は検出された分で最大約240cIIlを測り、方形プランと推測される。検出

された分の床面積は約12.Or、 プランが方形と想定した場合の床面積は約30,1ポである。床面は概ね

平坦で、貼床は施されていない。確認面から床面までの深さは0～ 14clll、 床面の標高は約121.81m

である。壁は概ね垂直に立ち、壁溝は存在しない。柱穴は本次調査範囲で 1個 (pp l)、 第10次調

査範囲で 1個検出されている。浸食された範囲にこれらに対応する柱穴が 2個存在したと推測される。

pp lは床面からの深さ約50clll、 底面の標高は121.31mである。径約26cIIlの柱痕が確認されている。

pp lと 第10次調査検出の柱穴の柱間寸法は、心々距離で約455cIII(約 15尺)を測る。また、本次調

査の範囲内において2基の住居内土坑が検出されている。位置は、南西コーナー付近 (住居内土坑 1)

と西壁際の新カマ ド左脇 (住居内土坑 2)である。住居内土坑 1は床面からの深さが約10clllで 、浅

い掘 り込みの皿状の形態を呈する。第10次調査範囲の北西コーナー付近の対称位置にも住居内土坑

が認められ、関連が想定される。住居内土坑 2は旧カマドの火床面を壊して構築されており、位置関

係から判断して、新カマドに付随する施設と推測される。床面からの深さは約 9 cmで 浅い皿状の形態

を呈する。土坑内からほぼ完形の須恵器杯 (■2)が出上している。

〔カマ ド〕西壁中央に並列して新旧2基のカマドが検出された。新カマドが北側、旧カマ ドが南側に

位置する。新カマドは煙道と右ソデ、火床面の約 1/3が第10次調査で精査され、残 りの部分を本次

調査で精査をおこなった。新カマドの煙道は割 り貫き式で、ソデは明黄褐色土で構築されている。火

床面は60× 55cmの広がりを有し、明赤褐色の色調を呈する。熱変化は約 5 clllに およんでいる。旧カ

マドは制り貫き式の煙道で、煙出の壁部分は膨隆して広 くなっている。煙道の埋土は人為的に埋め戻

したものと判断され、新カマド構築の際の造作と推測される。ソデは両側ともに残存していない。こ

れも新カマド構築の際に取り払われたものと推測される。火床面は住居内土坑 2の構築によって損な

われている部分がある。残存部分は45× 40cmの 範囲で明赤褐色の色調を呈し、熱変化は深さ約 5 cm

に及んでいる。

〔埋土〕埋土は1層 に分けられる。埋土の残存状況が薄く、自然堆積、人為堆積の別の判断は難しい。

〔出土遺物〕本住居は第10次調査と本次調査で分割しての調査となったが、本次調査範囲分の床面、

カマド中及び埋土中から土師器、須恵器が総量で2,644.6g出 土した。この内、図示した土師器、須

恵器は11点、合計重量1,194.9gで ある。106～ 108は内面ヘラミガキ黒色処理のロクロ土師器杯であ

る。106、 107は底辺部と底面に回転ヘラケズリが施されている。1071こ は再調整が施されていない。

109～ lHは酸化炎焼成のロクロ調整の杯である。いずれも再調整等は施されておらず、回転糸切で

ある。■ 2～ 115は須恵器杯である。■ 2はやや軟質な焼成であるが須恵器に分類した。切り離しは

いずれも回転糸切である。116は ロクロ不使用の上師器小型長胴甕である。底面には砂粒が付着する

「砂底」である。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の形態から、 9世紀代の構築、使用と推測する。
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R A030

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

計
と

計
ぎ

食浸
　
　
　
・引
刊〇

RA030 A― A′ ・ B― B′

1 10YR2/2黒褐色± 10YR6/8明 黄褐色土まだらに微量混入
2 10YR2/2黒褐色上 10YR6/8明 黄褐色土まだらに多量混入

D oL=122.100m  
・二

―どと―・ L=122.100m

R A030住居内土坑 1・ 2 D― D´ ・ E― E´

1 10YR2/2黒褐色土
10YR6/8明 黄褐色土粒少量混入

0         1150        2m

1貿

卜、

風
P

第10次調査区

新カマ ド

計
Ｆ

＼
　

食浸

L=122.100m

L=122.100m

第43図  R A030竪穴住居跡 (1)
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2 竪穴住居跡

R A030

a 
・ L=122.100m

d

―
・ L=122.100m

‐Ｉ
Ｉ（卜
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Ｆ
＝
μ
］
や

・
ド
〇
〇
ヨ

|。

旧カマ ド

土坑 2

―些L―・ L=122.100m

d´

R A030カ マ ド a― a夕 ・ b― b′

1 10YR5/3にぶい黄褐色上 2 5YR5/8明 赤褐色焼上、
10YR2/2黒 褐色土まだらに多量混入

2 10YR6/8明 黄褐色±10YR2/2黒 褐色土まだらに
少量混入 (カ マ ドツデ)

3 2 5YR5/8明 赤褐色土 カマ ド燃焼部

第10次調査区

新カマ ド

b´

0         1:25        1m

|。

R A030旧 カマ ド c― c´ ・ d― d´

1 10YR2/2黒褐色土 黄褐色粒 少量混入
2 10YR4/4褐色土 焼土粒少量、黒褐色土まだらに多量混入

E II予能チ:重帽色圭 蟹落砦竺冨港吾杷亀夫
少量混入

5 10YR3/4暗褐色土 黄褐色土粒少量混入
6 10YR6/8明黄褐色土 焼土粒少量、黒褐色土まだらに混入
7 5 YR5/6明赤褐色焼上 礫多量混入
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V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

種別 器 種 出難 置
法量 (cm)

色調 調整 備 考
口径 器 高 底径

土師器 然 R A030上 坑 1埋土 7 5YR7/4に ぶい橙色 ロクロ 回転ヘラケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転ヘラクズリ

土師器 郎 R A030埋 上 (ベル ト中 ) 7 5YR3/3浅黄橙色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転糸切

土師器 郎 R A030煙 道煙出し埋土 7 5YR5/4に がい褐色 729 ロクロ 回転ヘラケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転か ラケズ リ

土師器 イ R A030床 面直上 7 5YR3/6浅黄橙色 ロクロ 底面回転糸切

土師器 イ R A030床 面直上 49 53 5YR7/6橙色 ロクロ 底面回転糸切

土師器 不 R A030埋土 (ベル ト中) 5YR7/8橙色 108 9 ロクロ 底面回転糸切

須恵器 不 R A030上坑 2埋土 10YR3/2灰 白色 ロクロ 底面回転糸切 須恵器に分類したが軟質な焼成

須恵器 然 R A030床面直上 5Y5/2灰オ リーブ色 193 9 底面回転糸切 一部明黄褐色を呈する

須恵鶏 杯 R A030床面直上 5CY6/1オ リープ灰色 ロクロ 底面回転糸切 月台上に秒粒

須恵器 郎 ミA080理土 48 50 7 5CIY5/1緑 灰色 272 ロクロ 底面回転糸切

土師器 長胴甕 R A030埋土 5YR5/6明赤褐色 ラケズリ ヘラナブ 底面に砂粒付着

第45図  R A030竪穴住居跡出土遺物 (106～ 116)
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2 竪穴住居跡

R A036竪穴住居跡 (第 46・ 47図、写真図版 42・ 43・ 69)

〔位置〕2Klc～ e、 2K2c～ e、 2K3c～ eに位置する。検出、遺構番号登録は第10次調査

でおこなわれていた。

〔重複〕北東コーナー付近でR G016溝 と接するが、本住居が古いと推測される。また、攪乱によっ

て西壁 2/3と 南西コーナー付近、東壁 2/3と 南東コーナー付近が壊されている。

〔形態〕攪乱によって壊されている範囲が大きいが、東西約458cm、 南北約450callの 方形プランと推

測される。床面積は約20.61ピである。床面は概ね平坦で、明黄褐色上をベースとした貼床が施され

ている。確認面から床面までの深さは10～ 55clll、 床面の標高は約121.78mで ある。壁はほぼ垂直に

立ち上がり、検出面に近い付近で外側に広がる。壁際には住居内土坑 1が位置する箇所を除くと壁溝

が存在する。壁溝の深さは床面から約 1 0clllで ある。板をはめ込んだ痕跡などは認識できなかった。

柱穴は3個検出された。配置から南西部分にも柱穴が存在していたと推測されるが、その部位は攪乱

によって損なわれている。pp lは床面からの深さ約36cm、 底面標高121.41m、 pp 2は床面からの深

さ約27clll、 底面標高121.45m、 pp 3は床面からの深さ約2 1cm、 底面標高121.47mである。pp l・ pp

2では柱痕が認識できた。径は双方12硼程度である。pp lと pp 2の柱間寸法は心々距離で約273cIIl(約

9尺 )、 pp 2と pp 3の 柱間寸法は心々距離で約273cm(約 9尺)を測り、正方形の柱配置が想定さ

れる。また、プランの北東隅付近に窪みがあり、住居内土坑 1と した。形状が不整で、住居の想定プ

ラン外にはみ出る感じもあり、住居とは別個の土坑の可能性も考えられたが、堆積上の検討から、住

居の床面から掘 りこまれた住居内土坑と判断した。深さは1 0cIIl程 度と浅いもので、埋土には焼土が

混じる。

〔カマ ド〕カマドは検出されていない。攪乱によって損なわれている西壁か、東壁にあったと推測さ

れる。

〔埋土〕埋土は13層 に分けられる。自然堆積と推測される。埋土上位の4層 中に十和田 a降下火山

灰が多量に混入しており、埋没が大分進んだ段階で十和田 a火山灰の降下があつたと理解される。ま

た埋土中位の 5層中には二次堆積の焼土ブロックが包含されている。

〔出土遺物〕床面、及び埋土中から土師器が総量で2,790,Og出 土した。図示した土師器は 5点、合

計重量は2,217.7gで ある。117・ 118は土師器イである。どちらもロクロ不使用で、内面はヘラミガ

キ黒色処理、外面はヘラミガキ調整である。117は 口縁部片であり、体部中央外面に段が確認でき、

内面にも対応する位置に稜が確認できる。回縁部は外反して開いている。118は底部片で明確に丸底

であることが確認できる。外面はヘラミガキの下地にヘラケズリが施されている。1191ま 中型の土師

器長胴甕である。頚部に段がある器形で、口縁部は外反気味に開いている。120は土師器長胴甕の頚

部～体部片である。頚部に段があり、外面はハケメの上にヘラナデ、内面はハケメが施される。121

は土師器球胴奏である。頚部には段があり、体部外面はハケメの上にヘラナデ、内面はヘラナデとハ

ケメが施される。底部は欠損するが、径の小さい突き出た形態と推測される。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器の形態と、埋土上部に十和田 a降下火山灰を包含することから、 8世紀以前

の構築、使用と判断される。詳細には土師器杯の形態から8世紀初頭以前の年代を想定したい。
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R A036

C  L=121.900m  C´

R A036 ppl C― C´

1 10YR3/8暗褐色土 炭化物多量混入
(柱痕か?)

2 10YR4/4褐色上 10YR6/8明 黄褐色土
まだらに少量混入 (掘方か?)

い
Ｈ
ド
］
］

，
卜
〇
〇
ヨ

V 向中野館遺跡第12,13次調査

RA036 A― A′ ・ B-8′
1 10YR2/2黒褐色土 草根多量混入 (住居内土坑 1の埋土)

2 10YR3/2黒褐色土 焼土塊・炭化物粒少量、10YR6/8明 黄褐色土まだらに多量混入
(住居内土坑 1の埋上)

3 10YR6/4にぶい黄褐色土 礫多量混入 (向 中野館、土塁の上か)

4 10YR2/2黒 褐色上 草根多量混八 十和国a火 山灰粒状に多量混入
5 10YR3/3暗褐色上 二次堆積の焼土ブロック、炭化物粒少量、

6 10YR4/3寇ポ9(籍誌轟序品違錦膚蓄望壌だらに少量混入
7 10YR3/4暗褐色± 10YR2/2黒 褐色土まだらに多量混入
8 10YR6/8明 黄褐色ローム 焼上、10YR2/2黒 褐色土まだらに多量混入
9 10YR6/4にぶい黄褐色上 しまりなし
10 10YR3/1黒褐色土 炭化物粒少量混入
11 7 5YR6/8橙色±10YR6/8黒 褐色土まだらに多量混入
12 10YR4/4褐色土 炭化物粒多量、10YR6/8明 黄褐色土まだらに多量混入
13 10YR6/8明 黄褐色上 しまりややあり
14 10YR6/8明黄褐色± 10釈2/2黒褐色土多量混入 (貝占床)

0         1:50        2m

■

十

１

１

，

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

、

A .L=122.400m

第46図  R A036竪穴住居跡
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2 竪穴住居跡

0                               10cШ

種 7J町 器 種 出上位置
法量 (cm)

色調 重量 (g) 調 整 備 考
口径 器 高 底径

土師器 R A036埋土 (39) 10YR7/4に ぶい黄橙色 ラミガキ 内面黒色処理 内面にも稜が明瞭

上師器 lTN R A036土坑 1埋上 (13 10YR8/4濃 黄桂色 ラミガキ ヘラケズリ 内面黒色処理 外面ヘラミガキの下地にヘラケズリ

土師器 長胴甕 R A086床面直上 iOYR7/4に ぶい黄橙色 ヨヨナデ ヘラナデ ハケメ 外面にヘラナデの下地にハケメ

土師器 長月同型 R A036Q 2埋 上 (17 25Y5/3黄褐色 ケヽメ ヘラナデ ヨヨナテ 割れた後に被熱 している

上師器 球胴疑 R A036床面直上 (252) 25Y7/2灰 黄色 1,797 3 ヨコナデ ヘラナデ 外面に黒斑が顕著

-68-

第47図  R A036竪穴住居跡出土遺物 (117～ 121)



V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

R A037竪穴住居跡 (第 48～ 54図、写真図版44～ 46・ 70～ 73)

〔位置〕 2K4p～ r、 2K5p～ r、 2K6p～ rに位置する。

〔重複〕他の遺構 との重複はない。

〔形態〕東西約456cm、 南北約459cmの方形プランである。床面積は約20,93だ である。床面はプラ

ンの中央付近に高い範囲が存在 し、周囲が低い状態である。貼床は薄 く施されている。確認面から床

面までの深さは中央付近で約18cmである。床面の標高は中央付近で約122.02m、 周囲の低い部分で

約121.92mで ある。壁はやや斜めに立つ。柱穴状のピットは 5個検出された。南西にはpp lと pp 5

の 2個が確認され、どちらかが柱穴 と推測される。配置的にはpp lが適切な位置にあるが、柱痕跡

が明瞭には確認できなかった。また、pp 5も 掘 りあげる過程では柱痕は認識できなかった。また両

者のプランは連続 しているが、前後関係は把握できなかった。 しかし、床面で柱穴を探 した際には

pp lが先に認識でき、pp 5は貼床を剥が して行 く過程で見つかった穴である。明確な切 り合い関係

での客観的な表示ができないが、この状況から、住居構築時にpp 5が先に掘 られたが、配置的な飢

経が生 じ、その後に訂正 した位置にpp lが掘 られ、柱が埋設され、pp 5は貼床を施す土で埋め戻さ

れたという想定をおこないたい。よって、本住居の柱配置はpp l～ pp 4の 4個の構成 として記述を

進める。pp 2、 pp 4は東壁の際に寄って位置 している。pp 2～ pp 4で は柱痕が確認され、柱痕の径

は18～ 24cmで ある。柱穴の床面からの深さは25～ 3 1cmで 、底面標高はいずれも121.54m～ 121.7m

である。柱間寸法は心々距離で東西では約312cm(約 10尺 3寸 )、 南北では約267cm(約 8尺 8寸 )

を測 り、東西長がわずかに長い長方形の柱配置が想定される。また壁溝は存在 しない。

〔カマ ド〕西壁中央にカマ ドが検出された。煙道は掘込み式である。煙道の先端がやや北に曲がつた

平面形である。ソデは明黄褐色上で構築されている。火床面は55× 47cmの広が りを有 し、色調は赤

褐色を呈する。熟変化は深さ約 7 cmに 達 している。また、北壁東寄 りにカマ ドの煙道に形状が類似す

る掘込が検出され、「旧カマ ド」 とした。しかしながら、掘 り込みの壁面等には熱変化の痕跡が認め

られず、また対応する箇所には火床面は検出されず、「カマ ド」とするには屍問の残る状況であった。

掘込の埋土からは土師器長胴甕片が出土 している。

〔埋土〕 5層 は貼床の上であり、埋土は4層 に分けられる。おそらく自然堆積 と推測される。 1層 は

十和田 a降下火山灰が粒状に混入 している。東西断面の 4層 は焼土が多量に混 じる上で、カマ ド構築

土の崩壊上の可能性が考えられる。また、断面図には反映されていないが、pp 4の 西側の床面直上

には二次堆積の焼上の分布がみられた。位置的に旧カマ ドの火床面に相当し得るが、明らかに二次堆

積の焼土であり、カマ ドの火床面ではなかった。

〔出土遺物〕床面、カマ ド中及び埋土中から土師器、須恵器が15,319,8g出上 した。図示した土師器、

須恵器は24点、合計重量4,426.9gである。この他に環状の鉄製品 1点、重量6.lgを 図示 している。

122は ロクロ不使用の土師器杯である。底部は座 りの良い九底である。内面にはヘラミガキが施され

るが黒色処理は存在 しない。二次被熱により炭素が飛んだ可能性 も考えられる。123、 124は 内面に

ヘラミガキが施されたロクロ土師器郭である。内面は黒色処理が存在 しないが二次被熟により炭素が

飛んだ可能性 も考えられる。底辺部には再調整は施されていない。125。 1261ま 内面ヘラミガキ、黒

色処理の上師器ロクロ杯である。126は底辺部～底部が欠損するが125に は再調整等は施されていな

い。127は 内面ヘラミガキ黒色処理のロクロ土師器杯である。体部片であるが、外面に格子目状の墨

書が施されている。欠損のため文字か否か解読できない。128は ロクロ成型の上師器高台付杯である。

どちらも、内外面 ともにロクロ調整のみである。127は 口縁部が外反する。1301よ ロクロ不使用の上

師器小型長胴甕である。口縁部～体部上半片 と底部～底辺部片は接合 しないが、図上で器形を復元想
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2 竪穴住居跡

R A037

C 
・   L=122.400m

ん

・

‐‐」に‐・　
けＨ
μ］
］
・ヽ
〇〇日

ボ

お

(`】

C″

RA037 A― A′ ・ B― B´

1 10YR2/2黒褐色土 礫少量、
十和田a火山灰粒状に混入

2 10YR3/1黒褐色±10YR6/8

二
           £骨食

5 
繋摺笹坐嬰驀誓宅多瞥湾紫貝占床)

RA037 ppl～ pp 4 0-C′ ～E― E′

1 10YR2/2黒 褐色±10YR6/8明 黄褐色土

2 多ξ

'ケ

豊£ξ舎騨 驀勢,上
3 10YR2/2黒褐色上10YR3/2黒褐色土

まだらに多量混入
4 10YR4/1褐灰色砂 しまりなし

0        1:50       2m

新カマ ド

ぎ

1歩
1的

L=122 400m

L=122.400m

L=122 400m

第48図  R A037堅穴住居跡 (1)
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R A037カ マ ド

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

R A037カ マ ド a― a´ ・ b一 b´

1 10YR2/2黒褐色上 焼土粒少量混入
2 10YR6/8明黄褐色±10YR2/2黒 褐色土粒少量混入

, 乳群ミ:チ嬬 糧色圭2猪表と/船紫増浬重鍵多藝言需鼻う紬 土まだらに少量混入
5 10YR2/3黒褐色土 礫・土器片混入 ややしまりなし
6 10YR6/8甥黄褐色土 焼上粒少量混入 (カ マ ドンデ)

7 5 YR4/8赤褐色焼土 (カ マ ド火床面)

8 10YR6/8明黄褐色上 10YR2/2黄 褐色土まだら少量混入頓占床)

0         1:25 lm

た

・

い
―ｌ
μ
や
や
・
∞
〇
〇
ヨ

第49図  R A037竪穴住居跡 (2)
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2 竪穴住居跡

R A037 旧カマ ド

R A037旧 カマ ド a― aタ

1 10YR3/2黒褐色±10YR2/2黒 褐色上ブロック少量混入
2 10YR3/2黒褐色主lpYR6/8明 黄褐色土まだらに多量混入

0          1125 lm
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第50図  R A037竪穴住居跡 (3)



V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

く(とし〔:::]!ささや″ケ
'ラ

イ子:7

0                            10cal

ぬ

種別 器 種 出上位置
法量 (cm)

色調 巨壁 (g 調整 備 考
口径 器 高 底 径

土師器 郎 R A037Q 2埋 土 t12 10VR7/4に ぷい黄橙色 ヨヨナデ ヘラナデ ヘラミガキ ロクロ不使用 内面黒色処理を施 していない

土師器 郷 R A037カ マ ド左 ノデ中 (37) 7 5YR7/6橙 色 ロクロ ヘラ 底面回転糸切 内面黒色処理になつていない

上師器 イ R A037埋土上位 (37) 10YR7/4に ぶい黄橙色 ロクロ ヘ ラ ガ キ 底面回転糸切 内面黒色処理になつていない

土師器 不 R A037埋土 7 5YR7/4に ぶい橙色 ロクロ ヘラ ガ キ 内面黒色処理 底面回転糸切

土師器 RA037Q 2埋土 (40) 10YR6/4に ぶい黄褐色 ロクロ ベラ ガ キ 内面黒色処理

土師器 第 R A037理士 (ベル ト中) (23) 7 5YR6/6橙 色 ロクロ ヘラミガキ 内面黒色処理 墨書あ り

土師器 高台付跡 R A037埋士上位 (301 ,VR7/6橙 色 ロクロ 底面切 り離 しは回転糸切 と思われる

上師器 高台付野 R A037埋土 5YR8/3浅貢橙色 底面切 り離 しは回転糸切 と思われ る

土師器 長Л同盗 R A037床面直上 (152) 10YR4/4褐 色 ヨヨナデ ヘラクズリ ハクメ 図は 2破片から合成 木葉痕

上師器 長胴疑 R A037カ マド左ツデ中 (90) 5YR6/4にぶい橙色 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラナデ 胎土に砂粒が顕著に混入

上師器 長胴甕 RA037Q 2埋士 (140) 5VR6/1にぶい橙色 248 2 ヨヨナデ ヘラナデ 内面褐灰色を呈する

第51図  R A037竪穴住居跡出土遺物 (1) (122～ 132)
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2 竪穴住居跡

輩

0                             10C皿

― ―
種 別 器 種 出上位置

法量 (cm)
色 調 宣量(g 調 整 備 考

口径 器高 底径

士師器 長舟同甕 R A037Q 2埋 土 220 IOR5/6赤色 199 5 ヨヨナデ ハケメ ヘラナデ 外面のヘラナデ ミガキ状に光沢を放つ

土師器 長胴甕 R A037旧 カマ ド煙道埋土 i25 9) 7 5YR7/6橙色 ヨヨナデ ヘラナデ ヘラクズリ 図は 3破片から合成 底面ヘ ラナデ

土師器 長胴甕 R A 037床 面直上 235) 5YR5/6明赤褐色 ヘラナデ ハケメ 底面木案痕 底面から底辺部に酸化物付着

土師器 長胴蓑 R A087床 面直上 ■ 7) 7 5YR3/4浅黄橙色 ロクロ ヘラケズヅ ロクロの下地にタタキロ確認 できない
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第52図  R A037竪穴住居跡出土遺物 (2) (133～ 136)



V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

1淋 ||

138

壌覇藝錢麟 ~
0                               10cm

種別 器種 出上位置
法 量 (cm)

色調 調整 備 考
日径 器 高 底径

土師器 長】同霊 R A037カ マド覆士 232 7 5YR7/6橙色 874 4 ロクロ ヘラクズリ 内面炭化物付着

土師器 長胴甕 RA097埋 土(カ マド左ンデ脇 240 (1691 7 5YR6/6橙a 406 2 ロクロ ヘラクズリ 割れてから被熱 している

土師器 長月同疑 R A037Q J埋 土 (158 5YR5/4にぷい赤褐色 ロクロ ヘラケズリ 外面炭化物付着

上師器 長月同疑 RA037Q 4埋上 7 5YR74にぶい橙色 タタキロ ヘラナデ ロクロ長胴整の底辺部 外面砂粒付着

第53図 R A037竪 穴住居跡出土遺物 (3)(137～ 140)
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2 竪穴住居跡

◎―
〇   (こ⊃  146

0                               10cⅢ

No 種別 器 種 出上位置
法量 (cm)

色 調 三量(g 調整 備 考
口径 器 高 底径

土師器 長胴甕 R A087カ マ ド覆土 (134) 7 5YR6/6橙色 ヘラクズジ ヘラナデ ロクロ長胴襲の下半部

土師器 長胴餐 R A037カ マ ド覆土 (149, 113 7 5YR6/6橙色 ヘラケズリ ヘラナデ ロクロ長胴嚢の下半部 底面にすのこ状の圧痕

須恵器 卜型疑 R A037埋 土上位 (38) 10YR1 7/1黒 色 ロクロ 破断面灰色を呈する

須恵器 大 甕 R A037Q 2埋 土 (52 10YR1 7/1黒色 タタキロ アテ具痕 破断面暗赤褐色を呈す る

須恵器 大甕 R A037Q 3埋 土 5Y6/1灰 色 タタキロ アテ具涙 破断面暗赤褐色を呈す る

鉄製品 リング状 R A037Q 4埋 土 5YR3/1黒褐色 鍛造品 棒状のものを丸める 断面は四角形
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第54図  R A037竪穴住居跡出土遺物 (4) (141～ 146)



V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

定 している。底部は円盤状に張 り出し、底面には木葉痕が付 く。131～ 133は ロクロ不使用の上師器

大型長胴甕である。いずれも口縁部が「く」の字状に外反ぎみに開く。133は外面のヘラナデが強 く

施されてお り、ヘラミガキに類似する光沢を放つ。134は ロクロ不使用の土師器大型長胴甕である。

破片が 3つ に分かれてお り、それぞれが接合 しなかったが、図上で器形を想定復元 した。底面にはへ

ラナデが施される。135は ロクロ不使用の土師器大型長胴甕である。頚部以上が欠損する。底面には

木葉痕が付いている。186～ 139は ロクロ使用の土師器大型長胴甕の上半部片である。いずれもロク

ロ下地のタタキロは視認できない。140は ロクロ使用上師器大型長胴甕の底辺部～底部片である。底

辺部にはヘラケズリが及んでおらず、タタキロが露出している。内面にはヘラナデが施される。タト底

面は砂粒が付着する「砂底」である。141。 142は ロクロ使用上師器大型長胴甕の下半部片である。

どちらも外面体部には縦位、底辺部には横位のヘラケズリが施される。外底面は141が残存部が僅か

で認定が不能であり、142は すのこ状の編物の圧痕が付 く。143は須恵器の小型の奏である。上半部

の破片で内外面ロクロ調整、下半部の形態は不明である。144・ 145は須恵器大甕の体部片である。

どちらも外面にはタタキロ、内面にはアテ具痕が施される。またどちらも破断面は暗赤褐色の色調を

呈する。146は環状の鉄製品である。棒状のものを九めて環状に成型しており鍛造品と判断される。

X線写真で輪の継ぎ目を確認できる。用途、製品名は不明である。また、埋土中からの出上であり、

確実に古代に属する遺物か否か確定し難い面もある。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の形態と、埋土に十和田 a降下火山灰を包含することから、 9世紀

代の構築、使用と推測する。

R A038竪穴住居跡 (第 55～ 57図 、写真図版47・ 48・ 73)

〔位置〕2K3t～ v、 2K4t～ v、 2K5t～ v、 2K6t～ vに位置する。

〔重複〕R B015掘 立柱建物と重複する。検出時に前後関係を認識できていないが、本竪穴住居が古

いと推測される。また、南壁の一部が攪乱により壊されている。

〔形態〕東西約5 12cm、 南北約486cmの 方形プランである。床面積は約24.88ポである。床面は概ね

平坦で、貼床が施されている。確認面から床面までの深さは約2 1cmで ある。床面の標高は約121.83

mである。壁はやや斜めに立つ。柱穴は検出されていない。また壁溝は存在しない。

〔カマ ド〕西壁中央にカマ ドが検出された。煙道は掘込み式である。ソデは地山を掘り残して構築さ

れたものである。火床面は61× 45cmの広がりを有し、色調は暗褐色を呈する。熱変化は深さ約 4 cm

に達している。

〔埋土〕 4層 は貼床の上であり、埋土は3層 に分けられる。断面の形状から自然堆積と推測される。

1層 は十和田 a火山灰が粒状に少量混入している。また土層断面には反映されていないが、南東コー

ナーの壁面に貼り付 く形で二次堆積の焼土が分布していた。

〔出土遺物〕埋土中から土師器・須恵器片が総量で1,449。 5g出土した。図示した土師器、須恵器は

5点、合計重量546.9gで ある。1471よ ロクロ土師器杯である。内面ヘラミガキ、黒色処理、外面は

ロクロ調整の上に口縁部はヘラミガキ、底辺には手持ちヘラケズリが施される。外底面は回転糸切周

縁部に手持ちヘラケズリが施されている。そして「今」の文字の墨書がある。148は須恵器杯である。

内外面ロクロ調整、底面は回転糸切である。149・ 150は ロクロ不使用の土師器杯である。どちらも

外面に段、内面に稜が存在する。日縁部はやや内湾ぎみに立ち上がり、両者の形態は類似している。

151は頚部に段のあるロクロ不使用の上師器小型長胴甕である。外面には炭化物が付着する。
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2 竪穴住居跡

R A038

卜
Ｆ
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〒
Ｆ］〕
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ヨ

計
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RA038 A― A夕 ・ B― B´

】iI穏:チう霞名き翌熙 据蒻饗暑巷≧g名哲整晏畳盆オ和四a火山灰粒微量混入
3 19YR2/1黒色土 炭化物多量混入
4 10YR3/4暗褐色土 黄褐色土ブロック状に多量混入 (貼床)

0         1:50        2m
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第55図  R A038竪穴住居跡 (1)



R A038カ マ ド

a 
・  L=122.200m

一二と―・ L=122.200m

lω

lk

b´

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

R A038カ マ ド a― a夕 ・ b― b´

ら II予ミヱえ 岳憬R妻緞 絡£帰
入

黒褐色土まだらに多量混入
3 10YR3/2暗褐色土 焼土まだらに多量混入
4 10YR3/3暗 褐色土 焼土まだらに混入
5 10YR3/4暗褐色上 黄褐色上ブロック状に多量混入碩古床)

0         1:25        1m

討
占

第56図  R A038堅穴住居跡 (2)
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2 竪穴住居跡

0                            10cD

これらの図示 した土師器、須恵器はいずれも、床面及び、カマ ド覆土など、住居の使用時の共伴を認

識できる状況での出土がないが、149・ 150の ロクロ不使用杯 と151の 頚部に段のある長胴甕が住居

に伴うもので、147。 148の ロクロ使用郭等は、住居廃絶後の埋土堆積過程に混入 したものと推測する。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土したロクロ不使用の上師器杯 (149。 150)と 頚部に段のある土師器長胴甕 (151)が

本住居の使用時に共伴する遺物と捉え、その年代観から8世紀前半頃の構築、使用と推測する。埋土

1層 に十和田a降下火山灰を包含することも、この年代観に矛盾しない。

R A039竪穴住居跡 (第 58～ 60図、写真図版49。 50。 73・ 74)

〔位置〕2L4a～ c、 2L5a～ c、 2L6a～ c、 2L7a～ cに位置する。

〔重複〕他の遺構との重複はないが、カマ ド煙道部から西壁と、南壁から南東コーナー付近が後世の

攪乱により壊されている。また北壁の中央部分も攪乱により乱されている。

〔形態〕東西約520cm、 南北約461cmの 方形プランである。床面積は約23.97ポ である。床面は概ね

平坦で、貼床は施されていない。確認面から床面までの深さは約18cmである。床面の標高は約121.6

7mである。壁は概ね垂直に立つ。柱穴は入念に探したが検出されていない。また、北西隅から北壁、

東壁の中央付近に壁溝が存在する。深さは2～ 3 cmの ごく浅いものである。

〔カマド〕西壁中央にカマ ドが検出された。煙道は南側が攪乱により損なわれているが、掘込み式で

ある。ソデは地山を掘り残して構築されたもので、両袖の先端部に土師器長胴甕を伏せた状態で置き、

No 種別 器種 出上位置
法量 (cm)

色調 亘量(g 調 整 備 考
口径 器 高 底 径

土師器 不 R A098Q 3埋 土 ,VR6/6橙 色 クロ 手持ちヘラケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面に墨書「今 J

須恵器 外 R A038Q 3埋 土 47 56 ,Y6/2灰 オリーブ色 ロクロ 破断面灰オ ツーブ色を呈す る

土師器 R A038Q 3埋 土 10YR7/3に がい黄橙色 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 内面の稜 も明瞭

土師器 必 R A038Q 4埋 土 13 8 10YR7/4に ぶい黄橙色 ヨヨナデ ヘラミガキ ヘラケズリ 内面黒色処理 内面の稜 も明瞭

土師器 長胴甕 R A038Q 4埋 土 2 5YR3/3淡黄色 ヨヨナデ ハケメ ヘラナデ 外面炭化物付着

第57図  R A038竪穴住居跡出土遺物 (147～ 151)
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R A039

B  
・ L=122 100m

RA039 A― A夕 ・ B― B′

1 10YR2/2黒褐色±10YR6/8明 黄褐色上まだらに少量混入
2 10YR3/2黒褐色±10YR6/8明 黄褐色上まだらに多量混入

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査
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第58図  R A039竪穴住居跡 (1)
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2 竪穴住居跡

R A039カ マ ド
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・
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嘲
Ｉ
・

ω
l

b 
・ LE122.100m

R A039カ マ ド a‐ a′ ・ b― b´

1 10YR2/2黒褐色上 焼土粒少量混入

:〔 b写普:,48溜翠留髪鍵薙磐甲駐坐難が響驀興色
土まだらに多量混入

と ,!と穏4ノ落窪農圭
1璧
播窪土曇裾骨き竜天らに少量混入(カマドソデ)

0         1125        1m
I―     「
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第59図  R A039竪穴住居跡 (2)



V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

種別 器種 出上位置
法量 (cm)

色調 重量 (g) 調整 備 考
口径 器 高 底 径

土師器 長月同菱 R A039カ マド中央 10YR6/4に ぶい黄橙色 ョヨナデ ハケメ カマ ド煙道部八 日から倒立

土師器 長胴甕 R A039カ マ ド中央 2 5YR5/3に ぶい赤褐色 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラナデ 152と 並んで出土

土師器 長胴賓 ミA039カ マ ド左 ツデ芯材 10YR6/4に ぶい黄橙色 ヨヨナデ ヘラナデ ハケメ カマドンデ芯材 倒立で出土

土師器 ミ列同寮 R A039カ マ ド右 ツデ芯材 10YR7/4に ぶい黄橙色 1 316 1 ヨコナデ ハケメ ヘラケズリ カマドツデ芯材 倒立で出土

第60図  R A039堅穴住居跡出土遺物 (152～ 155)
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2 竪穴住居跡

カマ ドの芯材 としている。左ソデ (南側)に置かれていた土師器は154、 右ソデ (北側)に置かれて

いた土師器は155である。どちらも完形の状態で置かれたと判断される。火床面は45X38cmの 広が

りを有 し、色調は褐色を呈する。熱変化は深さ約 4 cIIlに 達 している。火床面よりも煙道寄 りには、土

師器小型長胴甕 (152)と 上師器長胴甕 (153)が伏せた状態で並んで置かれていた。

〔埋土〕埋土は2層 に分けられる。断面の形状から自然堆積と推測される。十和田a降下火山灰は確

認 されなかった。

〔出土遺物〕カマド覆土を中心に土師器が総量で4,513.9g出 上した。図示した土師器は4点でいず

れもカマ ドからの出上で合計重量は4,210,2gに なる。152は 頚部に段のあるロクロ不使用の土師器

小型長胴甕である。153～ 1551よ ロクロ不使用の上師器大型長胴奏である。いずれも頚部に段があり、

口縁部は直立ぎみに立ち上がった後に、大きく外反して開く。また底径は小さいが、あまり突き出さ

ない形態であり、 3個体ともに非常に近似した器形を有している。土師器長胴甕154・ 155は 上述の

通リカマドの芯材として使用されていたものである。また、埋土中からの土師器の出土は非常に寡少

であった。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕カマド芯材の上師器長胴甕とカマド出上の上師器長胴甕の形態から、 8世紀前半頃の構築、

使用と推測する。

R A040竪穴住居跡 (第 61・ 62図、写真図版51・ 74・ 75)

〔位置〕2K6n～ o、 2K7n～ oに位置する。

〔重複〕向中野館のR G012堀跡と重複するが、本竪穴住居が古い。また、南西隅付近が攪乱により

壊されている。

〔形態〕東西約268cm、 南北約256clllの方形プランで、床面積は約6.86ピ と推測される。床面は411ね

平坦で、貼床は施されていない。確認面から床面までの深さは約26～ 34cIIlで ある。床面の標高は約

121.79mである。壁は斜めに立つ。柱穴は検出されていない。また壁溝は存在しない。

〔カマ ド〕R G012堀 で壊された部分に熱変化範囲が認められ、本住居のカマド火床面と推測する。

これをカマドの火床面とすると、カマ ドは住居プランの南東コーナー付近に位置することになる。火

床面は45× 4σ clllの広がりを有し、色調は暗赤褐色を呈する。熱変化は深さ約10cmに 達している。

煙道などに関する痕跡は存在していない。

〔埋土〕埋土は2層 に分けられる。断面の形状から自然堆積と推測される。 1層 は十和田 a降下火山

灰が粒状に混入している。

〔出土遺物〕埋土中から土師器・須恵器片が総量で2,626.3g出上した。図示した土師器、須恵器 7点、

合計重量は562.2gで ある。1561よ ロクロ成型の土師器高台付杯である。口縁部カウト反する器形である。

157～ 161は須恵器杯である。いずれも切 り離しは回転糸切である。1611よ外底面に「今」の文字の

墨書がある。162は須恵器長頚壼である。肩部片で破断面は暗灰色の色調を呈する。

〔性格〕プランカMヽ規模であるが、カマドと推測される施設が存在し、古代の竪穴住居跡と推測する。

〔年代〕出上した土師器・須恵器の年代観と埋± 1層 に十和田 a降下火山灰を包含することから、 9

世紀代の構築、使用と推測する。
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R A040

W

R A040焼i C― C´

1 5 YR3/6暗赤褐色焼上 篠多量混入
2 10YR2/3黒褐色土 焼土粒少量、黄褐色上まだらに少量混入

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

0         1:50        2m
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RA040 A‐ A′ ・ B‐ B′

1 10YR2/2黒褐色上 十和田a火山灰混入
2 10YR2/3黒褐色土 礫多量混入

L=121.900m

L=122.200m

第61図  R A040竪穴住居跡
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2 竪穴住居跡
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R A041竪穴住居跡 (第 63～ 65図 、写真図版52・ 53。 75)

〔位置〕 2」 lq～ s、 2J2q～ sに位置する。

〔重複〕他の遺構との重複はない。土坑R D088と 接するが、直接切り合う部分はなく前後関係は不明

である。また、北西隅及び北東隅、カマド本体部分が道路側溝や水道埋設の攪乱により壊されている。

〔形態〕東西約295cIIl、 南北約300cmの方形プランで、床面積は約8.85ピ と推測される。床面は概ね

平坦で、貼床は施されていない。確認面から床面までの深さは約18cmで 、床面の標高は約122.09m

である。壁は概ね垂直に立ち、壁溝は検出されていない。プラン中央やや南東寄りに柱穴に類似する

プランのピット (住居内土坑 2)が検出されたが、断面の観察から柱穴とは認定出来なかった。また

南東隅に浅い掘り込みのプラン (住居内土坑 1)が検出された。断面形は皿形で床面からの深さは約

7 cmで ある。埋土中から土師器長胴奏 (170)が出土している。

〔カマ ド〕西壁中央に煙道が検出され、カマドの存在を認識できた。カマ ド本体は道路側溝の攪乱に

よりほぼ失われている。煙道はなJり 貫き式である。平面形はやや北に湾曲して延びている。またカマ

ドの火床面と推測される焼土の広がりが、道路側溝の攪乱中に残存する状況で検出された。残存部の

種別 器 種 出上位置
法量 (cm)

色調 重豊(g 調整 備 考
日径 器 高 底径

土師器 高台付イ R A040埋土 7 5YRO/4に ぶい橙色 内外面油煙付着 ?

須恵器 不 R A040埋上 136 25Y5/2暗灰黄色 81 破断面暗赤褐色を呈する部分あ り

須恵器 不 R A040埋土 5Y7/2灰 白色 ロクロ 器面剰離 している部分あ り

須恵器 К A040埋土 5C5/1隷灰 色 ロクロ 破断面緑灰色を呈する

須恵器 不 くA040埋上 5Y6/1灰 色 ロクロ 破断面灰色を呈する

須恵器 tT R A040埋土 (15) 10VR5/3に ぶい黄褐色 ロクロ 器面橙色を呈する部分あ り 底面に墨書「今 J

須恵器 長頸壷 R A040埋 土 (40) N3/0暗灰色 54 7 ロクロ 破断面暗灰色を呈する

第62図  R A040竪穴住居跡出土遺物 (156～ 162)

-86-



V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

R A041

計
ざ

―に腑―
・　
Ｆ
Ｈ
岸］中
・∞〇
〇営

ユ ・

RA041 A‐ A′ ・ B‐ B´

を韓‡撻チを昌彊魯三!群譴チ:畳屠響皇き憾會拒蟄鞠少量混入

―ことぃ。 L=122.500m

磯
R A041 住居内土坑 1・ 2C― C´ ・ D― D′

1 10YR3/2黒褐色±10YR6/8明 黄褐色土少量混入

D卜 122 500m D″

1

1磯

0         1:50        2m

R A041竪穴住居跡 (1)
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2 竪穴住居跡

R A 041

計
ざ

a 
・ L=122.500m

R A041カ マ ド A― A′

1 5 YR2/2オ リーブ黒色上 草根多量混入
2 10YR2/1黒色± 10YR3/2黒 褐色上まだらに多量混入

昆 ぜ操:チ:晶果名巷群 員泥紛以藝造父
し草根多量混入

0         1:25 lm
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第64図  R A041竪穴住居跡 (2)



鵜

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

168

0                            10cm

ぐ姶

種別 器 種 出上位置
法量 (cm)

色調 重量(e 調整 備考
口径 器高 底 径

土師器 藍 R A041埋土 (19)
'YR1 7/1黒

色 ヘラミガキ 内外面黒色処理 器高が低 く蓋と推定

土師器 R A041床 面直上 (24) 5YR6/4にぶい橙色 ロクロ 回転ヘラケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 月台上に金雲母顕著に混入

土師器 郎 R A041埋 土 (15) 7 5VR7/4に ぶい橙色 ロクロ 回転かラクズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転糸切の後回転ヘラケズリ

土師器 tIN R A041床 面直上 (35) 54 ⅣR7/8橙 色 底面回転糸切

上師器 イ R A041床 面直上 ,YR6/8橙 色 底面回転糸切 破断面暗赤褐色を呈する

須恵器 郷 R A041埋 土 (10 オ5CY5/1オ リーブ灰色 底面回転糸切 破断面オ リープ灰色を呈する

土師器 長月同嚢 R A041床 面直上 (81 7 5YR5/4に ぶい褐色 ヘラケズリ ヘラナデ 底面ヘラナデか

土師器 長胴甕 R A041床 面直上 (158, 7 5YR4/4褐 色 ヨナデ ヘラケズヅ ヘラナデ 口緑内面に炭化物微量に付着

土師器 長胴甕 R A041埋上 5YR4/6褐色 ヨヨナデ ハクメ 外面炭化物付着

第65図  R A041竪穴住居跡出土遺物 (163～ 171)
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2 竪穴住居跡

広が りは35× 18clllの 広が りで明赤褐色の色調 を呈する。 ソデ部などの痕跡は全 く残存 していない。

〔埋土〕埋土は3層 に分けられる。断面の形状から自然堆積と推測される。埋土中位の2層 には十和

田 a降下火山灰が粒状に少量に混入している。

〔出土遺物〕埋土中から土師器・須恵器片が総量で809.2g出上した。この内、図示した土師器、須

恵器は 9点、合計重量535.9gで ある。1631よ体部の傾きから土師器蓋と判断した。内外面ヘラミガ

キ黒色処理が施されている。つまみ部は欠損している。164。 165は 内面ヘラミガキ黒色処理のロク

ロ土師器郭である。どちらも底辺部及び底面に回転ヘラケズリが施されている。166。 167は 内外面

ロクロ調整のみの土師器杯である。底面は回転糸切である。168は須恵器杯である底面は回転糸切で

内外面、破断面の色調はオリーブ灰色を呈する。169。 170は ロクロ不使用の上師熙尽型長胴奏である。

170は 口縁部内面に炭化物が僅かであるが付着する。1711よ ロクロ不使用の土師器大型長胴甕である。

口縁部～体部上半片で内外面にハケメが施される。外面には炭化物が付着する。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の年代観と埋± 2層 中に十和田 a降下火山灰を包含することから、

9世紀代の構築、使用と推測する。

R A042竪穴住居跡 (第 66・ 67図、写真図版54・ 75,76)

〔位置〕 2」 4s～ u、 2J5s～ u、 2J6tに位置する。

〔重複〕他の遺構との重複はないが、北壁～北東隅～東壁が水道管埋設の攪乱によって壊されている。

〔形態〕東西約353cm、 南北約404cmの 方形プランで、床面積は約14.26だ と推測される。床面は僅

かに凹凸がみられ、貼床は施されていない。確認面から床面までの深さは約26～ 30cmで 、床面の標

高は約121.82mで ある。壁は概ね垂直に立ち、壁溝は存在しない。また床面南西寄りで柱穴に類似

するプランのpp lが検出されているが、深さから推測して柱穴とは認定できない。この他に柱穴と

判断できるピットは検出されていない。

〔カマド〕検出された範囲で明瞭なカマ ドは検出されていなが、プランの北東の水道管で破壊された

際部分の床面に、一次焼土による熱変化を呈している範囲が存在する。全体形がわからず、確定は困

難であるが、カマドに関する痕跡と推測される。これがカマド火床面と想定すると、カマドは北壁の

東寄りか、北東コーナーか、東壁北よりに設置されていたものと推測される。

〔埋土〕埋土は3層 に分けられる。断面の形状から自然堆積と推測される。埋土最上層の1層 には十

和田a降下火山灰が粒状に混入している。また住居プランの南西隅付近に二次焼上の堆積がみられた。

これは床面からやや浮く状態で検出されている。

〔出土遺物〕床面及び埋土中から土師器・須恵器片が総量で1,003.4g出土した。この内、図示した

遺物は土師器が 8点、合計重量710。 lgである。1721よ 内面ヘラミガキ黒色処理のロクロ土師器郭で

ある。底辺部及び底面に回転ヘラケズリが施される。173～ 175は 内外面ロクロ調整のみの土師器杯

である。1751ま器高が低 く皿型に近い器形である。176～ 179は ロクロ不使用の上師器大型長胴甕で

ある。いずれも口縁部から体部上半片である。1791よ 口径26.2cmと 特に大型で、回唇部に面取りがな

されている。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の年代観と埋± 1層 に十和田a降下火山灰を包含することから、 9

世紀代の構築、使用と推測する。
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R A042

卜、

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

0         1:50        2m

―
．ド

・
甲
蔦
〕
”８
ヨ

A

上 .L封拡 500m

RA042 A― Aン  . B_B´

1 10YR2/2黒褐色±10YR6/8明 黄褐色土ローム粒状に少量、十和国a火山灰粒状に少量混入
2 10YR4/2灰黄褐色±10YR6/8明 黄褐色上ローム粒状に多量混入
3 10YR6/8明黄褐色ローム loYR4/2灰黄褐色土少量混入

第66図  R A042竪穴住居跡
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2 竪穴住居跡

∴
貶   震

179

0                              10cm

種 別 器 種 出上位置
法量 (cm)

色調 雹量(g 調整 備 考
口径 器 高 底 径

土師器 郎 R A042埋 土 10YR5/4に ぶい黄褐色 ロクロ 回転かラケズリ ヘラミガキ 内面黒色処理 底面回転ベラケズリ

土師器 雰 R A042埋 士 5YR6/6橙色 ロクロ 底面回転糸切 内面器面が剥離 している

土師器 杯 R A042埋 土 10YR6/4に ぶい黄橙色 外面に油煙微量付着

土師署 郷 R A042埋 上 (40: 5YR7/8橙色 軟質な焼成

土師器 長胴奏 R A042床面直上 (79: 5YR6/8橙色 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラナデ ヨヨナデの後にヘラケズリ
土師器 長胴甕 R A042床面直上 206 5YR6/8橙色 ヨヨナデ ヘラナデ 口縁部外面に爪痕 ?

土師器 長月R甕 R A042床面直上 (731 6YR6/6橙色 121 0 ヨヨナデ ヘラクズリ ヘラナデ 内面に炭化物少量付着

土師器 長胴甕 R A042床面直上 14 6, 10YR7/4に ぶい黄橙色 177 2 ヨコナデ ヘラクズリ ヘラナデ 口唇部に面取 りが施されている
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第67図  R A042竪穴住居跡出土遣物 (172～ 179)



V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

R A043竪穴住居跡 (第 68～ 70図、写真図版55～ 57・ 76)

〔位置〕 l J25u～ w、 2」 lu～ w、 2J2u～ w、 2J3wに位置する。東辺は向中野館のRG
012堀 により失われている。

〔重複〕向中野館のR G012堀 と重複し、本住居が古い。道路側溝等の攪乱により損なわれている部

分がある。

〔形態〕東辺が堀との重複により失われておリプランの全体は検出されていない。南北約566cm、 東

西は検出された分で最大約480cmを測り、方形プランと推測される。検出された分の床面積は約25.00

だ、プランが方形と想定した場合の床面積は約32.03ピである。床面は概ね平坦で、貼床は施されて

いない。確認面から床面までの深さは0～ 28clll、 床面の標高は約122.02mで ある。壁は概ね垂直に

立ち、壁溝は存在しない。柱穴は3個検出されている。また配置の対応関係から、この他に堀によつ

て壊された部位にもう1個柱穴が存在したと推測される。柱痕については、留意して検出平面プラン、

断面を観察したがいずれの柱穴からも柱痕は認識できなかった。、pp lは床面からの深さ約62cIIl、

底面の標高は121.41m、 pp 2は床面からの深さ約5 1cm、 底面の標高は121.56m、 pp 3は床面からの

深さ約59cm、 底面の標高は121,48mで ある。pp lと pp 2の間の柱間寸法は心々距離で約303cm(約 10

尺)、 pp lと pp 3の柱間寸法は心々距離で約333cm(約 11尺)を測る。また検出された範囲内のそ

れぞれのコーナー付近に住居内土坑が検出されている (住居内土坑 1～ 3)。 いずれの深さも床面か

ら10cm台 と浅く、柱穴には成り得ない形状のものである。

〔建物方位〕北壁の軸方向はN-5°一Eである。

〔カマド〕西壁中央にカマドが検出された。厳密に言うと中央からは僅かに北側に寄った位置である。

煙道は到り貫き式で、煙出しに向かって傾斜して下がつている。ソデは明黄褐色土で構築されている。

火床面は56× 50cmの広がりを有し、橙色の色調を呈する。熱変化は約 4皿におよんでいる。

〔埋土〕埋土は4層 に分けられる。断面の形状から自然堆積と推測される。埋土最上層の1層 には十

和田 a火山灰が粒状に少量混入している。また、土層断面図には反映されていないが、住居プランの

南西隅付近に二次焼上の堆積がみられた。

〔出土遺物〕床面、カマ ド中及び床面、坦土中から土師器、須恵器が総量で1,013.lg出上した。こ

の内、図示した遺物は4点、合計重量313.4gで ある。180は内面ヘラミガキのロクロ土師器杯である。

内面に黒色処理がなされていないが二次被熱で炭素が飛んだ可能性が高い。底辺部と底部に手持ちヘ

ラケズリが施される。181。 1821よ須恵器杯である。底部の切り離しは回転糸切である。1831ま ロク

ロ土師器長胴奏である。ロクロ調整の後、体部内外面はカキメが施され、体部中ほど以下はヘラケズ

リが施されている。またロクロの下地のタタキロが祝認できる。

〔性格〕古代の竪穴住居跡である。

〔年代〕出土した土師器・須恵器の年代観と埋± 1層 に十和田a降下火山灰を包含することから、 9

世紀代の構築、使用と推測する。特にロクロ長胴甕 (183)の 形状から、 9世紀の中でも前半に位置

付られる可能性が高い。
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2 竪穴住居跡

R A043

―こと―・ L=122.400m

B 
・ L=122.400m

‐‐」に‐・　
ｏ
‐‐
岸］
〕
・卜
〇〇日

RA043 A― A´ ・ B― B′

1 10YR2/2黒褐色± 10YR6/8明 黄褐色土まだらに少量、 十和田a火山灰粒少量混入
2 10YR1 7/1黒 色± 10YR2/2黒褐色土まだらに少量混入
3 10YR3/2黒褐色± 10YR1 7/1黒 色土ブロック少量混入
4 10YR4/3にぶい黄褐色± 10YR3/2黒 褐色土まだらに多量混入

C´

R A043 ppl

R A043 pp3

1 10YR2/2黒褐色土 黄褐色土粒少量混入
2 10YR3/3暗褐色上 傑多量、黄褐色土少量混入

第68図  R A043竪穴住居跡 (1)

1 10YR2/2黒褐色土 焼土少量、

2高撮9ま憎箔屋遅鍵多量、
黄褐色土少量混入

R A043 pp2

1 10YR2/2黒褐色土 黄褐色土粒

2 劣暴りか暗褐色土 黄褐色土粒

3 劣暴うか褐色土 礫少量混入

0         1:50        2m

フ/
土坑 3

計
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―どと―・ L=122.300m
F.L=122.300m 。二

R A043住 居内上坑 2
1 10YR2/3黒褐色土
2 10YR4/4褐色土

V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

_こ上_. L=122.300m

R A043住 居内上坑 3R A043住 居内土坑 1

1 10YR2/2黒褐色土 焼土粒少量、礫少量混入
2 10YR3/4暗褐色土 焼上少量、黄褐色上少量混入

R A043 カマ ド

黄褐色土まだらに混入 ぁ iI子ミBチな重糧色圭壌多畳盪灸

b´

0         1:25 lm

中
Ｈ
μ
Ｎ
Ｎ

・
∞
〇
〇
日

lω

_±L_.L=122 300m

R A043カ マ ド a― a′ ・ b― b´

1 10YR6/8明黄褐色土 焼土粒微量、10YR2/1黒 色土まだらに多量混入
2 10YR2/1黒色± 5 YR4/4に ぶい赤褐色土まだらに少量混入

ユ iBと 9ヽチt量蒼上機 恩せ貿佑穣ツ蟄 篭舟誌亮弱宴糧竃量慢企らに少量混入
5 10YR6/8明黄褐色± 10YR2/1黒 色土まだらに多量混入
6 10YR3/3暗褐色上 5 YR6/8橙 色焼上、10YR6/8明黄褐色上まだらに多量混入
7 10YR6/8明黄褐色± 10YR2/1黒 色土まだらに少量混入 (カ マ ドツデ)

8 5 YR6/8橙色焼上 (カ マ ド火床面)

9 5 YR3/2暗赤褐色± 10YR6/8明 黄褐色土まだらに少量混入
10 10YR2/1黒色± 10YR6/8明 黄褐色土まだらに多量混入

第69図  R A043竪穴住居跡 (2)

-95-



2 竪穴住居跡

183    0                     10Cm

3 掘 立 柱 建 物 跡

R B014掘立柱建物 (第 71図、写真図版58)

〔位置〕 2Klx～ y、 2Lla～ b、 2K2x～ y、 2L2a～ b、 2K3x～ y、 2L3a～ b

に位置する。北辺の西側は想定プランが第10次調査区にかかっている。第10次調査の記録ではこの

部位で柱穴の検出はない。今次の調査時にはこの部分は造成工事により削平されてお り、柱穴の有無

の検証はできなかった。 しか し、今次調査範囲で検出の柱穴ははっきりしたもので、柱間寸法も規則

性があり、本来第10次調査範囲の想定部位に柱穴があったと判断 したい。

〔重複〕他の遺構との重複はない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は503cm、 梁間は377.25cmである。梁間と桁行の総長の比は3:4
である。桁行 2間 ×梁間1間のいわゆる「梁間一間建物」である。面積は18,98ポ (5.8坪)である。

使用した柱穴は4個である。

〔柱穴〕検出面からの柱穴の深さは約20cmで あり、概ね均―な深さである。いずれの柱穴でも柱痕

は明確に認識できなかったが、pp 2は掘方と柱痕に分けられる可能性のある土層断面の形状を呈する。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-3°―Wである。

〔桂間寸法〕桁行では8.3尺 (251.5cm)を使用している。梁間は14.25尺 (377.25cm)が 使用されて

いるが、これは桁行の総長の3/4に相当する。

〔出土遺物〕柱穴内からの遺物の出土はなかった。

種 別 器種 出上位置
法量 (cm)

色調 猛量(g 調整 備 考
日径 器 高 底径

土師器 郎 R A043Q 3理 土 5YR6/6橙色 ロクロ 手持ちヘラケズリ ヘラミガキ 内面に黒色処理なし 底面ヘラケズリ

須恵器 14N R A043床 面直上 (16) 5YR6/8橙色 ロクロ 内面暗暗灰色を呈する

須恵器 不 R A048Q 4理 土 2 5GY6/1 オリーブ灰| 破断面オ リーブ灰色を呈する

上師器 長胴疑 R A043埋土 134) 7 5YR7/6橙 色 ロクロ カキメ タタキロ ヘラケズリ ぬ外面炭化物少量付着 ロクロの下地にタタキ

第70図  R A043堅穴住居跡出土遺物 (180～ 183)
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3 掘立柱建物跡

〔建物の性格〕小規模の建物であり、付属小屋等の機能が想定される。

〔年代〕平面プランから中世以降の建物と推測される。しかし明確な出土遺物がなく詳細は不明であ

る。

R B015掘立柱建物 (第 72図、写真図版59)

〔位置〕2K2t～ v、 2K3t～ v、 2K4t～ vに位置する。プランは北側の第10次調査範囲

に続くと想定される。第10次調査の記録ではこの部位で柱穴の検出はない。今次の調査時にはこの

部分は造成工事により削平されており、柱穴の有無の検証はできなかった。

〔重複〕R A038竪穴住居とプランが重複する。検出時に前後関係を認識できていないが、本掘立柱

建物が新しいと推測される。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は北側に延びると推測されるが検出した分では桁行は342.4cm

である。梁間は454.6.飢 である。梁問2間、桁行 1間以上の平面プランが想定される。面積は検出し

た分で15.56ピ (4.7坪 )である。使用した柱穴は4個である。

〔柱穴〕検出面からの深さは、削平や遺構内からの検出でまちまちであるが、pp 4を 除き底面標高

は121.58m～ 121.72mに分布し概ね均一といえる。pp 4は底面標高121.92mと 他に比較して浅い。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-5°一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では11.3尺 (342.4cm)を 、梁間では7.5尺 (227.3clll)を 使用している。

〔出土遺物〕pp lの埋土上部からロクロ土師器郭の細片が出上した。重量は7.5gで ある。

〔建物の性格〕全体形が不明であり、確定はできないが、小規模の建物と推測され、付属小屋等の機

能が想定される。

〔年代〕平面プランから中世以降の建物と推測される。しかし明確な根拠はなく詳細は不明である。

R B016掘立柱建物 (第 73図、写真図版60,61)

〔位置〕2K4h、 2K5h～ i、 2K6g～ iに位置する。

〔重複〕他の遺構との重複はないが、柱穴の存在が推定される位置に攪乱があり、柱穴の有無を確認

できない地点がある。

〔平面形式〕掘立柱建物である。2間 ×2間の総柱建物と想定される。北辺の中央の柱穴は攪乱によ

り失われていると推測される。南辺の中央は想定される位置から柱穴が検出されず、柱穴が存在しな

かった可能性と、他に比較して掘り込みが浅い柱穴であった可能性が考えられる。規模は東西辺、南

北辺ともに同じ長さであり、梁、桁の区別ができない。1辺の長さは266.6硼 で、面積は約7.10♂ (2.

2坪 )である。使用した柱穴は7個である。

〔柱穴〕検出面か らの柱穴の深 さはいずれ も30clll台である。底面標高はpp lが 121.59m、 pp 2が 12

1.59m、  pp 3が 121.59m、  pp 4が 121.63m、  pp 5が 121.61m、  pp 6が 121.59m、  pp 7が 121.60m

と概 ね均―である。いずれの柱穴で も柱痕 は明確 に認識で きなかったが、pp l・ pp 3は 掘方 と柱痕

に分けられる可能性のある土層断面の形状を呈する。西辺のpp l・ pp 2・ pp 3は いずれも柱穴が 2

個重複した様な形態を呈するが、検出時、土層断面でも切り合い、重複関係は確認できず、それぞれ

が単独の柱穴と認識した。切り合い関係がないことから、柱の抜き取り痕ではなく、構築時において、

最初に掘った柱穴の掘方が寸法などの都合で不都合が生じ、掘 り直しをおこなった結果の形状と想像

される。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-20°一Eである。
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3 掘立柱建物跡
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V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

〔柱間寸法〕4.4尺 (133.3側)を使用している。

〔出土遺物〕pp lと pp 2の埋土中からそれぞれ土師器長胴甕の細片が出土した。図化は不可能である。

どちらも体部片で詳細な時期は不明であるが、pp l出 土片は内面にハケメが施されており、8世紀

以前の土師器長胴甕に雰囲気が似る。合計重量は22.4gである。

〔建物の性格〕総柱の高床式の建物と想定される。機能は倉庫等の可能性が高い。

〔年代〕平面プランと出土遺物から土師器竪穴住居跡に伴う時期 (8～ 9世紀)と推測される。

4土  坑

R D082土坑 (第 74。 76図、写真図版61)

〔位置〕 l K24e～ f、 l K25e～ fに位置する。

〔重複〕R G016溝 と重複するが、本土坑が新しい。

〔形態〕平面形は長軸約380cm、 短軸約270cmの 精円形を呈する。底面には凹凸があり、壁はやや斜

めに立ち上がる。確認面からの深さは48clllである。底面の標高は121,80m～ 121.91mである。

〔埋土〕3層 に分けられる。層位の断面形状から自然堆積と推測される。

〔出土遺物〕埋土中から、陶器皿片 (184)が l片出土した。重量は4.lgで ある。失透性の藁灰釉

が内外面に施され、口縁部が外反、口唇部が平坦な皿で、東北地方在地産と推浪Iさ れる。時期は19

世紀代以降と推測される。

〔性格〕底面には凹凸があり不整な形状で、樹木の根の除去痕などとも推測されるが、客観的な判断

材料ががなく、土坑の性格は不明とせざるを得ない。

〔年代〕埋土出上の陶器皿から19世紀代の年代の廃絶が想定される。

R D083土坑 (第 74図、写真図版61)

〔位置〕 l K20c～ d、 l K21c～ dに位置する。

〔重複〕R貪 021竪穴住居と重複するが、本土坑が古いと推測される。

〔形態〕南西部が竪穴住居により損なわれており全体形は不明であるが、長軸約250飢、短軸約80cm

の不整な楕円形に近い形状を呈すると推測される。底面は凹凸があり不整な形状である。確認面から

の深さは約1 5clll、 底面の標高は122.12mあ る。

〔埋土〕2層 に分けられた。人為堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕土師器長胴奏の微細片が2片出上した。合計重量9.8gである。

〔性格〕形状が不整で風倒木痕の類の可能性も高い。

〔年代〕年代を裏付ける出土遺物がなく、詳細は不明である。R A021竪 穴住居より古くそれ以前の

構築 (形成)であるが、土師器片を包含することから、8～ 9世紀の範疇と推測される。

R D084土坑 (第 74図、写真図版62)

〔位置〕2K6j～ k、 2K7j～ kに位置する。

〔重複〕攪乱によリプランの一部が損なわれているが、他の遺構との重複はない。

〔形態〕平面形は長軸約135cm、 短軸約1 2 1callの やや不整な形状の隅丸方形を呈する。底面には凹凸

があり、壁はやや斜めに立ち上がる。確認面からの深さは約26cmで ある。底面の標高は121.54m～

121.68mである。北壁と東壁、西壁の北半分の壁面が、火熱により熱変化している。
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V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

〔埋土〕 7層 に分層したが、埋土は5層 に分けられる。 6層、 7層 は壁面が熱変化したもので、埋土

ではない。最下層の 5層 には焼上が多量に混じり、その上の4層 は木灰の層である。またその上の 3

層も焼土をベースする土層である。

〔出土遺物〕埋土下位から、土師器ロクロ不使用長胴甕の口縁部片が出土した。小破片のため図化は

していない。小片のため詳細は不明であるが、 9世紀以降の上師器長胴奏と推測される。重量は10.5

gである。

〔性格〕壁面が熱変化し、埋上下部に、木灰や焼土が多量に含まれており、何らかの物を焼成した遺

構と推測さ″化る。

〔年代〕埋土下部出上の上師器長胴甕片から、土師器竪穴住居跡に伴う時期 (9世紀～)と推測され

る。

R D085土坑 (第75,76図、写真図版62,76,79)

〔位置〕2K8dに位置する。

〔重複〕低地の堆積土中に構築されているが、他の遺構との重複はない。

〔形態〕平面形は短軸約45cm、 長軸約60皿の楕円形を呈する。断面形は皿形で底面も平坦ではない。

最深部の標高は121.49mである。

〔埋土〕埋土は2層 に分けられる。月泰の頭骨を埋納しており、堆積は人為堆積と理解される。

〔出土遺物〕豚の下顎骨が正位で底面に置かれる状態で出土した。頭蓋骨が土坑周辺の遺構検出の際

に出上しており、下顎骨と組み合わせの状況で本土坑の底面に置かれていたと推測される。頭蓋骨、

下顎骨の他には顕椎骨などは見出せず、肉が付着した生首ではなく、白骨化した下顎骨と頭蓋骨を組

み合わせて埋納した可能性もある。また、磁器染付の盃片 (185)が埋土中から出土している。微細

片片であるが、胎土、染付の色調から20世紀以降の所産と判断される。重量は0.5gである。

〔性格〕目的、意図は不明であるが、豚の頭蓋骨と下顎骨を埋納した土坑である。

〔年代〕豚の頭骨と共伴した磁器片から、埋納は20世紀代のことと判断される。

R D086土坑 (第 75・ 76図、写真図版62)

〔位置〕2K6d～ e、 2K7d～ eに位置する。

〔重複〕R G018溝 とプランが重複するが、本土坑が新しい。また、本土坑は低地の堆積土中に構築

されているが、低地より本土坑が新しい。

〔形態〕平面形は長軸約205cm、 短軸約162cmの やや不整な形状の隅九長方形を呈する。壁は概ね垂

直に立ち上がる。底面には東側の壁際に径約20cmの 窪みが 4つ ある。断面形が皿形のもの極浅いも

ので、柱穴の類ではない。確実な判断は難しいが、土坑掘削時の掘方の痕跡と推測したい。内部に充

填されている土は、土坑の底面を平坦にするために施されたものと推測される。確認面からの深さは

約62cm、 底面の標高は約121.46mである。

〔埋土〕 8層 に分層したが、 6～ 8層 は底面を平坦にするために施された土と推測され、純粋な埋土

は5層 に分けられる。土層断面の形状から東側から土が流入した自然堆積と推測される。埋土最上部

の 1層 には十和田a降下火山灰が粒状に混入している。底面を平坦にするために施された土と推測さ

れ 6～ 8層 は、硬く締まっておらず、住居の貼 り床とは趣が異なる状況である。

〔出土遺物〕埋土下位から、須恵器杯片 (186)が出土した。口縁部径約 1/6残存の小破片で重量

は7.8gで ある。
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V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

〔性格〕底面を平坦にし、開口した状況で使用された土坑であるが、具体的な用途は不明である。

〔年代〕埋土下部出土の須恵器不片と、埋土上部の十和田a降下火山灰から、土師器竪穴住居跡に伴

う時期 (9世紀)の構築、使用と推測される。

R D087土坑 (第75'76図、写真図版63)

〔位置〕2K7r～ t、 2K8r～ tに位置する。

〔重複〕向中野館のR G012堀 と重複するが、本土坑が新しい。プランの南側は調査区域外に延びる。

〔形態〕南側のプランが調査区外にかかるが、開口部は径約290clllの 円形、底面が110× 70cmの楕円

形と推測される。確認面からの深さは約168cm、 底面の標高は約120.28mである。壁は斜めに立ち上

がる。調査時には底面付近では湧水が著しい状況であった。

〔埋土〕調査区境界部の際に位置し、調査区外と調査区の比高差、さらに本土坑自体の深さをも150

cm以上あり、断面を設定しての掘り下げは困難であり、また、R G012と の重複関係は検出平面で確

認できており、堆積上の観察は行っていない。

〔出土遺物〕埋土中からインク瓶 (187)、 ビール瓶 (188)が 出土した。インク瓶の重量は94.2g、

ビール瓶の重量は408.5gである。この他に近代以降の陶磁器片も少量出土したが、図示はしていない。

187の インク瓶は緑色のガラス製で底面に「工」の陽刻がある。188の ビール瓶は「DAINIPPON
BREWERY」 の陽刻があり、大日本麦酒株式会社のビール瓶である。

〔性格〕形状から丼戸の可能性が考えられるが、確実な判断は難しい。

〔年代〕R GO12堀 との重複関係と出上した瓶類の年代観から20世紀前葉頃の廃絶が推測される。

R D088土坑 (第 76図、写真図版63)

〔位置〕2J2r、 2」 3rに位置する。

〔重複〕R A041竪 穴住居と接するが、切り合いはなく前後関係は不明である。また、攪乱によリプ

ランの北東部分が損なわれている。

〔形態〕攪乱により全体形は損なわれているが、平面形は長軸約120cIIl、 短軸約80cmの楕円形と推測

される。底面には凹凸があり、壁はやや斜めに立ち上がる。確認面からの深さは0～ 1 0cm、 底面の

標高は122.10m～ 122.20mである。

〔埋土〕埋土は1層 に分層される。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土から、ロクロ使用の杯が3片、ロクロ使用の小型長胴甕と推測される破片が1片、

ロクロ不使用の土師器長胴甕と推測される破片が1片出土した。いずれも微細片で図化はおこなって

いない。合計童量は31.9gである。

〔性格〕不明である。

〔年代〕埋土出上の土師器片から、土師器竪穴住居跡に伴う時期 (9世紀～)と 推測される。
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4 土坑

R D088

A . L=122.500m

RD088 A― A′

1 10YR3/1黒褐色土 土師器片包合、10YR6/8明 黄褐色土混入

0         1:50        2m

184

で ヾ ノ
185

5溝 堀

R G016溝 (第 77図、写真図版63)

〔位置〕 l K23d～ e、 l K24d～ e、 l K25d～ e、 2Kld～ eに位置する。

(重複〕R D082土坑と重複するが本溝が古い。また南端攪乱により損なわれており、それ以南のプ

ランが不明になっている。

〔形態〕幅62～ 78cmの溝である。長さは約760clll分 が検出された。南側は攪乱によリプランが途切

れており、本来は南側にプランが連続していたと推測される。確認面からの深さは約2 1cmで 、底面

の標高は約121,84mである。底面の傾斜は検出された範囲では明瞭でない。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。流水の痕跡はない。

〔出土遺物〕なし。

BA‖ N‖

種別 器種 出土位置
法量 (cm)

重量 (ご 調整・織など 産地 年代 備 考
口径 器高 底径

陶器 皿 R DOS2理土 (19 藁灰釉 在地産 胎土黄褐色

滋器 盃 R D 085埋 土 染付 不明 豚の頭骨 と共に出土

須恵器 不 R D086埋 土下位 134 (27) イ 3 ロクロ 不 粥 灰オ リーブ色を呈する

ガラス瀬 インク瓶 R D087埋 土 緑色のガラス 不 明 ガラスに気泡混じる

188 ガラム瓶 ビール瓶 R D 087埋 土 67 茶色のガラス 不 明 20C前 半 「DAINIPPON BREWERY Co,LTDJと 刻印

第76図  R D088土坑・土坑出土遺物 (184～ 188)
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V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

〔性格〕北側に位置するR G017溝 は、本溝と連続しないが、走行方向は同一であり、同時存在の同

じ用途の溝と推測される。R G016及 びRG017の 西側には、向中野館を囲む堀の内側に伴って土塁が

構築されていた。R G016及 びR G017は 土塁の東端に沿う走行であり、土塁に関係する何らかの機

能を持った溝と推測される。明確な機能を示すことは難しいが、土塁構築工事の際の基準線、あるい

は、土塁から流れ落ちる水を受ける「雨落溝」などの機能を想定できる。

〔年代〕向中野館を囲む土塁との関係が想定され、向中野館の構築、機能時の所産と判断される。向

中野館の年代が不明瞭な状況であり、詳細な時期を示すことは難しい。重複し本溝より新しいR G08

2土坑は出上した陶器から19世紀以降の所産と判断されており、本溝の下限年代を示す事象となる。

R G017溝 (第 77図、写真図版63)

〔位置〕 l K20d～ e、 l K21d～ e、 l K22d～ eに位置する。

〔重複〕他の遺構との重複はない。

〔形態〕幅120～ 1 40clllの 溝である。長さは約420cm分が検出された。北側は削平によリプランが途

切れており、本来は北側にプランが連続していたと推測される。確認面からの深さは約H cmで、底

面の標高は約122.05mである。底面の傾斜は検出された範囲では明瞭でない。

〔埋土〕 2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。流水の痕跡はない。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕南側に位置するR G016溝 は、本溝と連続しないが、走行方向は同一であり、同時存在の同

じ用途の溝と推測される。R G016及 びR G017の 西側には、向中野館を囲む堀の内側に伴って土塁

が構築されていた。R G016及 びR G017は 土塁の東端に沿う走行であり、土塁に関係する何らかの

機能を持った溝と推測される。明確な機能を示すことは難しいが、土塁構築工事の際の基準線、ある

いは、土塁から流れ落ちる水を受ける「雨落溝」などの機能を想定できる。

〔年代〕向中野館を囲む土塁との関係が想定され、向中野館の構築、機能時の所産と判断される。向

中野館の年代が不明瞭な状況であり、詳細な時期を示すことは難しい。

R G018溝 (第 77図、写真図版64)

〔位置〕2K5e～ f、 2K6c～ d、 2K7c～ dに位置する。

〔重複〕R D086土 坑とプランが重複するが本溝が古い。また向中野館のR GO12堀 方向 (西側)に

溝が延びており、堀で立ち切られる形になっており、本溝はR G012堀 より古いと推測される。また、

東端は攪乱により壊されており、それより東側では溝の続きは検出できなかった。そして、本溝は低

地の堆積土中に構築されているが、低地より本溝が新しい。

〔形態〕幅30～ 40cmの溝である。長さは約880cm分が検出された。確認面からの深さは約33cmで 、

底面の標高は約121.68mで ある。底面の傾斜は検出された範囲では明瞭でない。平面図では表現で

きなかったが、掘削の際の工具痕と推測される凹凸が底面、壁面の全面にわたって看取できた。

〔埋土〕 2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。流水の痕跡はない。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕何らかの区画溝の可能性も推測されるが、不明である。

〔年代〕本溝は、十和田a降下火山灰を包含し、出土須恵器から9世紀頃の構築、使用と推測される

R D086土坑よりも古く、 9世紀以前の構築、使用と推測される。
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5溝 ・堀

R G016・ 017

R G017

R G016

R G018
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V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

0         1:50        2m

⑮
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A . L=122.000m
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◎
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RG019 A― A′

を !1織をアを暑壱樫霊鞍篭貨禁密暴畳冶入

第78図  R6019溝跡
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5溝 ・堀

R6019溝 (第 78図、写真図版64)

〔位置〕 2」 10y、 2 Jlly、 2K10a、 2 Kllaに位置する。

〔重複〕向中野館のR G012堀 と接するが、本溝からR G012堀 に連結する構造で同時存在と推測さ

れる。

〔形態〕攪乱により南壁が損なわれているが、幅約340cmの 溝である。長さは約180cm分 が検出され

たが、本来は西側に連続している溝と想定される。西側には近～現代の用水路のコンクリート製の集

水枡が設置されており、その工事の際に破壊されたと推測される。確認面からの深さは約35cmで底

面の標高は約121.42mである。底面の傾斜は検出された範囲では明瞭でないが、西から東に水が流れ、

R G012堀 に水が落ちる構造と推測される。

〔埋土〕 3層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕調査前には本調査区を東西に横切る農業用水路が存在していた。これは、ヒューム管とコン

クリート用壁の滞を連結した構造であつた。この用水路は鹿妻堰から分岐した農業用水路であり、近

世以来のものが踏襲された用水路と推測される。この用水路は向中野館の堀の南辺の埋土中に沿って

構築されており、堀のプランを利用して構築された用水路と理解できる。明治初頭の地籍図にはこの

現代の用水路と概ね同じ位置に、用水路を示す線引きがなされており「才川溝」の名称が付されてい

る。これによってこの用水路の名称は「才川溝」と理解できる。「才川溝」は西側から連続してくる

用水路で、西側から来た用水路が本調査区付近では、向中野館の堀の南辺に連結する流路となってい

る。本溝は「才川溝」がコンクリート枠に改修される以前の、西側から来る用水路と、向中野館の堀

利用部分の用水路を連結する部位の水路の痕跡と推測される。

〔年代〕本溝からの出土遺物はないが、向中野館の堀の南辺の埋土中からは多くの近世陶磁器が出土

しており、農業用水路である「才川溝」として機能していた段階に混入した遺物と判断される。この

状況から本溝も近世の段階に使用されていた可能性が高い。

R G012堀 (第 79～ 85図、写真図版65・ 66・ 76～ 78)

〔位置〕第10次調査で既に検出されている堀である。本堀は細谷地遺跡第25次調査区にプランが延

びる部位がある。今後、関係機関による遺跡範囲の修正や、遺構名の取扱の変更も予測されるが、本

報告では、便宜的にその範囲も向中野館遺跡に含まれるものとして報告する。よって遺構名も「向中

野館遺跡R G012」 として扱うこととする。

今次調査の範囲内では、 2」 lw～ y、 2J2w～ y、 2J3w～ y、 2J4x～ y、 2J5x～ y、

2J6x～ y、 2J7x～ y、 2」 8y、 2J9y、 2Kla、 2K2a、 2K3a～ b、 2K4a
～b、 2K5a～ b、 2K6a～ b、 2K7a～ y、 2K8a～ m、 2K9a～ m、 2K10a～ 1、

2 Klla～ 1に位置する。

〔重複〕R A040・ 043竪穴住居と重複するが本堀が新しい。また、ビール瓶等が出土したR D087

土坑と重複するが本堀が古い。

〔形態〕大規模な堀である。今次調査範囲では向中野館を囲む堀の西辺の南部から、コーナーを巡り

南辺の西部にかけてが検出された。西辺は約16m、 南辺は約37m分が検出されたが、南辺の東側部

分約16mは北岸縁辺部のみの検出である。上幅は490cm～ 700cmを 測り、西辺では500cIIl程度、南辺

では、南縁の上部が裾状に広がり690cm程 の部分が多い。

検出面からの深さは約124cmで 、底面の標高は約120,74mで ある。底面の標高は第10次調査範囲
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5 溝・堀

を含めて概ね均―で 120。 70cm台であ り、一定の方向に傾斜があるわけではない。堀の断面形は腰部付

近に丸みを持ち深皿状 を呈する。

〔埋土〕埋土は西辺で 1ケ 所 (断面A― A′ )、 南辺で 2ヶ 所 (断面 B一 B′ 、断面 C― C′ )で観

察 した。断面A一 A′ は 8層 に分けられる。この内上部の 1層 は農業用水路のヒューム管埋設の際の

掘方を埋めた上である。ヒューム管埋設は、調査区を縦貫 していた農免道路建設の際に、道路と水路

を交差 させるために施行されたと推測され、昭和40年代の工事 と判断される。 1層 中からはビニー

ル屑などが出上 している。 2～ 4層 は、ヒユーム管埋設の際に、従前の農業用水路を埋め立てた上で

ある。 5層 は農業用水路の底面に堆積 した水成堆積層である。 2～ 5層が充填される農業用水路は、

堀が半ば埋まった状態での再び掘 り返 しての使用状況で、使用開始年代は不明であるが、下限年代は

ヒューム管埋設の昭和40年代 ということになる。 6～ 8層 は明確な水成堆積層ではなく、堀が堆水

していたか否かは判断が難 しい。

断面 B一 B′ は 5層 に分けられる。 1′ とした層は、10世紀以前に堆積が完了 していた低地の堆

積上であり、堀の埋土とは区分される。堀上部中央の攪乱とした窪みは、コンクリー ト用壁で造 られ

た農業用水路の痕跡で、コンクリー ト用壁を重機で取 り外 したため生 じたものである。断面A一 A′

のヒューム管の水路に対応するもので、昭和40年代の構築と判断される。 1層 はコンクリー ト用壁

を設置する際にそれ以前の農業用水路を埋め戻 した上である。この農業用水路は堀の堆積が進んだ状

態を再び掘 り返して構築されたものと推測される。 1層 の下部の 2層からはビニール屑などが混入し、

コンクリー ト用壁の水路を構築の際に掘 り込まれた部分と推測される。 3～ 5層 は上部の上層 と比較

すると相対的に古い層であり、堀構築後に順次堆積 した土層で、近世頃には堆積が完了 していたと推

測される。断面 C― C′ は堀の北壁の一部分 しかかかつておらず、全体の断面形は不明である。得ら

れた土層からは、断面B一 B′ と類似する状況 と想定される。

〔出土遺物〕東西に走る堀の南辺の埋土中から近代以降の物品や、近世陶磁器が多量に出土している。

近代以降の物品はヒユーム管・コンクリー ト枠の埋土や、その設置の際の土から出上 した。これら近

代の物品は陶磁器、ガラス製品、プラスチック製品、ビニールなどがあるが、遣物 として掲載 してい

ない。近世の陶磁器はその下部の層から主に出上 した。出土 した陶磁器は掲載番号201～ 219、 221

～236が該当する。各陶磁器の属性は観察表に記 してあるが、18世紀代から19世紀の所産のもので

構成される。17世紀以前 と中世に属する陶磁器の出土はなかった。磁器は焼継痕がみられるものが

多数存在するのが特徴的である。これらは本遺構が、農業用水路である「オ川溝」が機能 していた段

階に流入 した遺物 と判断され、18世紀以降には、向中野館の堀が農業用水に転用されていた状況を

物語つている。

〔性格〕向中野館を囲む堀である。向中野館遺跡第10次調査ですでに検出されている堀であり、本

調査時で検出された部分はそれに連続するものである。第10次調査で検出された部分も含めると、

堀の北辺の全体、西辺の全体、南辺の西側部分が検出され、東側が開く「コ」の字形の形状と推測さ

れる。東辺は堀が存在 しないが比高差 lm程の段丘崖になってお り、地形的には区分され、居館の範

囲は画されている状況である。東辺の比高差を考慮すると、東辺の堀が侵食により失われたのではな

く、当初から、東辺は段丘崖で区画された状況が推測される。しかし、居館使用時よりもさらに、段

丘崖の浸食が進んでいると推測され、土塁の有無など居館使用時の状況は明確にし難い。堀 と段丘崖

で区画される範囲は、南北46～ 50m(堀の内法)、 東西約55m(堀 の内側 と段丘崖の上端)である。

今次の調査では、堀に伴 う土塁は存在 していなかったが、第10次調査の堀の北辺、東辺の途中まで

は下幅 5～ 8m幅の土塁が構築されてお り、向中野館の面積はさらに狭いものになる。南辺にも同規
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V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

国フ

く毬 ノ

0                               10cll

峠

種月1 器 種 出上位置
法量 (cn)

重量 (す 調整・釉など 産 地 年 代 備 考
口径 器 高 底径

磁 器 碗 R C012埋 土 (11) 染付 単削 1690- 焼継痕あ り

骸 器 碗 R C012コ ーナー付近埋土 (33) 34 染付 一副 破断面に酸化鉄分付着

磁 器 碗 R C012埋 土 (67) 染 付 一酬 破断面に酸化鉄分付着

磁器 碗 R G012埋 土 (25) 染付 一刊 二次被熱 している

磁 器 腕 R C012埋 士 (39) 染付 肥 前 波佐見産か

磁器 碗蓋 RC012埋 上 98 染付 青磁紬 単削 18C後半～19C初 見込ヨンニャク印半!

磁 器 碗 R C012埋 土 染付 一削 端反碗  内外面に酸化鉄分付着

磁器 碗蓋 R C012埋 上 26 染 付 一副 1730-1860 207の 蓋

209 磁器 婉蓋 R C012埋 土 (1 29 8 染付 一副 焼継痕あ り 記号あり

磁器 碗蓋 R G012ヨ ーナーlNl近埋土 (1 染付 一酬

磁器 碗 R G012埋 土 80 染付 口紅 瀬 戸 19C前 半 口紅が施 される

磁器 売 R C012埋 土 (291 染付 瀬戸カ 19C前半 染付の盛 り上が りが少なヤ

第82図  R G012堀跡出土遺物 (1) (201～ 212)
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5溝 ・堀

引

218
217

種 別 器種 出上位置
法量 (cm)

重量(ど 調整・釉など 産地 年 代 備 考
口径 器 高 底径

磁器 皿 R C012埋 土 (26 染付か 肥 前 見込蛇 目釉剥 高台都露胎

磁器 皿 R C012埋 土 (131 染付 単剛 18C後 半～19C初 凹蛇 日高台 銘「富費長春

磁器 皿 R C012埋 土 (131 62 3 染付 単削 18211-1860 山水楼閣文

磁器 皿 R C012埋 上 (16 染 付 一副 山水楼閣文

磁器 皿 R C012埋土 164 染付 一副 染付の発色悪い

磁器 皿 R C012埋 土 染付 肥前 見込松竹梅文

磁 器 皿 R C012埋 土 染付 肥 前 焼継痕あり

磁器 人皿 土塁INl近 (1,25y)表 採 (t OI 染付 一副 漆継痕あり 10次調査出土月 と接合

磁器 大 皿 R GO12埋 土 染付 一剛 底部見込に圏線 蛸唐車に縁取 りあ り

(213～ 221)第83図  R G012堀跡出土遺物 (2)

-116-



V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

切
~Ⅷ

0                              10cll

種別 器種 出上位置
法量 (cm)

重量(g 調整・釉など 産 地 年代 備 考
口径 器高 底径

磁器 猪 口 TIq査 区内表採 68 56 染付 肥前 重機掘削中に出上

磁器 猪 口 R C012埋 上 染付 口紅 肥前 1780-1860 凹蛇 目高台 染付の発色悪い

磁器 琳 R C012埋 土 (45) 15 2 染付 単刊 口縁部波状になっている 二次被熱 している

磁 器 沐 R C012埋 土 (35) 染付 肥前 1820-1860 焼継痕あり

磁 鶏 沐 R C012埋 土 (59) 染付 肥前 1820-1860 口縁部人角形

朧 鉢 R G012埋 土 (電 1) 70 染付 肥前 1780-1860 焼継痕あり

蹴 段重 R C012コ ーナー付近埋土 染付 肥 前 1690-1780 口縁部無釉

鰐 火 入 R C012埋 土 (40) 染付 望酬 18C後半～19C初 凹蛇 日高台 内面無釉

弼 津酒徳串 R C012埋 土 (74) 染付 月]前 1780-1860 内面無釉

磁器 伸酒徳利 R C012埋 土 (55) 疑付 肥前 内面無釉

端 瓶 R C012理 土 (43) 52 77 1 染付部なし 肥前 1690-1780か 内面無釉

磁 器 値木鉢 R C012埋 土 染付 月巴前 1780´ヤ1860 内面一部無釉

第84図 R G012堀跡出土遺物 (3) (222～ 233)
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5 溝・堀

34

o                              10clll

|

種別 器種 出上位置
法量 (cm)

重量 (ご 調整・釉など 産地 年代 備 考
口径 器 高 底径

陶器 火 入 R C012埋土 (37 108 1 黄褐色の釉 肥前 ? 18C前半 ? 肥前産陶器に似るが詳細不明

陶鶏 すず徳利 R C012埋土 (104 白濁釉 褐釉 在地 高台内も自濁釉

陶署 土瓶 R C012埋土 (74) 藁灰釉 大堀相馬 図は 2祓片から合成

陶器 通い徳利 開査区内表採 k計測 鉄釉 透明釉 美濃高田 20Cか 10次調査区からも出土

第35図  R G012堀跡 。遺構外出土遺物 (234～237)
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V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

模の上塁が構築 されていたと仮定すると土塁内部は、南北40m以下 となる。

調査前には本調査区を東西に横切る農業用水路 と、それに合流する南北に走る農業用水路が存在 し

ていた。これは、ヒューム管とコンクリー トU字溝を連結 した構造であった。これらの用水路は鹿妻

堰から分岐 した水路であり、近世以来のものが踏襲された用水路 と推測される。これらの用水路は向

中野館の堀に沿って構築されてお り、堀のプランを利用 して構築された用水路 と理解できる。明治初

頭の地籍図にはこの現代の用水路 と概ね同じ位置に用水路を示す線引きがなされてお り、東西に走る

溝は「才川溝」、南北に走る溝は「館溝」の名称が付されている。これによってこの用水路の名称は

東西に走る溝 (堀 の南辺)は「才川溝」、南北に走る溝 (堀 の西辺)は「館溝」 と理解できる。「オ

川溝」は向中野館の堀の南辺に連結する流路 となっている。「館溝」は鹿妻堰から分岐し、西側から

東側に走 り、西側から来た用水路が本調査区付近では、流路が堀の西辺に沿って南側に転 じ、「才川

溝」に合流する水路である。近世陶磁器の出土から、18世紀代以降には、本遺構は堀の形状を踏襲 し、

農業用水路に転用され使用されたと判断される。この段階では居館を囲む堀 としての機能は失われて

ヤhる と理解される。

〔年代〕本遺構の構築年代は、向中野館が居館 として構築された年代 と重なるものである。堀で囲ま

れた範囲内 (向 中野館北館は除 く)か らは、中世に属する陶磁器の出土は報 じられておらず、また本

R G012堀 の埋土中からも近世以降の遺物 しか出土 しておらず、本遺構の構築が中世にさかのぼるか

否かは不明である。また、本遺構が農業用水路に転用されるのは、鹿妻穴堰が開削された17世紀以

降と理解され、本遺構の出土遺物からは、18世紀代以降の転用が推測される。

6 そ の 他 の 遺 構

低地跡 (第 86図、写真図版67)

人為的な遣構ではないが、本調査次範囲の南西部に低地跡が存在し、ここでその様相を記す。

〔位置〕 2」 区から2K区西半部にかけて位置する。

〔重複〕R A042竪穴住居跡、R D085。 086土坑、向中野館のR G012堀 と重複するが、いずれの遺

構よりも本低地が古い。

〔形態〕今次調査範囲外の西側での形態は不明であるが、本次調査区では東西長25m、 南北最大幅

18mを測る。深さは検出面から40cmほ どである。平面形は西側の幅が広く、東側が狭い形態である。

標高の低い東側でプランが終息しており、埋没沢ではなく低地跡と称することとした。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積と判断される。埋土の最上部には十和田a降下火山灰が散布し

ており、本低地の埋没年代を示している。

〔出土遺物〕なし。

〔性格〕自然地形の窪みと推測される。堆積土は明瞭な水成堆積を示す様相は見いだせず、恒常的に

水が溜まっていた状況とは考えられない。

〔年代〕堆積土坑中から出土遺物がなく、低地が開口していた年代は明確ではない。堆積上の再上面

には十和田a降下火山灰が少量散布し、また、堆積土を掘り込んで9世紀代以降のR A042竪穴住居

が構築されており、9～ 10世紀の段階には堆積が完了している状況を読み取れる。
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6 その他の遺構

低地跡 断面図

低地跡 B-8´

1 10YR1 7/1黒 色土 最上面に十和田a火山灰微量混入 混入物ほとんどなし
2 10YR2/3黒 褐色上 混入物なし

X=-36050.000

向中野館遺跡第13次調査区

o       l:150     5m

向中野館遺跡
第12次調査区
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V 向中野館遺跡第12・ 13次調査

遺構外出土遺物 (第 83・ 85'87図、写真図版77・ 78)

本次調査区は、ほとんどの範囲が道路の路面として使用されており、道路の路盤工事のために、遺

物を包含する自然堆積の上層は残存しておらず、それによって遺構外出土遺物は寡少である。

掲載番号220の肥前産磁器の大皿は、 lK区付近の地表面で採集したものである。本次調査区で採

集した破片と第10次調査の土塁付近で出土したものが接合し、接合した状況を実測図で示した。写

真は、本次調査区で表採した破片のみ掲載している。口縁部内面は唐草文、見込みは山水文の絵柄の

大皿で、概ね18世紀代の製作と推測される。口縁部を欠損するが、口径約一尺の皿と推沢Jさ れる。

破断面に漆が付着しており「漆継ぎ」が施されている。染付の発色は綺麗な紺色で精選された呉須が

使用されており優品である。

237は 陶器の「通い徳利」である。破片の一部が本次調査区で表採され、大部分の部位は第10次調

査の際に土塁上から出土したものである。体部には「中源酒店」、「銘酒 國自慢」、「未 五十ノ咽 、

「二～」と文字が記される。「中源酒店」は取り扱っている商店の屋号である。調べた範疇では、最

寄りの町場である仙北町には、この屋号の酒屋は所在していない。「銘酒 囲自慢」は取 り扱ってい

る酒の銘柄である。この銘柄の酒についても調べたが、見出すことがきなかった。また、「未 (ひつ

じ) 五十人」は十二支と数字の組み合わせによるもので、徳利の貸し出しの整理番号と理解される。

「二～」は徳利の容量を示すと思われ、容器の大きさから「二升入」と記されていたと推測される。

年代は近代以降のものであるが、近代陶器研究の蓄積が浅く詳細な製作年代を示すことができない。

掲載番号301～ 3041ま 銭貨である。 4枚が重なった状態で癒着して同一の地点 (2K2wグ リッド)

から出土した。遺構検出の際のクリーニング時に出上したもので、遺構の掘 り込みは見い出せず、埋

納した状況とは読み取れなかった。銭種はいずれも「永楽通賓」で、いずれも径や厚みから模鋳銭と

判断される。永楽通賓の初鋳は1408年であり、それ以降の鋳造となる。出土地点は向中野館の堀内

部に相当し、向中野館が営まれた年代を示す資料となる可能性がある。

種類 出上位置 直径 (cm) 藍さ (質 ) 金属の種類 初鋳年代 備 考

永楽通賞 模鋳銭 2K2w検出面 銅 明 408年 301～ 304は癒着 して出土

永楽通費 模鋳銭 2K2w検出面 明 408年 縁辺部欠損

永楽通費 模鋳銭 2K2w検出面 明 408年 縁辺部欠損

永楽通費 模鋳銭 2K2w検出面 銅 明 408年 一部欠損

第87図 遺構外出土遺物 (301～ 304)
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めとまⅥ

1 細谷地第24・ 25次、向中野館 第 12・ 13次調査検 出の古代 竪穴住居 について

これまでの細谷地遺跡、向中野館遺跡の発掘調査では多数の古代に属する竪穴住居 (合計200棟以

上)が検出されている。細谷地遺跡と向中野館遺跡の境界には何ら自然地形の変化はなく、竪穴住居

の分布状況からも、両遺跡の古代 (8世紀頃～10世紀代)集落は連続する一体のものであることは

明白であり、両者を区分して考察する必然性は存在しない。盛南開発に伴う細谷地遺跡の調査は今後

も継続する予定であり、細谷地、向中野館遺跡の古代集落についての総合的な検討は、この調査終了

後に行うべきと考える。今回は、細谷地遺跡第24・ 25次、向中野館遣跡第12・ 13次検出の古代竪穴

住居についてのみ、その様相を示すこととする。

竪穴住居の年代については確定できない部分があり、大雑把な区分となっている。ロクロ使用上師

器の開始年代を 9世紀初頭と仮定すると、11・ 13・ 14(表の香号)の 3棟が 8世紀以前、他 15棟は

9世紀以降と分類できる。面積は 2が最少で5。 33ポ、最大は 3の 64.34♂ となる。最 も多いのは、20

～30ピ代で半数以上がこの面積に納まる。カマ ド位置は、 8世紀以前の住居は 3棟中 2棟が西壁で、

第 6表 細谷地遺跡第24・ 25次、向中野館遺跡第 12・ 13次検出古代竪穴住居一覧表

番号 遺構名 時期
面積 (∬ )

(推定値含む)

カマ ド位置 煙道形状 柱穴

細谷地 R A175 9世紀 28.03 東南壁 掘込み な し

2 細谷地 R A180 9世紀 5.33 】ヒ垣き 掘込み な し

つ
０ 細谷地 R A181 9世紀 6434 】ヒ彊き 掘込み (4個 )

細谷地  R A182 9世紀 21.20 西壁 釧 り貫き な し

5 細谷地 R A183 9～ 10世紀 2419 不 明 不 明 な し

6 細谷地 R A184 9世紀 11.61 不 明 小 明 な し

7 細谷地 R A185 9世紀 15.38 西壁 堀込み な し

8 細谷地 R A 186 9世紀か 不明 不 明 不 明 不明

9 向中野館 R A021 9世紀 20.83 西壁 堀込み 4イ回

10 向中野館 R A030 9世紀 30。 10 西壁 到 り貫 き (4イ回)

向中野館 R A036 8世紀初頭以前 2061 不明 (西壁か東壁 ) 不 明 (4個 )

12 向中野館 R A037 9世紀 20.93 西壁 堀込み 4個

つ
０ 向中野館  R A038 8世紀前半 24.88 西壁 JTH込 み な し

14 向中野館 R A039 8世紀前半 23.97 西 壁 堀込み な し

15 向中野館 R A040 9世紀 6.86 南東隅 不 明 な し

16 向中野館 R A041 9世紀 8.85 西壁 釧 り貫 き な し

17 向中野館 R A042 9世紀 14.26 不明 (南壁、西壁以外 ) 不 明 な し

18 向中野館 R A043 9世紀 32.03 西壁 剣 り貫き (4個 )
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Ⅵ  まとめ

残 り1棟 も西壁の可能性がある住居である。 9世紀以降の住居は、カマ ド位置不明を除いた11棟の内、

西壁が 7棟、北壁が 2棟、南東壁 1棟、南東隅 1棟で、西壁が卓越 している。また 9世紀以降の住居

で今Jり 貫き式の煙道が 4棟あるが、いずれもそのカマ ド位置は西壁である。主柱穴を有する住居は 6

棟存在する。いずれも4本柱 と推測される。この内、今回検出の中で床面積の広さ 1～ 3位の 3・ 18・

10(広 い順)に は主柱穴がみられるが、床面積第 4～ 8位の 1・ 13・ 5,14・ 4に は主柱穴が確認

されていない。そ して 9～ 11位の12・ 9。 11に は主柱穴が存在する。床面積の 4位から11位 は20だ

代で面積の差は僅かであるが、床面積 と主柱穴の相関関係は見出し難い。

細谷地第24・ 25次、向中野館第12,13次調査出土の古代土器について

今回出上した土師器、須恵器については各出土遺構の文中と観察表中で、その特徴を示している。

ここでは全体を概観し、今回出土した古代土器の状況を記す。

(1)8世紀以前の上師器

向中野館遺跡 R A036・ 038,039で 8世紀以前の上師器が出土 している。それぞれの住居で、良

好な器種セットが得られておらず、また出土土師器も全体の器形がそろっていないものが多く詳細な

年代推測が困難な状況にある。

ネの形態では、R A036の 口縁部片117は外反する口縁形態であり、内外面に段がみられる。底部

片118は 完全な丸底であり、R A036の杯は、九底で口縁部力彩卜反する形態が推測される。それに対し

てR A038の杯149,150は 口縁部が内湾気味に立ち上がり、底部も九底ではあるが、R A036の 117

よりも座 りの良い形態で、両者に形態差が認められる。僅かな資料での比較で、確実性に乏しいが、

杯の形態からR A036が R A038に先行する可能性を指摘できる。またR A039では杯は出上してい

ない。

長胴甕は各住居で出土しているがR A036,038の 資料は全体の器形が残存していないものである。

R A039で は完全形の大型土師器長胴甕が 3個体得られている。これらはカマドソデの芯材及び、カ

マ ド内から出土したものであり、器形も口縁部が強く外反して開き、底部が僅かに突き出す形態と共

通しており、同時性が強い資料と判断される。

以上、郭及び長胴甕の形態からR☆ 036の上師器は8世紀初頭以前、R A038・ 039の上師器は 8

世紀前半頃の時期を想定したい。

(2)9世紀以降の土師器 。須恵器

9世紀以降の上師器、須恵器は15棟の住居から出土している。出土器種が多種にわたり、その状

況を以下の第 7表で示す。表示する数字は図示した個体数を示している。

「杯内黒」としたものは、ロクロ成型の杯で内面に黒色処理が施されたものである。内面にヘラミ

ガキが施されているが、黒色になっていない杯も、二次被熱で戊素が飛んだものと捉え、この類に含

めた。底辺部及び、外底面に再調整の回転ヘラケズリないし手持ちヘラケズリが施される個体が多い。

しかし同一の住居からも、再調整のあるものとないものが共伴する状況が見受けられ、両者が時期的

に明確に分離するものでないと推測できる。

「杯非内黒」としたものは、ロクロ調整の上師器杯で内外面にヘラミガキ、ヘラケズリ等が施されな

いものである。いわゆる「あかやき土器」に相当するものであるが、この用語は「あかやき土器」の
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2 細谷地第24・ 25次、向中野館第12・ 13次調査出上の古代土器について

生産工人を上師器生産工人 と区別 しての使用 と筆者は理解 してお り、古代の酸化炎焼成の土器の生産

体制 を完全 に峻別することは事実上不可能であ り、土師器 と「あかや き土器」の区分 には曖味な領域

が存在 してお り、ここでは「あかや き土器」の名称は用いていない。

「高台付ネ」はロクロ成型であるが、黒色処理のものとロクロ成型のみのものの両者が存在する。

黒色処理のものには外面にもヘラミガキ、黒色処理が施されるものもある。

長胴甕はロクロ不使用のものとロクロ使用のものの両者がある。ロクロ不使用長胴甕は形態が多岐

にわたり法量も多様である。ロクロ長胴甕はロクロ下地にタタキロが施されるものと、施されないも

のの両者があり、時期的な違いを反映していると理解される。向中野館遺跡 R A043の 188は タタキ

目が存在するもので、外面に施されるカキメも特徴的である。

「ロクロ小型甕」としたものは、小型のロクロ成型の長胴甕である。底面には回転糸切痕がみられ

るものである。細谷地R A181の 37、 R A183の 63は ロクロ成型のみであるが、R A185の 77は底辺

部に回転ヘラケズリが施されている。

その他の上師器の器種では、蓋、華瓶、重が出土している。また、向中野館遺跡R A037の 122は

ロクロ不使用の土師器杯であるが、形態から8世紀以前のものとは考え難く、出土状況も考え合わせ

て 9世紀以降に伴うものと推測した。

須恵器では杯、長頸壷、甕、大甕が出土している。いずれの器種も胎土、質感、硬度、色調は多様

であり、様々な窯の製品が存在すると推測される。

第 7表 竪穴住居跡 (9世紀以降)出土の上師器、須恵器器種一覧表

土師器 須恵器

住居名
杯

内黒

郭

非内黒

高台

付不

長胴甕

非ロクロ

ロクロ

長胴奏

ロクロ

小型甕

土師器

その他
杯

長頚

霊

甕 大甕

細  R A 175 8 1 1
つ
０ 蓋 1 華瓶 1 1 1

細  R A180 1 2 士望 1

細  R A181 5 6 ９

留 6 ユ 3 2

細  R A182 4 ９

留

つ
０

つ
ね

細  R A183 1 1
９

μ 1 1 1

細  R A184 1 1

細  R A 185 1 5 1 1 1 1 1

細  R A186 ９

留 1

向 R A021 Ｏ
υ 1 1

向 R A030 ０
０

つ
υ 1 4

向 R A037 5
９

留 6 7 ロクロ使用郭 1 1 2

向 R A040 1 5 1

向 R A041 2 2 つ
０ 蓋 1 ユ

向 R A042 1
つ
υ 4

向 R A043 1 ユ
９

々
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3 細 谷 地遺 跡 R A175出 土 の両 黒 土 師器小 型 壺 につ い て

細谷地遺跡のR A175竪穴住居跡カマ ド袖付近から、内外面黒色処理された土師器小型壼の一部が

出土 した。外面 と口縁部内面にヘラミガキを施 しており、胎土も緻密で非常に丁寧な作 りである。

明らかに他の上師器 とは異なった様相を呈 し、特別な用途であったことが想定される。盛岡南新都市

土地区画整理事業 (盛南開発)関連で調査された古代遺跡のなかでも、内外面に黒色処理が施された

土師器小型重の出土は数例である。 しかし、今回出土 した小型重と同じ器形のものは見当たらない。

そこで本節では、岩手県内で出上 した内外面に黒色処理を施す土師器小型壷を概観 し、若千の検討

を試みたい。盛南開発調査出土資料に加え、管見に触れた岩手県内の資料を対象とする。なお、内外

面に黒色処理が施された土師器小型壷 (報文中では華瓶としている)を、ここでは両黒土師器小型壷

と呼称する。また、小型壼は小型の壷・瓶類を総称 したものとする。

(1)岩 手県内の類例

盛岡市前野遺跡 R A108竪穴住居跡 (第 88図 )

竪穴住居跡の埋土上層から出土 している。残存高4.8cm、 体部最大径4.8cm、 底径4.5cm。 底部は回

転糸切で、内外面にヘラミガキ調整と黒色処理が施されている。また、外面の外部下端には、手持ち

ヘラケズリ調整がみられる。頸部を欠 くが、小型の短顎壷 と思われる。出土層位 と共伴遺物より、 9

世紀中頃に属するものとされている。

また、遺構外ではあるが小型壷の一部が出上 している。底径4,Ocmで、体部内外面に黒色処理が施

され、外面にのみヘラミガキ調整がみられる。

紫波町比爪館遺跡 S1105竪穴住居跡 (第89図 )

竪穴住居跡の床面直上から出上 している。口径6.4cm、 底径 7.2cIIl、 器高11.3cmで完形である。底部

にはハの字状の短い高台が付 く。内外面に黒色処理が施され、外面にのみヘラミガキ調整がみられる。

脚部が短いが、仏具の華瓶に似た器形をしている。共伴遺物より、10世紀前半頃と考えられる。

北上市南部工業団地内遺跡 I D 009 a堅穴住居跡 (第88図 )

竪穴住居跡の周溝から出土 している。口径 6.7cm、 底径4.Ocm、 器高9.6cm。 内外面に黒色処理が施

され、外面と口縁部内面にヘラミガキ調整がみられる。頸部に波状・鋸歯状の細い沈線を描 き、体部

中央に浮彫 りの手法で鋸歯状の文様を施 している。出土層位 と共伴遺物 より、10世紀第 2四半期ま

での時期におさまるものとされている。

奥州市林前遺跡 S i51竪 穴住居跡 (第 88図 )

竪穴住居跡のカマ ド南土坑とその西側の床面から出土 している。肩部の破片である。内外面黒色処

理され、外面にのみヘラミガキ調整を施す。出土層位 と共伴遺物より、 9世紀前半頃に属するものと

されている。

盛岡市本宮熊堂 B遺跡 R A057竪穴住居跡 (第 88図 )

竪穴住居跡の埋土上層 と床面付近から出土 している。口径6.Ocm、 底径 5.Ocm、 器高6.6clllで ほぼ完

-125-



3 細谷地遺跡R A175出 上の両黒土師器小型壷について

盛岡市 前野遺跡 R A 108竪穴住居跡

紫波町 比爪館遺跡 S1105竪穴住居跡

北上市 南部工業団地内遺跡 I D009a竪穴住居跡
士X・ ―e2,螂

A

ゝ

m

遺構

0           113         10Cm

遺物

璧い霞   /
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奥州市 林前遺跡 S151竪穴住居跡
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盛岡市 本宮熊堂 B遺跡 R A057竪 穴住居跡

盛岡市

A

本宮熊堂B遺跡 R A059竪 穴住居跡

0            1:3          10CIn

遺物

第89図 両黒土師器小型壺類例 (2)

形の河ヽ型短顕壷である。内外面黒色処理され、体部外面にヘラミガキ調整、体部下端から底部にかけ

ては手持ちヘラケズリ調整が施されている。出土層位と共伴遺物より、 9世紀後半に属するものとさ

れている。

盛岡市本宮熊堂 B遺跡 R A059竪穴住居跡 (第89図 )

竪穴住居跡の埋土上層と床面から出土している。口径約8.Ocm、 器高約7.6clllの 小型短顎壷である。

内外面ともに黒色処理とヘラミガキ調整が施される。出土層位と共伴遺物より9世紀中頃に属するも

のとされている。

(2)両黒土師器小型壷についての検討

岩手県内の両黒土師器小型壷について概観してきたが、遺構外のものを除いたすべての小型壷が竪

穴住居跡からの出土である。ほとんどの竪穴住居跡については、一般的な竪穴住居跡との違いは認め

られない。しかし、北上市南部工業団地内遺跡 Iの D009a竪穴住居跡は、ロクロピット2基と椀形

駕y騒

③
、 O            S
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3 細谷地遺跡R A175出 土の両黒土師器小型壷について

鉄津やltr蝸 などの製鉄関連の遺物が出土 してお り、工房的性格をもつものと考えられる (北上市教委

1993)。 今回確認された両黒土師器小型壼には、長頸・短頸・台付 きのものがあり、いずれもロク

ロ成形で 9世紀から10世紀の間に製作 されたものと考えられる。また、その器形や丁寧な作 りから

日常容器とは考えにくく、祭祀儀礼で使用されたものと想定される。伊藤博幸氏は、平安時代におけ

る東北地方の内面または内外面を黒色処理する土師器について論 じている (伊藤1984)。 そのなかで、

内外面を黒色処理する土師器を黒色土師器B類として、出土量の少なさや器種の限定化など、その特

殊性について言及 している。器種については、皿 。椀・小瓶・華瓶など施釉陶器を模倣 していると思

われるものが多いこと、また胎土が精選されていることや、硬質または瓦器質であること、器面調整

が丁寧に施されることなどを挙げ、非日常容器であることを指摘 している。

これらのことを踏まえて考えると、今回確認できた両黒土師器小型壷は、伊藤氏のいう黒色土師器

B類に分類することができる。北上市南部工業団地内遺跡 I出上の小型壺のように特殊なものもみら

れるが、内外面に黒色処理を施 し、瓦器質であるという点から見れば、これに含めて良いものと思わ

れる。また、短頸壷の出土も目立ったが、内外面に黒色処理を施す短頸壷の出土例は、管見によれば

群馬県でも見られ (山田2003)、 仏教関連遺物 として紹介されている。この他にも諸地域で散見さ

れるものと思われる。

以上のことから、細谷地遺跡 R A175出上の両黒土師器小型壷も黒色土師器B類に分類され、日常

容器ではなく、祭祀儀礼の際に使用されたものと思われる。口縁部～肩部の破片のため、全体形は分

からないが、残存する器形から華瓶形の上器の可能性 も考えられる。今後、両黒土師器小型壺の出土

事例が増え、検討対象となる資料が得 られることを期待 したい。また、県外の事例 も合わせて検討す

ることも必要であるが、今後の課題 としたい。 (田 中美穂 )
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Ⅵ まとめ

向中野館について

既存の遺跡登録範囲の向中野館遺跡の発掘調査は今回の第12・ 13次調査で終了することとなる。

今次の調査では向中野館を囲む堀の南辺が一部検出され、一応、向中野館の範囲を明確にすることが

できた。 しかし、堀南辺は細谷地遺跡の範囲にかかる部分もあり、この細谷地遺跡にかかる部分の南

東側は未調査であり (平成22年度調査予定)、 既存範囲の向中野館遺跡の発掘調査が終了しているが、

実際の「向中野館」の全域の調査が終了している状況ではない。既存範囲と実際の向中野館の範囲に

飢離が生 じているのである。そしてさらに、細谷地遺跡第25次調査において検出された堀外部の掘

立柱建物の存在から、堀で囲まれた範囲の南側外部にも、関連する遺構が展開する可能性 も示唆され、

よって、向中野館の総合的な考察は、細谷地遺跡 も含んだ未調査部分の調査が終了した段階でおこな

うのが妥当と考える。よって、ここでは、これまでの調査データから推測される向中野館の諸状況を

提示するに留めたい。

(1)志和軍戦記 に登場す る向中野館

向中野館を語る場合に必ず引用されるのは「志和軍戦記」である。「志和軍戦記」は近世後半成立

と推測される創作物語であり、斯波氏と飯岡氏の争いを題材 としたものである。向中野館が登場する

のは以下の文章である。

此城 (飯岡城)と 申は小城といえども前は平地に大堀を構え渡れば大堀をへだてて大木の松山なり、左右は谷

地野川原大堀を構へ、御本九、二の九、若の館迄は要害堅古の館なり、是も秀衡の郎徒なれば威勢日増盤石に見

え候。扱又飯岡の日付岩倉常太郎と申もの小館に居城して万事を下知し居けるが、大田靭負は太田館に住居して

北の押へと承り、杉山一學湯澤村大館に居住して南の押へと承る、東野文七向中野館に居住して東の押へと承る、

彼等四人は東西南北の押へと承る。

これは即ち、飯岡氏の本城である「飯岡城」の東西南北に城館を構え、飯岡城の防御にしたという

記述である。この中で「向中野館」は「東の押へ」であり、城館の主を「東野文七」とする。

「志和軍戦記」は昭和三年 (1928年 )刊行の南部叢書第二冊に所収されているが、その解題によ

ると、嘉永七年 (1854年 )奥書のものを底本とし、他に文政十年 (1827年 )奥書本、明治三年 (18

70年 )奥書本を用いて校訂したとある。これらの奥書本の存在から「志和軍戦記」は19世紀前半頃

に執筆され、各所で写筆されたと推測される。作者は不明であるが、城館の位置関係などは割合に正

確であり、地域の伝承も物語に取り入れており、紫波地域に土地勘のある人物の筆と考えられる。地

域の歴史を題材とした物語であることは、紫波地域の人々の興味を強く引いたと考えられ、多数の写

本が作られ、多数の人々が物語を読んだと想像される。また、直接に物語を読まなくても、物語の内

容が口間に流布し、多くの人々が物語の内容を把握していた状況も想像される。19世紀前半頃の紫

波郡界限の状況としては、「志和軍戦記」の内容が歴史的事実として多くの人々に認識されていたと

推測される。

「志和軍戦記」はあくまで創作された物語であり、その内容は全く荒唐無稽なものである。例えば、

場面が建久年中 (1190～ 1199年)か ら、登場人物がそのままで、いきなり「天文三年 (1534年 )」

へと場面が移行する時間設定や、飯岡氏が志和・岩手の「境奉行」なる職を「伊達大守秀衡」という

人物から仰せつかったというように、近世大名伊達氏と奥州藤原氏のイメージが混在した全く架空の
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Ⅵ まとめ

人物が登場し、さらに、「伊達大守秀衡」は鎌倉勢の「義経公」に攻め減ぼされるという驚くべき設

定となっている。創作物語の設定について言上げする必要は全くないのであるが、示したいのは「志

和軍戦記」に遺跡として現存している城館が登場しても、それは作者によって創作された設定であり、

歴史的事実を反映している可能性は非常に低いということである。よって「志和軍戦記」の記述から

「向中野館」が飯岡氏や飯岡館との関連を推測するのは不適切なことである。また向中野館の住人に

ついても、「東の押へ」の向中野館の主の名字が「東野」というのも、作者の創作した語呂合わせに

すぎないと考えられる。

そもそも、「志和軍戦記」に登場する「向中野館」が、本報告書の向中野館遺跡に相当するか否か

も疑間は多い。向中野館遺跡は発掘調査前まで土塁が残存し、堀の痕跡も認識できる状況にあり、堀

で囲まれた城館の存在は認識できる状況であった。そして、地域では向中野館遺跡近辺を「館」と呼

称していたようである。これは明治初年の地籍図に遺跡近辺を走る農業用水路が「館溝」と記載され

ていることからも伺える。このように向中野館遺跡が「館」と認識され、周辺が「館」と呼称されて

いたことは確かなのであるが、この「館」が元来、「向中野館」とも呼称されていたことには疑問が

多い。その理由として上げたいのは向中野館遺跡が所在する場所は「飯岡新田才川」地内であり「向

中野」には属していないという事実である。多くの場合、中世城館遺跡はその所在地の地名を用いて

呼称されており、隣接地とはいえ、所在地の地名ではない「向中野」の地名を冠するのは如何にも不

自然である。さらに、飯岡新田は平成三年の合併前まで紫波郡都南村に属し、藩政時代には飯岡新田

(村 と同等の行政単位)の範囲内で志和郡 (近代以降紫波郡)に属している。飯岡新田の成立は近世

初めの鹿妻穴堰開削後の新田開発によるものと考えられるが、「飯岡」の名を冠することから、近世

初頭から飯岡村の範囲内、つまり志和郡に含まれていたと推測される。一方、「向中野」は都南村と

の合併以前から盛岡市に含まれており、昭和三十年の合併前までは岩手郡大田村に属し、藩政時代は

向中野村の範囲内で岩手郡に属していた。このように「向中野」は岩手郡に属する地域であるが、向

中野館遺跡の位置する「飯岡新田」は近世初頭から志和郡に属しているのである。飯岡新田と向中野

は隣接する地域であるが、属する郡が異なるという大きな区域の相違点が存在するのである。これに

もかかわらず、志和郡飯岡新田に所在する「館」を岩手郡内の地名を冠して「向中野館」と称するの

はますます不自然に感じられる。

「志和軍戦記」の作者が飯岡城 (館)の東の押えと設定した「向中野館」が、実際のどの居館を念

頭に入れて想定したものかは明らかではない。飯岡館との位置関係を考えると、それが本遺跡「向中

野館」である可能性も高い。その場合、作者が所在地を間違え、「向中野」の地名を冠したか、また

は「飯岡新田」という近世に成立した新しい地名では、物語の雰囲気を損ねるため意図的に「向中野」

の地名を用いた可能性もある。あるいは、具体的な城館遺跡を想定せず、飯岡館の所在する飯岡村 (上

飯岡、下飯岡双方を含めた)の東隣が向中野村ということから、架空の「向中野館」を設定した可能

性も考えられる。

本遺跡周辺の「館」と呼称されていた城館跡が「向中野館」と称されるに至ったのは、「志和軍戦

記」の地域への流布によるものと推測される。作者の「向中野館」の設定が何所であったかは不明で

あるが、「志和軍戦記」の記述やその内容の流布から、飯岡館の東に位置する飯岡新田才川の「館」

が「志和軍戦記」に登場する「向中野館」であるという認識が地域の人々に定着することになり、現

在の行政上の遺跡名に至っていると推測される。「向中野館」は、城館の機能時から「向中野館」と

称されていたのではなく、19世紀前半成立の「志和軍戦記」の記述から定着した名称と考えられる。
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4 向中野館について

(2)向中野館の位置

向中野館遺跡は盛岡市飯岡新田に所在する。平成三年の合併以前は紫波郡都南村飯岡新田に属し、

その領域は藩政時代の「飯岡新田」に以来のものである。藩政時代の飯岡新田は村と同等の行政単位

であり、明治十年 (1877年 )の 「岩手縣管轄地誌第二琥之三 陸中國紫波郡飯岡新田」 (岩手県編2

003「岩手県管轄地誌第 3巻紫波郡 (1)」 には来歴が以下の様に記されている。

本村古時岩手郡二属シ上下飯岡村トー村タリ、天正十六年本郡 (志和郡・紫波郡)二属シ、寛永年中新タニ開

墾シ、貞享ノ頃分テ三村トナル。

これによると飯岡新田は寛永年間 (1624～ 1644年 )に開墾が始まり、行政単位としては貞享年間

(1684～ 1688年)頃に成立した旨が記されている。寛永年間の開墾は鹿妻穴堰開削による用水路設

置によるものと推測され、「新田」の名称もこの開墾によるものと理解される。そして、開墾時及び

それ以前は、後に飯岡新田となる範囲は飯岡村の領域に含まれていたと記述される。

飯岡新田及び飯岡村の範囲は志和 (紫波)郡に属している。下飯岡村から飯岡新田の範囲の形状は、

北側に細長く突出し、さらに、北端部が東側に釣形に出張ている。この下飯岡村から飯岡新田の突出

は向中野村の範囲に食い込んでおり、北側のみならず西側、東側が向中野村と接し、釣形の出張り郡

分は南側さえも向中野村と接 している。向中野村は落政時代も岩手郡に属し、下飯岡及び飯岡新田の

突出は岩手郡の範囲に志和郡の領域が食い込んでいる形状となる。そして突出の最先端部の釣形部と

いう特徴的な地点に「向中野館遺跡」が位置することになる。この志和郡と岩手郡の境界が何に由来

するのかは明確ではない。少なくとも、大きな自然地形の変化 (も ちろん雫石川の旧河道も)は存在

せず、自然地形による境界とは考え難い。これは古代集落の広がりからも示されることで、細谷地遺

跡と向中野館遺跡の上師器竪穴住居の集落は連続する一連のものであり、藩政時代以降の郡の境界を

跨いで古代集落が広がっており、その両遺跡の間には何らの地形上の変化は存在しない。これらの点

から、この飯岡新田と向中野の境界、即ち志和郡と岩手郡の境界は何らかの人為的な理由により設定

された境界線と理解すべきであろう。大略的に見れば、北上川西岸における志和郡と岩手郡の境界は

雫石川の流路をその境界とするのが一般的な見解と思われる。建郡時に造営された志和城は雫石川の

南岸に位置しており、当初の志和郡の範囲の設定が雫石川をその北限としていた可能性は高いと思わ

れる。そして、建郡以降の雫石川の河道変化は、局所的には著しいものがあつたが、志和城より南側

を流れるような大局的な変化はなかったと考えられる。志和郡と岩手郡の境界が雫石川の南岸に複雑

に展開することになったのは、中世以降の当該地域における、斯波氏と南部氏傘下の岩手郡諸勢力の

抗争によるものと推測され、その境界ラインは両勢力の一進一退により流動的に変化していた状況が

推測される。飯岡新田の範囲が、向中野の範囲内に不自然に突出している境界ラインも、両者の抗争

の中のある段階の前線であり、その境界の突出部に示威のため、城館を構築したものと推測するのが

妥当と考える。この城館がどちらの勢力のものであるのかは判断が難しいが、向中野館は志和郡の突

出部に所在することからすると、斯波氏側の勢力による構築の可能性が高い。

先に示した「岩手縣管轄地誌第二琥之三 陸中國紫波郡飯岡新田」では飯岡村 (飯岡新田を含む)

は、元は岩手郡に属していたものが、天正十六年から志和郡に含まれるようになった旨が記される。

飯岡村が岩手郡に含まれていたというのは不審であり、これが事実か否かは不明であるが、天正十六

年は斯波氏が減亡した年である。これまで、南部勢と岩手郡諸勢力により実質的に掌握されていた飯

岡村付近が、斯波氏の滅亡を受けて、本来の所属の志和郡に復 したという意味の記述とも推測される。
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細谷地遺跡・向中野館遺跡遠景 (南 から)

細谷地遺跡・向中野館遺跡調査区遠景 (上が北)

写真図版 1 航空写真 (1)
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細谷地遺跡・向中野館遺跡調査区近景

細谷地遺跡・向中野館遺跡調査区 (上が北)
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細谷地遺跡第25次調査区 (東 から)

写真図版 3 調査区 (1)
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第24次調査区調査前風景 (西 から) 第24次調査区南側全景 (西 から)

第24次調査区北側全景 (北から) 第24次調査区北側突出部 (西から)

第25次調査区歩道部分中央部 (北から) 第25次調査区歩道部分南側 (南 から)

沢跡検出作業中 (南 から) 第25次調査区検出状況 (北から)
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完掘 (西から)

断面 (北から)

断面 (西 から)

写真図版 5 R A175竪 穴住居跡 (1)
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カマ ド断面 (北 から)

カマ ド (北 から) カマ ド煙道断面 (西 から)

カマ ド断ち害」り (北 から) カマ ド断ち割り (西から)

カマ ド構築礫 (北 から) カマ ド袖部出土遺物 (西 から)
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写真図版 7 R A175竪 穴住居跡 (3)
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写真図版 12 R A181竪穴住居跡 (3)
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写真図版 13 R A182竪穴住居跡 (1)
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写真図版 15 R A183竪穴住居跡
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写真図版 17 R A185竪穴住居跡 (1)
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カマ ド断ち割り (北 から) 住居内土坑 1遺物出土状況 (南 から)
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写真図版 18 R A185竪穴住居跡 (2)
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写真図版 19 R A186竪穴住居跡
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写真図版 20 R B025掘 立柱建物跡 (1)
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写真図版 38 R A021竪 穴住居跡 (3)
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写真図版 44 R A037竪 穴住居跡 (1)
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写真図版 46 R A037竪 穴住居跡 (3)
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写真図版 48 R A038竪 穴住居跡 (2)
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写真図版 54 R A042竪穴住居跡
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写真図版 58 R B014掘 立柱建物跡
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写真図版 66 R G012堀跡 (2)
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写真図版 78 陶磁器 (3)、 遺構外出土遺物
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名 在所

ふ り が な

地

コ ー  ド 】ヒ 糸革 東 経
調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因

市町村 遺跡番号

緬蓉亀撞録

(第24・ 25次 )

岩手県盛岡市

脅竿尊筆尋脈
9-5ほか

03201 L磁6-0214 39度

40分

36秒

141度

08分

21秒

(第 24次 )2009,05

2009,06

(第25次 )2009.06

2009,09.

8～

9

5～

1

1,224だ

946N

盛岡南新都市

土地区画整備

事業

向中野館遺跡

(第 12・ 13次 )

岩手県盛岡市

飯岡新田 2地

害↓133-2ほか

配26-0205 39度

40分

39死少

141度

08分

21秒

(第 12次)200906
200909

(第 13次)200906
2009,09

6～

1

6～

1

633ピ

615だ

所 収 遺 跡 名 種  男U 主 な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

細 谷 地 遺 跡

(第24・ 25次 )

集 落 跡 9世紀 ～

中～近世

時期不詳

竪穴住居跡 8棟
土坑    2基
掘立柱建物 1棟
馬埋葬墓  1基
埋没沢  1箇 所

土師器、須恵器

砥石

近世陶磁器、鉄鍋、馬骨

竪穴住居の内 1棟は、細谷

地第20次調査で一部調査済

埋没沢は細谷地第14次調査

等で検出のものに連続する

向中野館遺跡

(第 12・ 13次 )

集 落 跡

居 館 跡

～ 8世紀

9世 紀 ～

中～近 世

近～現代

時期不詳

竪穴住居  3棟
竪穴住居  7棟
掘立柱建物  1棟
土坑    4基
溝跡    1条
堀     1条
溝     2条
掘立柱建物 2棟
土坑    2基
低地跡  1箇 所

土師器、須恵器、鉄製品

永楽通費

近世陶磁器

豚頭骨

竪穴住居の内 2棟は、向野

館遺跡第10次調査で一部調

査済み

堀は向中野館遺跡第10次調

査等で検出のものに連続す

る

約要 古代に関しては、細谷地遺跡、向中野館遺跡にまたぐ集落の一部分の調査となる。今回検

出した竪穴住居の分布から、集落の広がりがより明確になった。細谷地遺跡第24次調査によ

りその南西端、向中野館 12・ 13次調査によりその北端の一部が示された。

向中野館については、居館を囲む堀の南西コーナーから南辺が検出され、堀で囲まれる範

囲が明らかになった。堀の内法で南北40m× 東西50mの規模である。また、向中野館の存

続年代を示す陶磁器等の遺物は得ることができなかった。
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